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　ルーチェ・ルリジナは十歳の誕生日、竜りゅうに食べられて死ぬはずだった。

　今でも思い出す。岩に括くくりつけられた身体からだを濡ぬらす、波の冷たさ。震ふるえる足を叱しかりつけ、ルーは迫せまりくる蒼あおい鱗うろこの巨きょ大だいな水すい竜りゅうを見み据すえた。毅き然ぜんと顔を上げたまま逝ゆくつもりで。

『そんな幼い身で、儚はかなく散ることもないだろう』

　夜空のごとき闇やみ色いろの鱗を持つあの美しい竜りゅう神じんが、己おのれを助け出す、その瞬しゅん間かんまでは。

　──そして、六年後。

　ルーは再び、別の竜神の生いけ贄にえになる。

　けれど今度は前とは違ちがう。死しに装しょう束ぞくは己の手で身にまとい、自らの意志で竜神のねぐらに赴おもむく。

　そして、こう願ったのだ。




「竜神さま。どうぞ、私をお食べください！」
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　海があって陸がある。

　海には船の集つどう港が、陸には道の交こう差さする街があり、それぞれ数あま多たの人の生活の場となっている。

　そんな当たり前の世界で、ただひとつ風変わりなのが、竜りゅうと呼ばれる強大な怪かい物ぶつの存在だ。

　竜は人を喰くらう。人の持つ思念や魂たましいを取り込んで力にするためだ。

　だが、森しん羅ら万ばん象しょうに干かん渉しょうできるほどの力ある竜ともなれば、人の血肉や魂そのものよりも、強い想おもいを込こめて奏かなでられる、特別な歌や器き楽がくを好んだ。

　そこでいにしえの人は、力ある竜たちを祀まつる神しん殿でんをつくり、そこで日夜彼らに奏そう楽がくを捧ささげる代わりに、もろもろの天てん変ぺん地ち異いや楽の音ねを解かいさぬ粗そ野やで凶きょう暴ぼうな悪あく竜りゅうから、自分たちを守るよう持ちかけた。

　神殿との契けい約やくを受け入れた竜は〝竜りゅう神じん〟と呼ばれ、己おのれが守護する土地でそれぞれに尊そん崇すうを集めている。

　竜神を慰なぐさめる特別な音ね色いろは、不思議なことに、ほんのひと握にぎりの天てん賦ぷの才を持つ女性にしか出せない。ただびとのそれでは竜の糧かてたり得えないのだ。また、美しく研とぎ澄すまされた音ほど、能よく竜神に届くとも言われている。

　竜神に仕える乙女おとめたちは、幼いころから神殿に入り、楽の腕うでを磨みがき、あるじを喜ばせることに生しょう涯がいをかけて努つとめる。そして、おのおのが適した奏楽の種類によって、歌うた姫ひめ、笛ふえ姫ひめ、琴こと姫ひめなどと呼ばれる。

　異い形ぎょうと通じ合い、神殿に仕えて人々を守る乙女の総そう称しょうを、『聖女』という。
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　大陸東とう端たんに位置する交通の要よう衝しょう、カメレア。

　尾お根ねに雪を戴いただく峻しゅん険けんなエウリュディスを最さい高こう峰ほうに火山群で囲まれたそのまちは、碧みどりに水を湛たたえる広大なセゲーレ湖のほとりにある。湖水に似せた碧へき瑠る璃りの瓦かわら屋や根ねを持つ白い家々は、カメレア市街地の代表的な眺ながめだ。

　そして、都市の象しょう徴ちょうでもある──小高い丘きゅう陵りょうの上にそびえ立つ、カメレア神殿。

　白輝石ペンテリコンの巨きょ柱ちゅうが整然と並ぶ大だい神しん殿でんの優美なたたずまいは、遠方から訪おとずれる旅人や商人たちにも称たたえられていた。

　しかし、カメレア神殿で何より有名なのは、たおやめ揃ぞろいと噂うわさされる聖女たちだ。

　見習いも含ふくめて、実に千人あまりの聖女が、日々あるじたる竜神への祈いのりを捧げている。

　だが、純白の聖せい女じょ衣いに身を包み、毎朝一いち堂どうに会かいして竜神に楽を奉ほうずる彼女らの姿は、滅めっ多たに人目に触ふれることがない。

　それがなおのことその神秘性を増し、竜神に生涯を捧ぐ乙女たちは、劇団や吟ぎん遊ゆう詩し人じんたちの手で、こぞって題材に採とられている。

　そして、詩人たちが、──今度は畏い怖ふを込めて──詠うたい上あげるものがもうひとつ。

　乙女たちの奏かなでる調べと引ひき換かえに、カメレアの地を昔から守り続けているとされる、恐おそろしい火か竜りゅうの存在である。

　火竜がねぐらにするのは、セゲーレ湖の最さい奥おうにある活火山エウリュディス。

　好こう奇き心しんに駆かられてひとたび岬みさきに近づき、あるいは山に立ち入ったが最後。

　帰ってきた者は一人もいないと言われている。

　──が。




「あの！　竜神さま、いらっしゃいませんか」




　山さん麓ろくにある、無人の奥おく神しん殿でんの前で、ルーチェ・ルリジナ──ルーは大きく息を吸って呼びかけた。

「竜神さま！　お願いがあって参りました」

　さらに声を張り上げると、頭上を覆おおって陽光を分ぶ厚あつく遮さえぎる木々から、ぎゃあぎゃあと声を立てて鳥たちが飛び立っていく。

（今はお留守かしら。ここに来れば竜神さまに会えると思ったのだけど）

　なお、ここまでルーを連れてきた、金きん箔ぱく押おしの豪ごう奢しゃな嫁よめ入いり輿こしの担かつぎ手ては、とっくの昔に逃にげ帰かえってしまっている。ゆえに、今いるのはルーひとりだ。

　しかし、この奥神殿にたどり着つくまでが大変だったのである。

　道とすら呼びがたい獣けもの道みちを往ゆき、毒どく蛇へびや野犬に襲おそわれかけ。なんなら運ばれるばかりでは申し訳なくなったルーも輿を降りて一いっ緒しょに担ぐという、「どうしてそうなった」の連続だった。

　……まあ、なかなかな目に遭あったけれど。

（あら。本当にいらっしゃらない？）

　ルーは、淡あわいスミレ色の瞳ひとみに影かげを落とすまつげを、ぱちぱちと上下させる。

　首を傾かしげると、白しろ薔ば薇らやカスミソウをあしらった花か冠かんと、蜘く蛛もの巣すのように繊せん細さいな紗しゃのヴェールがつられて揺ゆれた。まっすぐ伸のびたしろがねの長い髪かみからは、菩提樹フィリーラの花はな香こう油ゆがふわりと薫かおる。古来のならわしに従った衣い装しょうは、着慣れていないので少し動きにくい。

　自分の見た目が、竜神にとってどう映るのか、いちおうルーなりに予想はついている。

　小さいし、がりがりに細っこいしで、まあ、平たく言えば『貧ひん相そう』のひと言に尽つきるだろう。あとは全体的に色素が足りていないので、味も薄うすめかもしれない。

　要するに、さして食いではなかろう。ただし、筋肉が少ない点に関してだけ、わずかに残された身の部位が、柔やわらかそうに見えるかもしれないと一縷いちるの望みをかけている。

「ちょっと骨は多いかもしれませんが！　肉は柔らかく、脂あぶらや筋すじは少なく淡たん白ぱくで、まるまる食べても胸やけしにくいと思います」

　胸の下を締しめつける幅はば広ひろの金きん帯たいを緩ゆるめ、たっぷりとドレープをとった白い花はな嫁よめ衣い装しょうの裾すそを地べたに引きずらないよう注意しつつ、『売り込み文句』を考え考え叫さけび、ルーは奥神殿のさらに近くに歩ほを進めてみた。それから、あたりをきょろきょろ見回してみる。

　相変わらず、うっそうと森の木が茂しげるばかりで、時おり梢こずえに現れるリスや小鳥のほかは、なんの気配もない。

（どうしようかな……）

　迷いつつ、ルーはさらに声を張り上げる。

「あの！　竜神さま」

　ここは、カメレア都心にあって聖女たちが祈りを捧げる大神殿からは遠く離はなれた、竜神が実際に坐いますとされる奥神殿だ。これでもしお出ましがなかったら、いっそ、竜神が深く潜もぐって休むというセゲーレ湖に身を投げてみるしかないだろう。

　お腹なかに思いっきり力を込め、ルーは再びありったけの大声を出した。

「私！　あなたさまの生いけ贄にえに！　なりに来たんですが!!　わりと頑がん張ばって来たからには、ぜひとも召めし上あがっていただきたいです！　精しょう進じん潔けっ斎さいは欠かしておりませんし！　そんなに不健康でもないので！　たぶん、おそらく、マズくはないはずなんです……！」

　切実な願いは、「はずなんです」部分だけをやまびこが繰くり返かえしつつ。

　悲しくも、やはり鳥たちの声に搔かき消けされていったのだった。
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　一方。

　奥神殿の前で、ルーが「私を食べて！　物理的に」と必死に呼びかけていたころ。

　澄んだ碧みどりの水を湛たたえる、深く広大なセゲーレ湖の水みな底そこで、大岩に身を寄せるように黒い身をとぐろに巻き、ひっそりと眠ねむりについているものがいた。

　現在のカメレア神殿と、カメレアのまちを守護する竜神。




　──名を、オルフェンという。




　身みの丈たけは小山のようで、鱗うろこは金こん剛ごう石せきの硬かたさと黒くろ蝶ちょう貝がいの光こう沢たくを持つ。

　逞たくましい四し肢し、長い首。

　折りたたまれた蝙蝠こうもり様ようの翼つばさは、まるで薄くそがれた黒こく曜よう石せきのよう。くろがねの爪つめも牙きばも、山羊やぎのごとく巻いた双そう角かくも、それぞれが剣けんや槍やりのように巨おおきく鋭するどかった。

　もっとも、持ち主が湖底にまどろむ今、それらは微び動どうだにしない。

　が、頭部から背にかけて生える漆しっ黒こくのたてがみだけが、まるで藻も草ぐさのように、水の揺らぎに合わせてゆらゆらとうごめいていた。

　竜神の中でも特に強大な力を持つオルフェンの姿は、力に見合って魁かい偉いで怖おそろしい。

　これまで過ごした長い時の中で、出くわした人間はおろか、動物、下へ手たをすると同族の竜ですら、悲鳴を上げるか、気を失うか。しかしそんな外見におよそそぐわないほど穏おだやかな性しょう分ぶんの彼は、いたずらに他者を怖こわがらせるのを好まなかった。

　──〝あたまでっかちだなあ、オルフェンは。竜ってのは怖がられてこそだろ。恐きょう怖ふを喰えば、それもオレらの糧になるんだから〟

　ほぼ唯ゆい一いつの旧友には、こんなふうに呆あきれられ、「くそまじめでおひとよしの馬鹿正直」と、三さん拍びょう子しでよく揶や揄ゆされるが、今オルフェンが水中での眠りを好むのは、人目を避さけるためとはまた別の理由があった。

　──ひどく消しょう耗もうしている己おのが身を労いたわるためだ。

（今回はどのくらい眠ったか……。やれやれ、少しは回復してきたな）

　水の中で、牙の隙すき間まから細かな気き泡ほうを吐はきながら、オルフェンは炯けい炯けいと光るザクロ色の瞳を伏ふせる。

（とはいえ、やはり眠りだけでは、疲つかれが取れん。まだまだ力が足りない……）

　さる事情により、神殿からの祈りも楽の音も受けられないままカメレアの加護を続けているオルフェンは、まさに今、ひと呼吸ごとに徐じょ々じょに身命を削けずられつつあるのだった。

　竜神は、神と名のつく限り、基本的にヒトを守るもの。

　だが、そもそも竜というイキモノにとって、聖女の歌や奏そう楽がくはもとより、その血肉こそ甘かん露ろであり、衰おとろえた力を手っ取り早く補おぎなってくれる最高の供く物もつでもある。

　曲がりなりにも竜神として祀られているからには、神殿に求めれば、生贄のひとりやふたり捧げさせることができるだろう。

　けれど。

（それは、したくない）

　なぜなら彼には、とある人間の少女にまつわる、ひとつの思い出があるためだ。




　──〝助けてくれてありがとうございます、竜神さま〟




　笑うとえくぼのできる愛らしい顔立ち。

　舌ったらずな幼い声で告げられた、純真無垢な感謝の言葉。

（まあ、覚えていないだろうな、言った本人は）

　記き憶おくに残しておいてほしいとまでは思わないが、せめて、彼女に恐怖のまなざしを向けられたくはない。そもそも殺せっ生しょうを好まないオルフェンだが、──そういうわけでこのほどはさらに、人間に危害を加えることは、彼にとってはあるまじきことだった。

（身体からだが泥どろのように重い。もうひと眠りするべきか。こうしてずっと水の中にいれば、多少はましなはず……）

　大切な記憶と、複雑な気持ちを押し殺しつつ。ごぼ……、と追加で水の塊かたまりを吐き、再びオルフェンがまぶたを閉じた時だった。




「竜神さま！」




　遥はるか上、湖面よりもさらに高い位置から、──鈴すずを振ふるような、高く澄すんだ声に呼びかけられた気がした。

（誰だれだ……？）

　オルフェンは目を眇すがめ、湖面を見上げた。

　その時だ。




　──ドボンッ！




　水面をけたたましく割り、大量の気泡をまとって、何か小さなものが飛び込んできた。

　否いな、そう小さくもない。

　……たとえばちょうど、人間のような大きさの。

　さらに、気泡が晴れてその姿がすっかり現れれば、いよいよオルフェンはぎょろりとその紅あかい目を見開いた。

「!?」

　人間のような、ではない。

　人間だ。

　それもまだ年若い。真っ白い花嫁衣装を着せつけられた小こ柄がらな少女が、湖上の崖がけから落ちてきたのだ。

「……！」

　考えられることはひとつ。

　──自分に捧げられた、生贄だろう。

　人ひと身み御ご供くうというものは、昔から決まって若い娘むすめばかり。それは、竜の喜ぶ楽の力が、聖女特有のものであるがゆえか。

　娘はゆっくりと沈しずんできた。どうやら、身体に重石おもしでも括くくりつけられているらしい。

　湖面から射さし込こんでくる陽光を吸い、しろがねの髪や真っ白な花嫁衣装が、ゆらゆら広がり、きらきら輝かがやく。竜神に生贄を捧げることを婚こん儀ぎに見立て、捧げられる娘を美々しく着き飾かざらせるのは、古くよりある悪あく趣しゅ味みなならわしだ。

　驚おどろくほどに華きゃ奢しゃな手足は、暗い水中にあっても映はえるほどに滑なめらかなミルク色で、髪や衣装と合わせれば、まるで水中花のように眩げん惑わく的てきである。

（仕方がないな……）

　ここでは、ため息すら泡あわに変わる。

　オルフェンは、大きく長い首を巡めぐらせ、落ちてきた少女へとゆっくり向かっていく。

　ヒトは脆もろい。悲鳴を上げられれば、そのぶん娘の肺から空気が失われてしまう。あまり刺し激げきしないよう注意を払はらいながら、オルフェンは娘の身体を湖面に持ち上げるべく、その下に回り込んだ。

　──が。

　巨きょ体たいのオルフェンが身じろぎするだけで、当然、動きは水に伝わる。

　己に向かって進んでくる何ものかの存在にさっそく気づいたらしい娘は、ぱっと顔を上げて、こちらを見た。

　途と端たん、オルフェンは時が凍こおった気がした。




（……美しい）
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　驚くほどに、儚はかなげな娘だった。

　長い銀のまつげに囲まれた瞳は、透すきとおるようなスミレ色。まるで、繊細なガラス細ざい工くの人形が、魔ま法ほうで息を吹ふき込こまれたようだ。

　思わず見入ってしまったとたん、その手から大きな石が放り出される。

（え）

　縛しばりつけられていたわけではなく。

　自分で重石を抱かかえていた──？

　オルフェンが疑問を覚えた瞬しゅん間かん、こちらを見て何かを言おうと開かれた娘の口から、ゴボッと盛せい大だいに白い気泡が漏もれる。

（！　まずい）

　急激に気道が引き絞しぼられたのか、娘は喉のどを押さえてわずかに瞠どう目もくしたのち、ふっとまぶたを閉じ、脱だつ力りょくした。

　──急がなければ。

　水中で萎しおれた花のようにたゆたい始める娘の身体を、鼻先で下から掬すくい上あげ、オルフェンは湖面へと向かった。
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　娘は、セゲーレ湖に突き出た岬みさきから、身を投げさせられたらしい。

（やはり生いえ贄にえか……こんな年とし端はもいかぬ者に、身命をなげうつよう強しいるとは。むごいことを……）

　ほっそりした身体は、扱あつかいに気を抜ぬくと、すぐ壊こわしてしまいそうだ。

　細心の注意を払って爪に捉とらえたあと、翼を広げて湖上に飛び上がれば、水みな面もには波は紋もんと呼ぶには大きすぎる波が立つ。きっと魚たちを驚かせたことだろう。

　そのままオルフェンは力強く羽ばたいて宙へと躍おどり出いで、岬の上に到とう着ちゃくすると、赤茶けた土に緑色のじゅうたんを広げるシロツメクサの群生に娘を横たえる。

　彼女はまだ目覚めない。

　陸おかに着くと、その儚げな様子、いたいけな年とし恰かっ好こうがますます際きわ立だった。

　ぐっしょり濡ぬれそぼった花嫁衣装が痛々しい。外れてしまった花冠やヴェールは水中に没ぼっしたままだが、これでよく地べたを踏ふみしめられるものだと感心するほど小さな足には、造花をあしらった革かわのサンダルがかろうじて双そう方ほうとも残っている。

　また、魔ま除よけの天てん眼がん石せきを縫ぬいつけた幅広の飾かざり帯おびには、革かわ袋ぶくろが括くくられていた。……聖女の護ご符ふ入いれだろうか。

　せっかく救い上げた娘だが、起き抜けに巨きょ竜りゅうの姿を見て、また気を失わないとも限らない。オルフェンはひとまず力を使ってずぶ濡れの衣を乾かしてやると、今度は意識を己の身に集中させる。

　やがて、黒い鱗の内側から黄金の光が滲にじみ出すと、──オルフェンの姿は、すっかりと変わっていた。

　よく日焼けした褐かっ色しょくの肌はだと、襟えり足あしから少し先ほどまで伸ばした黒くろ髪かみを持つ、二十そこそこの青年の姿に。

　力のある竜神は、こうして竜形のほかに、ヒトの姿を持つことができる。

　黒くろ染ぞめの麻あさシャツと黒くろ革かわの脚きゃく衣い、簡素な木き彫ぼりの装身具という、カメレア市街の一いっ般ぱん的てきな服ふく飾しょくに身を包めば、ちゃんと人間の男に見えるはずだった。

　ただし、ヒトの姿になったとて、人相も割と怖めなのが、オルフェン自身も気にしているところではある。なにせ昔、人間のまちにたわむれで出かけたら、何もしていないのに子どもに泣かれ、警けい邏ら兵へいを呼ばれたことがあった。

　目つきが鋭く全体的に刃は物ものめいた雰ふん囲い気きを持つことに加え、常じょう人じんにあらざる緋ひ色いろの眼め、その虹こう彩さいの中央に細く縦に走る瞳や、先の尖とがった耳などが、意図せず威い圧あつ感かんを助長するようである。

　それはさておき。

「おい、大だい丈じょう夫ぶか」

「……う。ごほっ……」

　改めて娘を抱だき起おこすと、彼女は小さく呻うめいて水を吐く。

　続けて数度けほけほと咳せき込こみ、それから。

　長いまつげを震ふるわせて、こちらを見た。

（ん？　この娘……どこかで……？）

　そこでオルフェンははっとした。

　どこかで、ではない。

　年ねん齢れいはかなり増しているが、色しき彩さいといい顔かたちといい、まったくもって見覚えがあるではないか。

「……あの娘か？」

　勘かん違ちがいでなければ、だが。

　彼が思わず呟つぶやいたとたん、娘はがばりと身を起こす。

　オルフェンは思わず、開きかけた口を閉じた。

「あっ……の！」

　自分の置かれた現状がいまだに理解できていないのか、そこから先が続かず、娘は口をぱくぱくさせている。さて、どう説明したものか。

「お前……生贄にされたのだろう。もう大丈夫だ」

　もろもろ思うところもあったが、何よりむやみに怖がらせたくはない。第一声に迷いつつ、オルフェンは相手を落ち着かせるのに最良と思おぼしき言葉を選ぶ。

　これに対して、娘はしばしきょとんとしたあとに、まっすぐなしろがねの髪を揺らした。

「ひょっとして……あなたさまが助けてくださったのでしょうか。ありがとうございます」

　清せい楚そなしぐさでこうべを垂たれ、娘は微笑ほほえんだ。

　陽光を帯びて匂におい立つ白しら百ゆ合りのような可か憐れんさに、オルフェンは思わず声を失う。水の中で見かけた時に覚えた印象は、こうして明るい陸上でも、まったく変わりない。

（……まいったな）

　オルフェンは、この娘の正体に見当がついていた。

　竜神の生贄にお定まりの、純白を基調とした花嫁衣装。それに、白銀の髪にスミレ色の瞳。おもざしにも、どことなく覚えがある。

　オルフェンがはじめて彼女に会った時は、まだほんの十かそこらの幼さだった。

（人間は本当に、成長が早い。あの子どもだとすると、大きくなったものだが……しかし、よく似た色を持つ人間の娘も神殿には多くいるだろうし、人ひと違ちがいの可能性も……）

　もし、本当にこの娘が自分の知る〝彼女〟なら。

　かつて、一度だけあいまみえた自分を、覚えてくれているだろうか。

「おまえ──」

　ついオルフェンが意い気き込ごんで問いかけようとした途端、娘は容よう赦しゃなく言い放った。

「ぶしつけながら、あなたさまはどういうおかたでしょうか。それから、火の竜神さまをお見かけされませんでしたか」

「は？」

　助け起こされた姿勢のまま、オルフェンの膝ひざのあいだから逃げようともせず、娘はにこにこと笑った。

　その笑え顔がおもまた儚げで。春先、残り雪に怯おびえながらおそるおそる綻ほころぶ野花のようだ。

　しかし、ひと息で礼を言われたあとの、立て板に水な続きが解げせない。

（いや、俺は今人間の姿だし、見覚えがなくても問題ないんだが……。なぜに竜神を探す。生贄にされず助かったのだと言っていように）

　ここで自分が竜神だと伝えては、やはり怖がらせるかもしれない。

　慎しん重ちょうに対応せねば、……と、戸と惑まどいつつも、オルフェンは言葉を継つぐ。

「あー……だから。お前は、竜神の生贄に捧げられた娘だろうが、もうそいつに喰われる心配はないと……」

「えっ困ります」

　しかし、オルフェンの言葉を遮り、同じ体勢のまま、娘は前のめりに迫せまってきた。なんというか、近い。

「私、こちらにお住まいの竜神さまに、どうしても食べていただかないと困るんです。ゆえに、竜神さまをお見かけされませんでしたか？」

「その質問に答える前に。……お前はカメレア神殿の聖女、だな？」

「はい。そのとおりです」

「それで、竜神の生贄に捧げられたと」

「そうです！」

　娘は元気よく頷うなずいた。

　いい子のお返事だ。そして満面の笑えみである。

（おかしい）

　オルフェンは額を押さえた。

　さっきから、娘の外面の儚さと、言っている内容との違い和わ感かんが半はん端ぱではない。こんな喰われてやる気満々な生贄がいてたまるか。

　眉み間けんに寄ったままの皺しわを指先でほぐしつつ、オルフェンはためらいがちに告げてやった。

「言いづらいが、その……お前が喰われる予定の、この地に住む竜神というのは、俺のことだ」

「エッ」

「俺の瞳を見てみるといい。人間と違ちがい、瘦やせた三日月の形をしているだろう」

「？　あ、ほんとですね……ええっ!?」

　娘は大きく目を見開くと、オルフェンの顔をまじまじと見つめてくる。

「では、あなたさまは、竜神さまの化け身しんでいらっしゃるのですね……！　まあ！　すごいですはじめて拝見しました……なんというか、思ったより普ふ通つうにヒトっぽいですね……？」

「……まあな」

　はしゃいだ様子の娘は、淡うす紫むらさきの大きな虹彩や、半開きになったさくらんぼ色の唇くちびるが愛らしく、──至し近きん距きょ離りで見られるほうは、たいへん反応に困った。素す直なおすぎるダダ漏れ感想は、この際、聞かなかったことにしたい。

　しかし、娘はそんなオルフェンの葛かっ藤とうなどお構いなしである。

　それどころか、若じゃっ干かんのけぞるこちらの胸に小さな両手を置き、顔全体をキラキラと輝かせて、さらに身を乗り出してきた。

「改めてごあいさつを。はじめてお目もじつかまつります、我らがカメレアのあるじたる竜神さま。私、カメレア大神殿の見習い笛姫の、名をルーチェ、守護聖女は聖ルリジナの、ルーチェ・ルリジナと申します。以後お見知りおきを」

「守護聖女？　……ああ、神殿に入った見習いたちが割わり振ふられる、過去にその地で事じ績せきを残した聖女の名だったか」

「はい。百年前に一度この地を離れられた竜神さまを、妙たえなる葦あし笛ぶえの調べを以もって呼よび戻もどされた笛姫、聖ルリジナから姓せいを戴いただきました。どうぞ、ルーとお呼びください」

（なるほど。ルーチェ、という名だったか）

　久しく使っていない神殿知識を掘ほり起おこすオルフェンの前で、ルーチェと名乗った娘は、無む邪じゃ気きにはきはきと続けた。

「お助けいただき感謝ばかりです。お蔭かげさまで、ふやけた腐ふ乱らん溺でき死し体たいではなく、新しん鮮せんな状態でお肉をお届けに上がれました」

「い、言い方……！」

　ぎょっとのけぞるオルフェンに詰つめ寄よるように、娘は、自らの薄い胸を拳こぶしでどんと鷹おう揚ように叩たたいてみせた。

「それでは、いま一度お願い申し上げます。こうしてせっかく生贄になりに参りましたので。──どうぞ、遠えん慮りょなくこの身をお召し上がりくださいませ！」

「……はぁ？」

　いかにも悲劇の生贄じみた可憐な容姿にもかかわらず、まったくこれっぽっちもそぐわない元気いっぱいの物言いに、オルフェンのほうは不覚にも、「いや断る」と即そく切り捨てていいものか一いっ瞬しゅん迷ってしまった。
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（それにしても、お美しいかた）

　ルーは、目の前にいる青年をとっくりと眺める。

（当たり前だけれど、竜神さまにお目にかかるのははじめて……どうしましょう、今さら緊きん張ちょうしてきたわ）

　正職も見習いも関係なく、すべての聖女たちにとって竜神とは、遠くに坐ましてお仕えすべきもの。生涯一度も直じかに目通りすることなしに、その実存すら確かめられぬまま、日々心を込めた演奏を神殿から捧げ続ける。そんな信しん仰こうの対象だ。

　先ほどまでは助け起こしてもらったままの格好だったが、さすがに高貴な竜神さまに、いつまでも非礼を働くわけにはいかない。

　今のルーは、彼から少しばかり距離を取ってから、きれいに膝を揃そろえて畳たたみ、両手を地についてこうべを垂れている。個人的に『お食べください』の姿勢のつもりだ。

　さて。

　正面から向き合うと──竜神を名乗る青年は、見れば見るほどに美しかった。

　うんと日に焼けた漁師のごとき褐色の精せい悍かんな顔や、均整の取れた逞しい身体は、大陸一の彫ちょう刻こく家かの手に成る芸術のよう。ざっくりと切られた闇やみ色いろのつややかな髪は肩かたを過ぎるほどの長さで、うなじのところで尻しっ尾ぽのようにひとつに括ってある。紅こう玉ぎょく色いろに輝くまなこに、獣けもののごとき縦長の瞳。

　縁ふち飾かざりのある麻シャツから覗のぞく首には、しっかりと筋や喉のど仏ぼとけが浮うき、黒い革の脚衣に包まれた脚あしなど、胡坐あぐらをかいていても分かるほど長い。

　大ぶりな虎とら目め石いしの耳環みみかざりや、色とりどりの木彫りビーズの絡からまった首くび飾かざり、なめし革がわの腕うで輪わなど、ごくふつうの青年のような格好をしているから、余計にその容姿が際立つのかもしれない。なるほど、竜神の化身と言われても納なっ得とくできる。よく見れば、耳の先が尖っていたり、口くちの端はに犬けん歯しが覗く。

（ということは……さっき、湖に飛び込んだ時に少しだけお見かけできた竜神さまが、このかた？）

　とりあえず、彼が竜神なら話が早い。

　私が生贄です、どうぞ遠慮なく食べてください、さあどうぞ今どうぞ、と喰い気味にお願いすると、なぜか、当の竜神さまにはギョッとされたのち「結構だ」と断られた。

（え、なんで）

　自分で生贄を望んだはずなのに。

　不可解に思い、首をぐーっと傾げたルーは、不意に「ああ！」と理由に思おもい至いたって手を打った。

「ひょっとして、ナマモノなのがいけませんか？　お腹が弱くて、火を通さないものをお召し上がりになるとひどい腹痛にさいなまれるとか……。ちょうどうちの神官長さまがそうなんです。肉や魚を半はん生なまで食べては、よくご不ふ浄じょうに駆かけ込んでいらっしゃいますから。では僭せん越えつながら、食材自ら火を熾おこして飛び込む自立調理を請うけ負おわせていただければと」

「やめろ。あと、神官長の個人的な秘密をシレっと聞かせてよこさないでくれ、居たたまれない」

「そうですか？　たいへん失礼いたしました。……あ！　そうだ。今度こそ分かりました！　味付けがないとおいしくないですもんね。ご安心ください！　こういうこともあろうかと、不ふ肖しょうこの生贄、持参の調味料が多少なりとも」

「分かってない！　というかその帯についている革袋、調味料入れだったのか!?」

　美しい青年姿の竜神は、「とりあえず話を聞け」と両手を上げた。ルーはおとなしく背筋を伸ばす。

　そうして告げられたのは、『オルフェン』という、彼の呼び名と。




「え？　竜神さまは生贄を受け取るつもりがない？」

　──という、衝しょう撃げきの事実だった。




　本来ならば、竜神の名を知るのは聖女としてたいへんな名めい誉よなのだが、ゆっくり感謝感激している余よ裕ゆうがない。

「お待ちください。あなたさまは、こちらのエウリュディス火山群に住まわれる竜神さまで間ま違ちがいないですよね。そして、カメレアを守護してくださっている」

「まあ、一応はそうだな、今は」

　では、やはり間違いがないはず。いよいよ確信を持って、ルーは質問を続ける。

「どうして納おさめていただけないのでしょう。竜神さまがご自身の鱗を削った矢じりを放ち、神官長の孫まご娘むすめを生贄に差し出すよう求められたと伺うかがったのですが……」

　しかしこの疑問の本意より、オルフェンは別のところが気になったらしい。身を乗り出すように訊きき返される。

「神官長の、孫？　……それではお前は、ユスティル家の血筋なのか？　カメレア神殿を代々統とう率そつする……」

　なら、俺の勘違いか──と続けて独ひとり言ごとを呟くオルフェンが、どことなく落らく胆たんして見えたので、「勘違い？　なんのこと？」とこれまた内心首を傾げつつ、ルーは頭かしらを横に振った。

「違います。私はそのように高貴な身分ではありません」

「……？　だが、今しがたお前は、神官長の孫娘が生贄に選ばれた、と言ったばかりではないか」

「はい、そうなのですが。つまり私は身代わりです。単なるなりすまし」

「は？」

「私の出自は、ここから離れた寒村で育ったみなし子です。とある事情でカメレアに流れ着き、笛姫として神殿で育てていただきました。ちなみに年は十六です。肉も柔らかくて食べごろだと思います」

　さりげなく「つまり生贄におすすめです」と宣伝も含ませてルーが明るく報告すると、オルフェンはなぜかゲッソリと呆れ返った顔をしたのち、深く皺を刻んだ眉間を揉もんだ。そんなに妙なことを言っただろうか。

「竜神さま？　いかがなさいましたか？」

「オルフェンでいい」

「はい。ではオルフェンさま。遅おくればせながら御おん礼れいを。見習いの身で、御み名なを頂ちょう戴だいし、お呼びする誉ほまれを賜たまわり光栄です」

「いや、別にそう畏かしこまらずとも構わないんだが……えらく素直に白状したと思ってな？　俺が生贄を要求していないと分かったからかもしれないが、つまりお前はニセモノの生贄なのだろう。そういうことは、普通は多少なりとも、あくせく隠かくそうと画かく策さくするものではないのか」

「ええと。竜神さまとは、それぞれにさまざまなお力を備えておいでだと聞きき及およんでおります。人の心を見透かし、噓うそを見み抜ぬく力をあなたさまがお持ちかどうか、私には分かりません。ですが、お仕えしている竜神さまを無む為いに謀たばかるよりは、『自分、身代わりなんですごめんなさい』と素直に申し上げて、ついでに『むしろ私のほうがお食い得です』と一いっ生しょう懸けん命めい主張するほうが、堅けん実じつだと考えました！」

「……そうか……」

　率そっ直ちょくな疑問を頂いたので、真まっ正しょう直じきに答えると、オルフェンにはますます頭を抱えられた。なぜだろうか。

「あー、……ルーとやら。とりあえず、ここにお前が来た経けい緯いを、順を追って説明してもらっていいか……？」

「……？　はい！」

　しばらく絶句したオルフェンにそんなふうに問われたので、「かしこまりました」と頷いたあと、ルーはここ数日であったことを思い返し始めた。
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　事の始まりは三日前だ。

「神官長さま。竜りゅう神じんさまに生贄を求められた、って……本当ですか？」

　神殿に勤める見習い聖女のひとりであるルーは、神官長から告げられた言葉に、しばし啞あ然ぜんとした。

　長年カメレア神殿を統率する、真っ白い髭ひげに真っ白い髪のユスティル神官長は、悄しょう然ぜんと肩を落としている。彼の表情があまり冴さえないのは、ルーも朝のお祈りの時から察していた。

（信じられない……けれど。神官長さまのお顔色。きっと本当なんだ）

　ルーにとって神官長は、十歳のころ我わが身みの後見を引き受け、ずっと面めん倒どうを見てくれた恩おん人じんだ。この神殿に流れ着いてからこちら、父のように慕したってきたが、彼がこんなにも落ち込んでいるところを見たのははじめてである。

　まだ公おおやけにされていない情報をこうして明かしてくれたのは、きっとルーを信しん頼らいしてのこと。

　それでも、どうしても事実と認められずに食い下がってしまう。

「だって、カメレアの竜神さまが聖女の命を求めるなんて、いまだかつてなかったことです。こんなにたくさんの聖女を抱えているのに、たわむれで殺された者は過去ひとりもいませんし……」

「いや、そのあり得えなかった事態が発生しているのだ。ルーチェ」

　希望を断たたれ、ルーは驚いて言葉を失う。

　しかし、「やっぱりそういうこともあり得うるかもしれない」と途と中ちゅうで考えを改めた。なぜなら、カメレアの火竜神は積極的に人を喰らいこそしないが、気分屋でまちを翻ほん弄ろうすることでも知られているのだ。

　たとえば百年ほど前には、ことさらの理由もなく加護を投げ出して、ふらりと放ほう浪ろうの旅に出てしまったこともあるらしい。妖よう魔まの襲しゅう撃げきや土地の荒こう廃はいなどにいいように嬲なぶられ続けた竜りゅうの不在期は、今でも語かたり継つがれ恐れられる暗黒時代である。

　カメレアの不ふ断だんの発展をたびたび妨さまたげているのがこの火竜の気まぐれで、その時も、竜神を呼び戻した聖ルリジナがいなければ、都市は滅ほろびていたかもしれないとまで言われている。

「おまけに、竜神さまは、生贄に捧げる者を名な指ざししてきた。……わしの孫娘のイリスを」

「……え!?」

　神官長が続けて告げた言葉に、ルーはさらに驚くことになった。

（イリス姉さまを？）

　イリス・イレニアはユスティル神官長の孫娘で、ルーにとっては姉にも等しい存在だ。

　呆ぼう然ぜんとするルーに、神官長は透すきとおった鱗を矢じりの素材に使った矢を示す。矢羽根は、カラスのかざきりばねを使ってある。

　──竜神の黒くろ羽はの矢やと呼ばれるものだ。

　各地を守護する竜神が神官に啓けい示じをもたらすときは、黒い矢羽根と竜神自らの鱗を加工した矢じりを用いた矢や文ぶみによるとされている。いよいよ間違いがない。

「……どうしたものか」

　額を覆う神官長に、ルーは眉まゆ根ねを寄せる。

　生贄に指定されたイリスは、肩かた口ぐちで切りそろえた黄金の髪と、深い翡ひ翠すい色いろの眼を持つ、たいへんに見み目め麗うるわしい娘だ。いつもすっくと背筋を伸ばしている、女性にしては身み丈たけの高い立ち姿は、もちろんルーにとってもこの上なく眩まぶしく見える。

　彼女の竪たて琴ごとは、竜神にひときわ強い力を与あたえるものとして、幼いころから重んじられてきた。統率力も人望も申し分ない。おまけに弓きゅう射しゃまで能よくし、折に触れ狩かりに出かけては鹿や猪いのししを持ち帰り、聖女たちの食しょく卓たくを豪ごう勢せいにしてくれる。

　いずれは神官長のあとを継ぎ、カメレアを導くことが決まっている逸いつ材ざい。まさに、このカメレア神殿すべての聖女の憧あこがれにして、希望とも呼べる存在で。

（イリス姉さまは、神殿にとってなくてはならないおかた。ここで失うなんてあり得ない。……だったら）

　心を決めると、あとは早い。

　うん、と頷き顔を上げると、ルーは神官長に尋たずねた。

「竜神さまに、イリス姉さまの容姿は伝わっているのですか」

「いや……まだ目もろくに開かず髪も生えていない赤あかん坊ぼうの時に、あれの母がエウリュディスに詣もうでてお知らせしたのみだ」

　話を聞きながらルーは、自らの容姿を思い出していた。

　なまっ白ちろい肌、小柄な背、細い四肢。スミレ色の瞳のほかは、色の極きわめて希き薄はくなこの姿。

　いっぽうのイリスは、健康的にすんなりとよく伸びた手足、張りつめた弓ゆ弦づるのごとく冴さえた美び貌ぼうを持っている。

　大好きなイリスとは、およそ似ても似つかない──けれど。

「でしたら好都合です」

　ごくん、と唾つばを吞のみ。

　ルーは疲つかれ切きった表情を見せる神官長に向け、一歩踏ふみ出だした。

「イリス姉さまを生贄になさる必要はありません。竜神さまには、どうぞ私を差し出してください」

　深くこうべを垂れると、自らの白銀の髪がさらりと頰ほおにかかった。

「十六まで育てていただきました。どうか、私にご恩返しの機会をください」

「……ならん」

　神官長は苦々しい声こわ音ねで首を振った。

「お前はお前で、大事な聖女のひとり。身代わりにすればイリスは助かろうが、お前はどうなる」

「私は構いません。イリス姉さまはこのカメレアに必要なかたです。惜おしむべき命は救うべきです」

「馬鹿を言うな。たしかに、自分の孫娘が惜しいかと問われれば、差し出せるのがこの老いぼれの命ですむならいくらでも捧げたいところだ。だが、お前がそれを言ってはならん。第一、我々が神殿ぐるみで竜神さまを謀たばかったと見なされれば、他の者の命もない。もちろんイリスも……」

　いつになく激しい口調で返され、ルーはぐっと唇を嚙かんだ。

「……私は、本当に平気なんです」

「だとしてもだ」

　生贄の供出は三日後。

　神官長の意志は固いようだった。

　イリスも責任感が強いひとだ。生贄になれと命じられれば、毅き然ぜんと従うだろう。

　そして、自分が身代わりになりたいと申し出ても、「馬鹿を言うな」と一いっ蹴しゅうして許しはしないはず。

（──そうはさせない）

　ルーはイリスを死なせたくない。

　そしてそれと同じくらい、生贄なら自分のほうが適していると確信していた。

　ゆえに、同じく決意を固めていたルーも、また強きょう硬こうな手段を採とることにしたのだ。

　見習いになって六年。神殿の下働き歴と、それにともなう人脈はそれなりにある。

　顔なじみの料理番や配はい膳ぜん係がかりに事情を話し、薬草畑からくすねたネムリヨモギの蜜みつ糖とうを、イリスの食事のヨーグルトに垂らしてもらう。

　彼女がぐっすり寝ね込こんだのを見届けたら、今度は被ひ服ふく番ばんの聖女に頼たのみ込み、花はな嫁よめ衣い装しょうをまとったのだった──。
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「それで、どうにかここまで来たんです」

　ルーの説明にじっと耳を傾かたむけてくれていたオルフェンは、「ルーとやら。まあ、お前の事情は分かった」と顔をしかめた。

「なるほど。とすると、……神官長やその娘のイリスとやらは、今ごろお前がいないことに気づいてカンカンだろうな」

「うっ……考えないようにしておりましたが、後こう悔かいはございませんし、仕方ないですね」

　イリスが犠ぎ牲せいになるより断然マシだ。

（そのためには早くひと思いにえいっと召し上がっていただきたいのだけれど。どうしてこんな話をするはめに？）

　なぜかシロツメクサのじゅうたんに座り込んで、竜神と生贄でゆったりと話し込んでいる現状が不思議といえばそうだ。

　が、そこは深く考えてもムダかな、とルーは早々に思し索さくを切り上げた。

「私からご説明できることは以上です。というわけで、さあどうぞ！　私が肉です」

　仕切り直して、二度目の『お食べください』姿勢を取ってみると。

「要いらん」

　やはり二度目の拒きょ絶ぜつをされた。

　返事には秒もかからなかった。おまけに一いち言ごんのもとに、である。

（な、なんで!?）

　再び雷かみなりに打たれたように固まってしまうルーに構わず、「そんなことよりも」とオルフェンは質問を重ねてくる。よりによって「そんなこと」扱い。

「お前が見たという竜神の矢文、矢じりの鱗は何色だった？」

「赤でした。紅玉のように透きとおって輝く、とても鮮あざやかな」

「……では、たしかにこの火山の竜神のもので間違いなさそうだな」

「？　はい」

　晴れて黒羽の矢が本物と判明したところで、ここでまた疑問がひとつ。

　彼が、ここでルーなど生贄には要らぬ、食べぬと言い張るのはなぜなのか。

　沈ちん思し黙もっ考こうしばし。ひらめいたルーははっとした。

　まさか。




（わ、私がよっぽど美味おいしくなさそうだから……!?）




　神殿で聖せい女じょ修しゅ行ぎょうに励はげみながら清く正しく生きてきて、そこそこ生贄指数は高いほうではないかと自じ負ふしていたルーは、いたく衝撃を受けた。

（たしかに、そんなに肉づきがいいほうではないけれど！　おいしそうかおいしくなさそうかと言われればおいしくなさそうかもしれないし！　でも私だって、ヨーグルトは毎日欠かさず食べてきたし、小魚に至っては何度も嚙んで……肉はだめでも、骨には自信があるのに！）

　やはり、生贄に必要なのは骨ではなく肉ということか。いやいや、骨だって大事だ。少なくとも魚の骨は、食べれば身体が丈じょう夫ぶになると聞いている。

　閑かん話わ休きゅう題だい。

（でも、肉の面では……あくまで肉でいえば、たしかにイリス姉さまのほうが美味しそうかもしれない）

　イリスだってすっきりと均整の取れた細身だが、少なくとも胸はルーより断然ある。

　同い年の聖女に比べて小柄なルーより上うわ背ぜいもあるし、「この貧相で不味まずそうな子どもよりは、本来もらうはずだった神官長の孫娘のほうが」とオルフェンに値ね踏ぶみされても無理からぬところだ。

「まあ、……俺としては、お前を生贄に受け取っても仕方のない話だ」

（や、やっぱりー!!）

　おまけに、こんな台詞せりふとともに、ため息交じりで追おい払はらうようにオルフェンに片手を振られたことで、ルーはいよいよ窮きゅう地ちに陥おちいった。

（そういえば、さっきも私が神官長さまの孫娘じゃないとお伝えしたら『俺の勘違いか』みたいなガッカリした顔をされていた気がするし……！　このままじゃ、イリス姉さまが改めて生贄に立ってしまう！）

　それは困る。

　オルフェンには、どうにかして自分という人身御供で満足してもらうほかない。

（何より、万一ここで竜神さまに去られてしまいでもして、カメレアに再び暗黒時代を呼び込むわけにはいかないわ）

　竜とは生来、約束を守る生き物なのだからして、ルーがちゃんと食べてもらいさえすれば、『生贄を〝ひとり〟受け取れば、カメレアの加護は継続する』という話は、それで四方丸く収まるはずなのだ。

「……ところで、ルーとやら。生贄にはならなくていいから、お前にひとつ、確かく認にんしておきたいことが」

　オルフェンはなおも何か問いたげだったが、前半の「生贄にはならなくていい」だけで頭がいっぱいになっていたルーは、ついに我が慢まんしきれず叫んだ。




「そうはまいりません!!」




「え」

「オルフェンさまには私を召し上がっていただかないと困ります！　据すえ膳ぜん食わぬはなんとやらと世に言いますし、アヒルが調味料と香草しょって来たんですから、もうぜひぜひ遠慮なくガッツリいくのが筋と申しますか」

「お前は俺の話を聞いていたか!?」

「聞いた上での結論です。あ、ひょっとして霜しも降ふりがお好みですか？　霜降りではないからですか？　イリス姉さまも胸以外は霜降りとはほど遠いですけれど、私も数日いただければ頑張って厨ちゅう房ぼう長ちょうさまくらいの極ごく上じょう霜降りになってみせます！」

「さりげなく神殿厨房長の体型を暴ばく露ろするのはやめてやれ！」

「とにかく！」

　だいぶ引き気味のオルフェンの、シャツの胸むなもとを下から摑つかんで、戸惑いにしかめられる整った顔を見上げながら、ルーは念押しにと叫んだ。




「私、あなたさま専用の生贄ですから！　──ちゃんと召し上がっていただくまで、絶対におそばを離れません!!」




　これを聞いたオルフェンは目を剝むいた。

「はぁあ!?　年とし端はもいかぬ子どもが馬鹿なことを……！　考えなしに軽口を叩いていると、本当に喰い殺すぞ!?」

「エッいいんですか!?　どうぞどうぞ！　おすすめ部位は、量は少ないけれど良質あっさりめの胸肉です！　調味料要りますか」

「違う!!　あと調味料も要らん！」




　ルーとオルフェンの押おし問もん答どうは、それからじつに一刻ほど続いた。

　──果たして、中天にあった太陽が西に傾き、空が薄うす紅べにに染まるころ。

　断固喰うべし私を喰うべし、な押しかけ生贄ことルーの熱意は、ついにオルフェンの「分かった！　もうここに居たければ好きにしろ」のひと言を以もってしてようやく競せり勝かったのである。
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　さて。

　岬の突とっ端たんからところ変わって、火か山ざん麓ふもとの奥神殿である。

（どうしたものか。わけの分からんことになった……）

　ルーとの「私を食べて」「誰が喰うか」のさんざんな応おう酬しゅうに、オルフェンは疲つかれ果はてていた。

　地中深くに眠る煮にえたぎった岩がん漿しょうから、じわじわと昇のぼってくる地熱のお蔭で、奥神殿は常時ほのかに暖かい。

　そして、基本的に無人とはいえ、清せい掃そうや修復作業などでまれに人間が数日間入ることもある奥神殿は、宿しゅく泊はくのための寝しん具ぐや調理具、長期保存の利きく乾かん物ぶつなどが多少は揃えてあることも多い。ここも例に漏もれずそうだった。

　いつも寝ね床どこにしているセゲーレ湖の水中にまでルーを連れてはいけないオルフェンは、仕方なく、どうにか雨風がしのげる建物の中での生活に甘んじることにしたのである。「供給がないからにはできるだけ力を使わず、人ともかかわらず、湖底でとにかくじっとり過ごす」をモットーにしている彼としては、これだけでもかなり生活の大変化だった。

（それはいいんだが。まったく、生贄だと？　誰が好きこのんで他者の命なぞ奪うばうものか。……俺はただ、穏やかに過ごしたいだけだというのに……）

　ちなみに目の前には、埃ほこりを払ったベッドの上で備び品ひんの毛布にくるまり、すやすやと安らかに寝ね息いきを立てる当のルーの姿がある。身を守るように丸まって目を閉じる様子は、昼間の威い勢せいが噓のように思われるほど弱々しく頼たよりない。

　だが、自分を今にも喰らいかねない竜神の前で吞のん気きに眠りこけられるあたりは、やはりどうにも肝きもが太いのかもしれない。

　その寝ね顔がおをじっと見下ろしながら、オルフェンは昼間覚えた印象を強くしていた。

（……見れば見るほど、間違いない、よな……？）

　結局、押おし問もん答どうの果てに、オルフェンの疑問は解決しないままだ。それはそれでもやもやと鬱うっ屈くつがたまる。

　すなわちルーが、──オルフェンの〝思い出の少女〟と同一人物なのか。

　オルフェンがその娘と出会ったのは、そう遠い昔ではない。少なくとも竜にとっては。

　時間にすればほんの数年ほど。彼にはまばたき程度のあいだだったが、ヒトはそれでも姿かたちを大きく変えてしまう。

　ちなみに、彼女がいつなんどき起きるとも限らないので、オルフェンは人間の姿を取ったままである。

（……この娘が、本当にあの時出会った少女だったとしても、なんにせよカメレアの聖女だ。最終的には、大神殿に返すまで。しかし……どうしたものかな）

　オルフェンは頭を抱えた。

　──〝あなたさまに食べていただくまで、絶対に帰りません！〟

　なにせルーには昼間そう断言されたばかり。本当に弱った。オルフェンには、彼女を生贄として喰らうなど、あらゆる意味で〝あり得ない〟ことなのに。

　もっとも、ただちに竜の姿で「本当にとって喰うぞ小こ娘むすめ」と脅おどかしてやれば、さっさと話がすむのかもしれない。

　が、それで逆に、

「わあ！　ご立派なお口！　素す敵てきな牙！　ひと息にばくんといけそうですね！　これなら私みたいな骨ばかりの生贄でもボリボリムシャアと難なく召し上がれるのでは、というわけでさあさあどうぞどうぞ」

　などと勢いづいてにじり寄られたら、それこそもう打つ手がなくなるので、保険も兼かねた最終手段と考えていた。

　また、実のところオルフェンとしても、今すぐルーを大神殿に送り返すには憚はばかられる理由がある。




（……いったいなぜ、神殿から生贄など供出されることになったのだ？）




　現在カメレアを守っているのは、まさしくオルフェンだ。

　だが、オルフェンに生贄など要求した覚えはない。そして、ルーが見た黒羽の矢には、たしかに赤い竜の鱗が矢じりに使われていたという。

　その持ち主に、オルフェンは心当たりがあった。

（あいつは悪ふざけが過ぎるところがあるからな……）

　その〝心当たり〟に想いを馳はせながら、深々と何度目になるか分からないため息をついたところで、「あの……」と小さな声がかかった。

「オルフェンさま、お休みにならないのですか？」

「……ルー。起きたのか」

　いつの間にか、横たわっていたはずのルーが、眠そうに目をこすりつつ、半身を起こしてこちらを見ている。

「竜にとっての眠りは嗜し好こう品ひんのようなものだ。必ひっ須すではない」

「そうなのですか？　では、代わりに……私の笛の音をお召しになってみませんか」

「笛？」

「私は、笛姫見習いでしたので」

　にへ、と気の抜けた笑い方をすると、ルーは、外がい衣いと一緒に枕もとに置いた革袋をごそごそし始めた。オルフェンは思わず突つっ込こむ。

「それ、調味料入れじゃなかったのか」

「はい？　もちろん調味料も入っています。よろしければお味見で召し上がります？　もちろん、わた」

「しを、と来るんだろうが要らん。断じて要らん。訊くんじゃなかった……」

「あら、残念です。けれど、笛のほうだけでも、ぜひいかがですか。生いけ贄にえのつまみ食いには数えないでおきますから」

「つま……嫌いやな言い方をするな」

　にこにこと微笑み、ここでも強い押しで迫ってくるので、オルフェンは困こん惑わくしつつためらった。

（どうする）

　なんとも毒どっ気けを抜かれる娘である。もう少し言うと調子を狂くるわされる。

　こうして平気で相あい対たいできるのは、水中で一瞬見たきりの竜形をほぼ覚えていないからだろうが──まず、自分を相手に竜神と知りつつ気き後おくれせずに話しかけてくる人間というものが、久しぶりなのだ。

「……では、少しだけ聴きかせてくれ」

　気まぐれで申しつけると、答えを聞いたルーは、──それはそれは嬉うれしげに、大輪の花が開くがごとく、咲わらった。




「かしこまりました！」




「……！」

　思わずぽかんと見とれるオルフェンなどお構いなしに、ルーは袋ふくろから、それぞれ長さの違う銀色の細ほそ筒づつを三つ取り出し、かちんかちんと手て際ぎわよく繫つなげていく。

　またたく間に、ちょうど彼女の腕の長さと同じくらいの横笛が組み上がった。明かり取りから射し込む月光を滑なめらかに照り返し、笛の身に、皓しろい光が流れる。

　彼女は「よいしょ」と掛かけ声ごえつきで寝しん台だいから下りると、裸足はだしのまま床ゆかの上に立って体勢を整え、楽器を構えた。

　淡く紅べにづいた唇を笛の吹き口につけ、──ひと息。

（これは……）

　あっという間に、彼女の容姿にも似た、きらきらと輝くような澄んだ高音が生まれ。月光をたぐるように奔ほん流りゅうと化し、連なり合って旋せん律りつを成す。

　夜の闇に、冴えわたるような響ひびきだった。

　オルフェンの耳ばかりか、皮ひ膚ふのすべて、血肉に至るまでを浸ひたし、沁しみ入いっていく。




　──夢のような時間だった。




「あの……お気に召しましたか？」

「！　……ああ、……終わったのか」

　いつの間にか目を閉じて繊細な調べに聞き入っていたオルフェンは、不意の問いかけにはっと我に返った。

（聖女の奏楽……久しぶりに聴いたものだ）

　もちろん、オルフェンとて竜神だ。カメレアでこそないが──神殿で聖女の捧げる音楽を受け取ったことはある。

　それにしても、聖女が自らのために奏でる調べというものにそばで耳を傾けることが、こんなにも心を安らがせ、癒いやすものだったとは。改めて驚きょう嘆たんしつつ、オルフェンは素直に賛さん辞じを贈おくる。

「いや、……なかなかの技ぎ量りょうだな」

「本当ですか？　ありがとうございます！」

　端たん的てきに褒ほめてやると、ルーは大げさなくらい満面に笑みを広げて喜んだ。

「笛そのものの稽けい古こは頑張っていたのですが、なかなかうまく聖女の力を込めることができなくて……それでも、少しでもオルフェンさまをお慰なぐさめできたなら、すごく、すごく嬉しいです！」

「……そうか」

　笛を握にぎりしめてはしゃぐルーに、不思議にオルフェンの胸がざわめく。

（たしかに、神殿から捧げられる奏楽と違って渇かわいた力の足しにはなってはいない……が）

　どう返したらいいのか迷いつつ、「だが、よく練られて紡つむがれた音色だった」とオルフェンはそっぽを向いた。照てれ隠かくしだとバレなければいいと願いつつ。

「恐きょう縮しゅくです。実は、いつか御ご前ぜんでお聴かせしたい……と願ってきたかたがおりまして。それは、もう叶かなわないことですけれど、……笛姫の才を神殿で見いだされてから、ずっと音を研とぐために励んできたんです」

「笛を聴かせたい者？　誰だ」

　なんとなく不条理な苛いら立だちを覚えつつオルフェンが尋ねると、「ええと」とルーは言葉を選ぶそぶりをする。

「私が昔カメレアに来たみなしごというのは、すでにお話ししたとおりなのですが……少し、変わった経けい緯いがありまして」

「変わった、経緯だと？」

「はい。今からですと六年前のことですが……。ここからずっと南に下った、とある海辺の村が私の故郷で。そこが、水すい竜りゅうの妖魔に襲われました。どうか許してくれと希こいねがう村に、妖魔は条件を出したのです。人身御供をひとり差し出せば、ほかの村人の命は助けてやると」

「……」

「その時生贄に選ばれたのが、身寄りのない私でした。だから実は、人生で生贄になるの、二度目なんです。あっ、イリス姉さまより私のほうが生贄に適していると考えておりますのは、こちらが所以ゆえんです。いわば私は、生贄になるべく生まれてきた者。受け取って安全、食べて安心の品質のはず」

「そういうのはいいからとりあえず続きを」

「失礼いたしました。それで、お定まりの白しろ装しょう束ぞくを着て、海に面した岩に括りつけられて、さあ今にも食べられる！　ってその時に、颯さっ爽そうと現れ助けてくださった竜神さまがいて」

「……あ、ああ」

　さりげなく生贄の押し売りを含んだルーの話を適度に聞き流しながら、オルフェンは、すでになかば確信に近かった見み込こみが、なかばどころではなく確定になりつつあるのを感じていた。

　だが、……どうにも、雲行きが怪あやしい。

「そのおかたは、きらきら輝く漆しっ黒こくの鱗を持つ竜神さまでした」

「…………」

「私が今にも吞まれようとしている瞬間、かの美しい黒い鱗の竜神さまは、妖魔をあっという間に爪と牙とで押さえつけ、しかも故郷の村に二度と手出ししないことを誓ちかわせた上で追い払ってくださって。さらに『こんな幼い身で、儚く散ることもないだろう』と、優やさしく私の鎖くさりを解いてくださっ──」

「うはぁあ……」

「はいっ!?」

　おもむろに腹の底から絞り出すようなため息をつくオルフェンに、ルーはぎょっと身を竦すくめた。

　慌あわてて「なんでもない、目に羽虫が入りかけただけだ」と誤ご魔ま化かしつつ、オルフェンは内心の暴れ回る動どう揺ようを抑おさえる。




（……ま、……間違いじゃなかった……！）
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　六年前。

　自らのなわばりの近くで、勝手に暴ぼう虐ぎゃくなふるまいをしていた低てい俗ぞくな水竜を見つけたオルフェンは、お灸きゅうを据えるついでに、その不届き者が狙ねらっていた生贄をかっさらったのである。

　とはいえ、その地域の風習が厄やっ介かいだった。海辺のあたりでは、ひとたび竜の生贄に捧げられた人間は、運よく助かったとしても同じ村で暮らしていくのは難しい。〝喰い残し〟と呼ばれて蔑さげすまれるからだ。

　一度救ったイキモノは、せめてその後を見届けるところまでは責任を持ちたいものである。ならば〝喰い残し〟の偏へん見けんがなく、安心して暮らせそうな内陸部に連れていくほかなかった。

　そこで、カメレアに伝つ手てがあったことを思い出したオルフェンは、幼い生贄の少女を背に乗せて神殿まで送り届けてやったのだ。

　──〝助けてくれてありがとうございます、竜神さま〟

　今まで幾いく度どとなく姿かたちを恐れられてきたオルフェンは、幼い少女から向けられた無む垢くな笑顔が忘れられなかった。

　幸せに暮らしていてくれたらと願いながら、気づけば経たつこと六年。

　陸おかに運び上げたルーの顔を見た時に、面おも影かげがあるなと感じてはいたのだ。しかし、人間は成長すると顔かたちが変わることもある。

　人違いかもしれないと結局訊けずじまいだったが。ここに来て、無事に見立てが正解だったと証明されたわけだ。

（そら見ろ、やはりあの娘じゃないか……！　覚えてくれていたのか、俺のことを）

　じわり、とあたたかいものが心に満ちる。

　おまけにルーは、「それから、これを」と言い置いて、ごそごそと首もとに手を当て、何かを下か衣いの下から取り出した。革かわ紐ひもで首に吊つるしていたらしい。

「私、送り届けていただいている最中に、うっかり竜神さまの背で眠ってしまっていたみたいで……起きたら、カメレアの大神殿の門前にいたんです。その時、私のそばに残されていたのがこちらです。おそらく、黒い鱗の竜神さまのものでしょう。神官長さまのお話では、私を神殿に預けるための身元の証あかしとして、わざわざ置いていってくださったのではないかと……」

　お蔭で、こうして無事に聖女見習いとなることができました、と。

　頰を染めながら彼女が示したのは、ほかでもない、オルフェンの鱗だ。

　きらきらと黒くろ真しん珠じゅのような輝きを放つそれを、ルーは「私の宝物です」と両手で抱きしめる。

　きちんと記憶に留とどめてくれていたばかりではなく、こうして鱗まで大切に持ってくれていたとは。それだけでもかなり胸に迫るものがあった。

　──が。そこまではいいとして、さて、これからどうしたものか。

（あの時お前を救ったのは俺だと正直に言うべきか？　いや、……しかしそうすると、カメレアの加護をなぜ今俺がやっているかの理由も話さねばならんし……）

　何より、先ほどとっさに「なんでもない」と誤魔化してしまった手前、「それは自分だ」と言い出しづらくなってしまったのだ。

　しかも、気のせいではなければ、黒い竜の話をするときのルーの言葉選びに、……なんともこう、……いわく言いがたいが。

　恥はずかしいというか、居たたまれないというか。非常にむず痒がゆくも落ち着かない気持ちになってしまう。

　思わず視線をさまよわせるオルフェンに首を傾げつつ、ルーは、遠く記憶の向こうを見つめるようなまなざしを宙に投げ、ほわほわと淡く頰を染めてみせた。

「ほんとうに、ほんとうに麗うるわしく、かっこいいかただったんです。あの、黒い鱗の竜神さまは……」

「……そ、そうか」

「爪も牙も角つのも、名工がうんと力を入れて鍛きたえたくろがねの剣つるぎのようでした。そして、私を縛りつけていた鎖を、スパッと！　それこそお野菜のように、両断してしまったんです」

「へ、……へえ……」

「鱗は、月を映した黒曜石のように美しくて。瞳は、煮えたぎる溶岩よりも熱く、紅玉よりも澄んだ緋色……あっ、ちょうどオルフェンさまのような」

「偶ぐう然ぜんだ」

「？　はい。そうですね、オルフェンさまは鱗も赤い火竜ですもの。それで続きなのですが、その黒い鱗の竜神さまは、たてがみも漆黒でいらっしゃいました。お姿は小山のように巨おおきくてご立派で、翼は夜空のように広くて」

「さすがにそれは盛りすぎだろう」

「え？　オルフェンさまは、ひょっとしてあのおかたをご存じでい」

「いや知らん。これっぽっちも知らん」

「……ですよね。残念……」

（しまった）

　とっさに、取り返しのつかない方向に舵かじを切ってしまった。

　もう今さら、やっぱり自分でしたとは言い出せない──と、思わず額を覆うオルフェンの前で、ルーはさらにうっとりと言葉を紡ぐ。

「お声も、地じ響ひびきのように低く重じゅう厚こうで、それがもう本当にただただ素敵で……思い出すだけで、胸が高鳴ります」

「……そ、……そう、か……？　地響き……って、素敵か？」

「はい！　とっても。あの黒い鱗の竜神さまは、私にとって絶対のおかた。とてもとても、特別で大切な思い出のかたなんです！」

　──〝黒い鱗の竜神さま〟……。

「……」

　それが自分だと分かった今、ルーの語る美び辞じ麗れい句くがもう、恥ずかしすぎて悶もん絶ぜつする。今すぐ耳を塞いで床を転げ回りたいくらいだ。

　オルフェンは努めて冷静に心を保ちながら、「なあ、この話はそこまでにしないか」と場を収めにかかる。

　しかし、思わず視線を泳がせた彼の手を、ルーが摑んだ。

「いえ、せっかくなのでぜひ私の話をお聞きになってください！　カメレアにお連れくださるあいだ、その背に乗せていただきながら心に書きとめた、『黒い鱗の竜神さま語録』があるんです」

（なんだその羞しゅう恥ち心しんだけ狙って串くし刺ざしにしてくる題名の語録は!?）

　だいたい、絶対しょうもなくて適当な世間話しかしていないはずだ。知っている。分かる。だって自分だし。

「黒い鱗の竜神さまの語るお言葉は、それはそれは含がん蓄ちくに富とみ、その素す晴ばらしいご経験を凝ぎょう縮しゅくしたかのような……」

（か、勘かん弁べんしてくれ……！）

　──よかった。自分だと言わなくて、本当によかった。

　それから滔とう々とうと語られそうになった『黒い鱗の竜神さま語録』を、即そく座ざに「今日はもう遅おそいから寝ねろ。すぐ寝ろ。今寝ろ」と遮りながら、オルフェンは自ら寝たふりでやりすごすことにした。

（まいった）

　どうする。

　オルフェンは、人間のようにずきずき痛む頭を抱えた。




　つくづく──見た目ばかりは繊細な、とんだ暴風娘を引き受けてしまったものである、……と。
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　翌朝。

（これからどうしよう）

　奥おく神しん殿でんの白い柱が照り返す暁ぎょう光こうと、山林の小鳥の声で目を覚ましたルーは、毛布を律りち儀ぎに畳たたみながらさっそく今後の身の振ふり方かたについて考え始めた。

　食べてもらえなかったからといって、何もせずにダラダラと生いけ贄にえ候こう補ほの地位に甘んじるわけにはいかない。

（助けていただいたばかりか、なんだかんだと奥神殿にまでお邪じゃ魔ましてしまった……。オルフェンさまのご厚こう意いに甘えっぱなしというか、お世話になってばかりだわ。ここは、あのかたが私を食べる気になるまで、きっちりお仕えして、できるだけお役に立つしかない）

　それで根気強く食欲を促うながし続ければ、ひょっとしたら彼も、お腹なかが空すいて、つまみ食いのひとつもしたくなるかもしれないし。

（よし。一いっ生しょう懸けん命めい働くわよ！）

　ルーは拳こぶしを小さく握にぎりしめた。

　そうと決まれば、着手すべきは家事の基本。お掃そう除じだ。

（まずはこの奥神殿、隅すみから隅までピッカピカにしてしまおう！）




　セゲーレ湖は、活発なエウリュディス火山のはたらきによりできあがった堰せき止とめ湖こで、周辺からは良質な白輝石ペンテリコンがたくさん採とれる。

　この奥神殿は、そうした輝石マルマロスや水すい晶しょう交まじりの花か崗こう岩がん、石せっ灰かい質しつの白石などを、大ぶりな柱や床ゆか材ざいに削けずり出して組み立てることで営いとなまれていた。

　ちなみに昨日ルーが、オルフェンに呼びかけるため力いっぱい叫さけんでいた正面の大おお門もんをくぐると、緩ゆるやかな山の斜しゃ面めんを這はいながら、広大な聖域が広がっている。

　オリーブや糸いと杉すぎといった木々の合間を縫ぬって、まるで廃はい墟きょのように点在し並ぶ白い石柱。草むした地面には、飛び飛びに敷しかれた四角い切きり石いし。

　良心的な言い方をすれば、とても解放的なつくりなのだ。

（えーと、オルフェンさまは……？）

　昨晩ルーが寝ね床どこにしていたのは、雨風をしのげるように、四方と上を隙すき間まなく石で囲んだ、宿しゅく泊はく用ようの小屋である。

　敷しき地ち内ないには竜りゅう神じんの加護で妖よう魔まこそ入れないが、狼おおかみや野犬などの獣けものが出ることもあるからと、眠ねむる前まで、オルフェンは一いっ緒しょにいてくれた。

　竜神という崇すう高こうなもの同士、もしかしてルーの大切な黒い鱗うろこの竜神さまとオルフェンさまがお知り合いだったら……と期待したものの、残念ながらそうではなかったらしい。

　床に揃そろえてあったサンダルを履はいて寝しん台だいを出、ひと晩のお礼を言おうと戸口をくぐると、彼の姿はすでになかった。

（ご用事があったのかな？　ま、いいか。……さて、お掃除お掃除、っと……あ、しまった。どうしたものかしら）

　雑ぞう巾きんもホウキもない。水みず桶おけだけは、かろうじてあるが。

（あ、そうだわ）

　──びりっ。

　ルーは、改めて着直した花はな嫁よめ衣い装しょうの、ずるずる引きずる長い裾すそを、ひざ下丈たけで景気よく破り取る。

　できあがった布切れを、折りたたんで雑巾に変えてみた。生贄用の包装の見み栄ばえは多少悪くなるが、彼はあまり衣装にも興味がなさそうだったので、そのぶん頑がん張ばって中身を美味おいしくなるように磨みがかせてもらおう。

　急ごしらえのお掃除道具で、とりあえずは一いち夜やの宿を借りた小屋を、きっちりぴかぴかに片づける。あまり広さはないのですぐに終わってしまった。

（あとは、木の枝を拾って、外そと掃ばき用のホウキも作りたいし……もうちょっと材料が要いるかも）

　それに、動いたらお腹も減ってきた。

　……オルフェンはどうだろうか。竜神も、人と同じ食事はとれるものやら。

　いつまでも小屋で無む為いに過ごすわけにもいかない。せっかくなので、ルーは周囲を散策してみることにした。
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　神域は、予想以上に広かった。

　そして、柱や敷石が点在しているだけなので、「ここ、本当に神殿の中？」と首を傾かしげたくなってくる。

　しかし、しばらく行くと山林の緑は少しまばらになり、ところどころ、果樹園や菜園、花はな園ぞのなどまで設けられている区画に出た。

　ただし手入れは久しくされていないのだろう、どこも一様に伸のび放ほう題だいになっている。サンダルの隙間から、青い草葉が素す足あしをつついた。

　花園では、咲さき初そめの春はる薔ば薇らが、紅あかや黄や薄うす紫むらさきや橙だいだいなど、とりどりに色を広げている。

　中でもいちばんの見どころは、青い花を一面に咲かせるネモフィラの群生。花の敷しき物ものを広げたというより、まるで青空が地面にもうひとつあるようだ。

　続けて、すぐ傍かたわらの果樹園に入ってみて、ルーは目を瞠みはる。

（あっ、オリーブだけじゃなくてブドウやリンゴの木もある。菜園のほうは……ハーブはもちろん、葉野菜も根菜もたくさん）

　ひょっとしたら、ここらは火山の地熱であたたかいから、作物もよく育つのかもしれない。ルーは思い立つと、近くにあった籠かごに、たわわに実っていた果物や野菜、ハーブなどを適てき宜ぎ摘つみ入れる。

（こっちは、何かの貯蔵庫？）

　さらに、白はく亜あに塗ぬられた石積みの納な屋やを発見したので、ためしに椎しい材ざいの扉とびらを開けてみる。

　穀物庫のようだ。

　少し古びてはいるが、麻あさ袋ぶくろに小麦がたくさん入っていた。石いし臼うすもあるから、たぶん粉が挽ひけるはず。

（調味料は塩くらいだけれど、手持ちのものがあるし。パン……焼いたら、オルフェンさま、召めし上あがってくださるかなあ……）

　ついでに、付け合わせに肉料理はいかがでしょうか。なんて。

　──生贄押し売りの誘さそい文句は、「要らん」で瞬しゅん殺さつの予感しかない。

　小麦の鮮せん度どを確かく認にんしながら、ルーが「うーん」と思案していると、ふと、すぐ後ろに何ものかの気配を感じた。

「!?」

　ぱっとルーは振り返かえる。

　そして、ぱちぱちと目をしばたたいた。




（あら……子ども？）




　いつの間に。

　思わず言葉を失ってしまう。

　納屋の入り口には、いつの間にか、十にもならないくらいの子どもが二人、にこにこと微笑ほほえみながら並んで立っていたのである。

（……なんてきれいな子たち）

　状じょう況きょうも忘れ、ついついルーは、ぽうっと見とれてしまった。

　どうにもこうにも美しい子どもたちだ。

　まずは、さらさらの銀ぎん髪ぱつを肩かたの上で切りそろえた子。

　金きん盞せん花か色いろのまなこは、ぱっちりと大きい。膝ひざ丈たけの白い一枚布の衣ころもを着け、古代ガラスの薄青いビーズを縫いつけた、黒くろ染ぞめの飾かざり帯おびを垂らしている。

　それから、癖くせのない黒くろ髪かみを伸ばして頭の両側で二つに結ゆわえた、闇やみ色いろの眼めをした子。こちらは、銀髪の子のものと同じ衣装に白い帯だ。

　どちらも、揃いの籐とうのサンダルを履き、このあたりで採れる白輝石のように、つややかで透すき通とおる肌はだをしている。

　おまけに二人は、髪かみ形がたや色の違ちがい以外は、顔かたちも体形も身長も、鏡に映したようにそっくりだった。

（双ふた子ご、かしら……でも、こんなところに子どもがどうして）
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　しばしルーは、声も出せずに彼らと見つめ合っていた。

　けれど、いつまでも黙だまりこくっているわけにもいかない。

「あの……」

　おそるおそる口火を切ったのはルーのほうだった。

　──が、その途と端たん、目の前の双子は、まったく同時にぱあっと顔を輝かがやかせ、お互たがいに手を取り合った。




「やっぱり嫁よめだよ、姉あねさま！」

「オルフェン様が、とうとう嫁をおとりになったわ、兄あにさま！」




　口々に叫ぶと、きゃっきゃと顔を見合わせてはしゃぐ彼らに、ルーはぽかんとする。

（兄さま姉さまって、どっちかは弟か妹なんじゃ……じゃなくて。え!?）

「よ、嫁ぇ!?」

　思わず叫ぶルーに、二人は同時に頷うなずいて口々に教えてくれた。

「はい。こちらの土地と神殿は、今はオルフェン様の庇ひ護ご下か」

「そちらにご婦人がいらっしゃるということは」

「これはもう、嫁ですよね」

「嫁でしかないですねー」

　双子は、息がぴったりどころか、まったく同じ声こわ音ねと調子とでさえずりながら、頷き合って微び笑しょうを交わしている。まるで、もともとは一人だったのが、二人に分ぶん裂れつしてしゃべっているようだ。

「長かったね、兄さま」

「もう無理かと思ったね、姉さま」

「あのおかた、朴ぼく念ねん仁じんだし」

「女あしらいドへたくそだし」

「無む駄だに目つき悪いし笑わないし」

（……えっと？）

　状況が摑つかめないなりに、何やら、オルフェンがてんでに罵ののしられているのは分かった。

　そして。

（こちらのお二人は、見た目は子どものようだけど、……もしかして、人間ではないのかしら？）

　口ぶりからすると、かなり無ぶ礼れい千せん万ばんではあるものの、どうもオルフェンにそば近く仕えているような印象がある。

　ルーが彼らの正体に思い至る前に、さっそく自じ己こ紹しょう介かいをされた。

「ぼくがアレン」

「あたしはカレン」

「ぼくたちはどちらも、オルフェン様にお仕えしながらお力を分けていただいて生きる、下位の竜神です」

「どうぞよろしくです、──朴念仁で無愛想で女あしらいのドへたくそなオルフェン様のもとに来てくださった、心優やさしく慈じ悲ひ深ぶかく寛かん大だいな心をお持ちのお嫁さま！」

　ちなみに、銀髪を肩かた上がみでぱつんと切りそろえたほうが少年で、アレン。

　長い黒髪を、紅い飾かざり紐ひもを使って高い位置で二ふたつ結ゆいにしているほうが少女で、カレン、とのこと。

「お名前をありがとうございます、アレンさま、カレンさま。私はカメレア神殿の見習い笛ふえ姫ひめ、ルーチェ・ルリジナと申します。以後お見知りおきください」

　胸に両手を当てて膝ひざを折り、こうべを垂れる聖女の挨あい拶さつをすると、彼らはまた目くばせし合ってからにっこり笑って「ルーチェ様！」と異い口く同どう音おんに呼びかけてくれた。様はいらないのに。

　きっと双そう方ほうとも、それなりに時を経た竜神なのだろう。が、見た目は完全に童子童女なので、微笑ましい気持ちになりつつ、「改めてよろしくお願いします」とルーが笑い返すと、

「嫁が笑った」

「すごい、無愛想なオルフェン様の嫁と思えない」

「女め神がみだ」

「聖女だ」

「聖女ではある」

「そんな聖女がなぜあの朴念仁の嫁に」

　と、ポンポン応おう酬しゅうが続く。まるで拍ひょう子しの速い音楽を聴きいているようで、ルーは目を白黒させる。

「あ、あの……オルフェンさまは、とてもお優しいかたとお見受けしております。それから私は、あのかたの花嫁なんて、だいそれたものではありません」

　とりあえず誤解を解こうとやんわり訂てい正せいを入れると、双子は揃って同じ方向にぐいんと首を傾げた。

「嫁は、嫁ではないのですか？」

「嫁でなかったらなんですか？」

　矢や継つぎ早ばやに詰つめ寄よられ、ルーは即そく座ざに堂々と胸を張った。

　断じて花嫁ではない。そう自分は。




「肉です」




「にく」

「……にく」

　双子はおうむ返しに呟つぶやいたあと、苦いものでも口に突つっ込こまれたような顔をして黙った。

（むしろ専用の肉候補？）

　とりあえず押しかけ生贄であり、かつ、自分から食べてくれるよう売り込みにいく種類の肉だ。調味料も携けい行こうしていく方式である。

（でも、オルフェンさまには、もう少し美お味いしそうにならないと私のことを食べていただけないとすると、ちょっと気がかりなのは……）

「えっと……カレンさま、アレンさま。もしよろしければ、オルフェンさまの食の好みを教えていただけますか？　朝食をお作りしようかと思うのですが、人間と同じものを召し上がられるのかも分からなくて」

　話題を変えがてら尋たずねてみると、「食べますよ！」と同時に返答があった。

「ルーチェ様はお料理もするんですか？」

「ぼくらも食べたいです！　香草を練り込んだパンがいいな」

「あたし、お魚を獲とってきていいです？」

「じゃあぼくは、卵を探してきます」

　またぞろ口々に要求が来たので、胸を撫なで下おろしつつもルーは「喜んで！」と笑顔で首しゅ肯こうを返した。

　　　　　　　　　　[image: ]

　厨ちゅう房ぼうや井戸は、小屋のすぐ近くにあった。

　火種は双子が竜りゅうの力を使って提供してくれたので、拾い集めてきた薪たきぎは、火起こしの手間をかけることなく橙だいだい色いろの焰ほのおに包まれる。

　石造りのかまどに洗った鍋なべをかけ、湯が沸わくのを待っている間に、石臼で挽いた小麦の粉を練る。水とともにオリーブ油、ローズマリーを練り込めば、アレンご所しょ望もうの、香草パン生き地じのできあがり。地熱のお蔭かげで、発はっ酵こうにそう時間はかからないだろう。

　カレンがどこからともなく大きなマスを獲とってきてくれたので、削った岩塩を軽く揉もみ込こんで、穫とりたての玉ねぎやニンジンやきのこ類と一緒に大きな葉でくるみ、蒸むし焼やきにする。

　アレン提供の卵は、そのまま鍋に割り入れて、刻みハーブと合わせた塩を振って目玉焼きにした。

（できた！）

　食器しょっき棚だなを見ると、青い釉うわ薬ぐすりで魚の図案を描えがいた白い陶とう器き皿ざらがあったので、ちょうどいいと拝はい借しゃくする。

「美味しそう」

「いいにおい」

　厨房は、他と同じく柱と屋根があるきりの開放的なつくりなので、すぐそばにある花崗岩の円えん卓たくと円まる椅い子すとを、朝食の席に選ぶことにする。

　なお、食事の支し度たくをしながら、ルーは双子たちに「オルフェンさまを呼んできてほしいです」とお願いしたが、「あのひとは、まあほっときましょう」「どっかにいるにはいるんで」「においにつられてそのうち来ます」「ですです」と揃って取り合ってくれなかった。

　従者というわりに、なかなかあるじの扱あつかいが雑である。仕方ない、少しだけ腹ごしらえをすませたら、料理を籠に詰めて探しにいくことにしよう。

　香草のパンをもちもちとほおばりながら、幸せそうに「美味しい……」と嘆たん息そくするアレンに、「竜神さまもごはんを食べるんですね」とルーが改めて感かん慨がい深ぶかく呟くと、今度はカレンから「なくても生きられはします！」と返答がある。

「むしろ、嗜し好こう品ひんに近いかもです。あたしたちも食事をするけれど、どちらかというと、たべものに宿ったヒトの心や情を食べているようなものなので」

　隣となりでうんうんと頷うなずいたアレンが、さらに明るくこんな補足を加えた。

「つまりぼくらにとって、同じものを食べるなら、生よりは調理済みのほうが有益ですし」

「死し骸がいを食はむよりは、生きながらにして喰くわれるモノの恐きょう怖ふや悲ひ哀あいのほうが、うんと力になりますね」

「ねー」

　立て続けに二人して、なかなか反応に困る話をさらりとはさまれた。

「……は、はあ……」

　可愛かわいい顔をして食事を口に運ぶ双子に、ルーは内心ちょっと怖こわくなる。もちろん、彼らが自分に危害を加えることはなさそうだけれど。

　ただ、言いい換かえればまさに「愛情が料理の決め手」になるということだ。

（勉強になるなあ）

　だがそうすると、昨日オルフェンが自分をかたくなに食べなかったのは、恐怖が足りなかったせいだろうか。もうちょっと「キャー食べられちゃう」などと怖がってみたら、美味しそうに見えるのかもしれない。

（……でも、そうしたらすぐ『そうかそれでは今すぐ大だい神しん殿でんに送ってやろう』って、強きょう制せい送そう還かんされる気がする。どうしよ、詰んだわ……）

「お二人は、普ふ段だんはセゲーレ湖のほうにいらっしゃるのですか？」

　結局「キャー怖い」作戦はしぶしぶ諦あきらめつつ、気持ちを切きり替かえがてら、ルーはなんとはなしに尋ねてみた。これに対し、アレンとカレンは顔を見合わせる。

「いえ、ぼくらはカメレアにはいないですよ。今日はたまたま、あのかたが慣れない内陸暮らしで孤こ独どく死しなんてしてたらイヤだなーって思って、様子見も兼かねて来ただけなのです。ね、姉さま」

「そうそう、あたしたち、いつもはオルフェン様の本来の所領におります。しっかりお留守を預からなきゃですから。ね、兄さま」

「慣れない内陸……？　本来の、所領……？」

（どういう意味？）

　ルーが思いっきり首を傾げると、双子はきょとんとした。

「あれ、ひょっとしてルーチェ様は聞いてなかったんですか？　ここはオルフェン様にとって仮の住まいですよ。ねえ、兄さま」

「本来暮らしていたのは、もっともーっと南に下った、あったかい海ぞいの土地です。海洋都市のテヴェライって、ご存じないです？　ねえ、姉さま」

　これを聞いて、ルーはいよいよビックリした。

「テヴェライ!?　とっても大きなまちですよね。私のもといた村がその近くでしたので、もちろん存じ上げては……でも、そうだったんですか!?」

　テヴェライは、大陸でも特に栄えている都市国家で、港はもちろん海中にまで、竜神を祀まつる奥神殿があることで知られている。

　まちは、長い年を経た、とても強大な竜神が加護しているとも聞いているが……。

「あの、不ぶ躾しつけな質問なのですけれど。だとすると……オルフェンさまがカメレアを守護されているのは、かりそめのことなのですか？」

　ふと覚えた疑問に、双子は揃って「そうですよ！」と頷いた。

「このエウリュディス火山に棲すんでいた火か竜りゅうどのが、あのかたの旧ふるい友なんです」

「で、その火竜どのってば、『ちょっと旅に出たいからカメレアを頼たのむ』とかなんとか言い残して、ほとんどオルフェン様に押しつけるように失しっ踪そうしてしまって」

「しょうがないから、かけもちで所領の面めん倒どうを見てる、って聞いてますよね」

「まったく、オルフェン様もヒトがよすぎる」

「火竜どのはムシがよすぎる」

　口々にぶうぶうと文句を垂れる双子によると、オルフェンは、比ひ較かく的てき安定している己おのれの地、テヴェライをこの双子に任せ、カメレアに棲すみ込こんでいる、という状況のようだ。

（そうだったのね。驚おどろいたわ……。でも、たしかに……失礼ながらオルフェンさまのご気き性しょうは、なんだかこれまで私の聞いてきたカメレアの火竜さまと、ずいぶん違うような気がするし……）

　古書に記されるカメレアの火竜は、時おり、心の赴おもむくまま人々を翻ほん弄ろうする。

　聖ルリジナによって、辛かろうじて危機を脱だっしたものの。──竜神が行方ゆくえ知しれずになったせいで、災さい厄やくが続き妖魔が跋ばっ扈こし、国こっ家か存そん亡ぼうの一歩手前まで行き着いた百年前のカメレア暗黒時代は、まさにその移り気な性質が招いたのだから。

　しかしルーの知る限り、オルフェンはきまじめで、慈悲深く、実直で、とても思いつきで加護を投げ出すようには見えない。結果としてオルフェンがいなければ、危あやうく百年ぶりの暗黒時代に再さい突とつ入にゅうするところだったのだという事実は、落ち着いて考えるだに、かなり恐おそろしいものがあるが……。

　なるほど……と納なっ得とくしかけ。そこでルーには、はたと思い至ることがあった。

（待って。それはそれで、とってもまずいのではないかしら？　だって、カメレア大神殿で、私たち聖女が朝な夕な祈いのりを捧ささげてきたあるじは……）

「あ、オルフェン様。食しょく卓たくお邪魔してまぁす」

「ごはんいただいてまぁす」

　不意に聞こえた双子の声で、考え事に没ぼっ頭とうしかけていたルーははっと顔を上げた。




「……カレン、アレン。用がすんだら早く帰れと言っただろう」




　気づけば、少し離はなれた場所に、褐かっ色しょくの肌をした青年が立っている。

「オルフェンさま！」

　思わずルーは呼びかけていた。相変わらず市し井せいの青年のようないでたちだが、朝日の下で見ても、やはり人にん間げん離ばなれして精せい悍かんで美しい。あるじの質問に、双子の従者たちは、口もとにつけた食べカスをぬぐいもせずに「今さっき来たばっかでぇす」と声を揃えた。

　いっぽうのルーは、慌あわてて椅子を立って挨拶をする。

「おはようございます。これからご朝食をお持ちしようと思っていたところでした。お腹なかが空すいてしまって……申し訳ございません。お仕えする竜神さまよりも先にいただく失礼を」

「構わん。まったく気にするな。で、小屋がやけに綺き麗れいになっているのは、もしかしなくともお前のしわざか？」

「はい。お掃除させていただきました。こちらの食事も、心を込こめてお作りしたものです！　が、お肉料理はないので、よろしければここにちょうどよく新しん鮮せんな肉が」

「調理済みの料理だけをくれ」

「……かしこまりました！」

　まだ肉に興味がないなら仕方がない。

　ルーは強しいて食い下がることはせず、円卓に着くオルフェンのもとに、新たに皿によそった朝食や匙さじを運ぶ。

　いずれ喰われる生贄の娘むすめが、喰う予定の竜神のもとに、せっせと手料理を運ぶ。ついでに同じ食卓を囲もうとしている。

　冷静に考えればなかなか奇き妙みょうな構図ではあるが、当のルーはまったく気にしていなかった。

　オルフェンはオルフェンで、律りち儀ぎに「わざわざすまんな」と礼を言ってから蒸し料理を口に運び、すぐに紅い目を見開く。

「……美味うまい」

「本当ですか！　ありがとうございます!!　いいマスをカレンさまが獲ってくださったお蔭です」

　なお、腸わたを抜ぬいて詰めたローズマリーと、レモンと岩塩が味の決め手である。味を褒ほめてもらえたルーは、嬉うれしくて思わず両りょう頰ほおを押さえてしまった。

「よろしければ、ご昼食やお夕飯もご用意していいですか？」

「と、いうことは。このまま居い座すわるつもりだな」

「はい。せめてオルフェンさまがこちらの奥神殿にご滞たい在ざいのあいだは、身の回りのお世話などさせていただきたいです。精せい一いっ杯ぱいご奉ほう仕しをさせていただきますから」

　改めてこうべを垂れて希こいねがうルーに、「やっぱり嫁だ！」「違いない」「世間ではそれを嫁と呼ぶ」とまたぞろ双子がしたり顔で騒さわぎ始はじめたが、オルフェンのひと睨にらみでぴたりと黙った。

　従者二人が静かになると、改めてオルフェンは少し戸と惑まどうような表情を見せる。

「……そう気き負おわなくてもいい。従者なんて、ろくな役に立たないそこの双子だけで今まで十分やってきたんだ。特に人手が必要なわけじゃない」

「あ、ひどいオルフェン様」

「そういうこと言うからモテないんですよ」

　暴言を受けて即座に双子が抗こう議ぎするが、またしてもオルフェンの鋭するどい眼光を受けて「きゃあ、こわい」「ひゃあ、陰いん険けん」と笑いながらすぐ口を閉じた。台詞せりふのわりになかなか楽しそうである。

　しかし、ルーはルーで、ちゃんと主張せねばならないことに必死だ。

「そうはおっしゃいますが、アレンさまもカレンさまも普段はこちらにおいでではないようですし、ご不便があってはいけません。何より……私だって、最終的にはきちんとこの身をお召めし上あがりいただかないとなりませんので！」

「途と中ちゅうまではともかく、結論がどうしてそうなる!?」

　ぎょっと目を剝むくオルフェンに、ルーは腕うでまくりした。

「カメレアの聖女として、竜神さまのお役に立つことは使命です。でも私には、見習い身分のまだまだ未熟な笛の音と、些さ少しょうの労働と、この身以外差し出せるものがありません」

「……あー、……まあ、それはそうなのだろうが……？　いや待て、何か丸め込まれている気が」

「僭せん越えつながらオルフェンさま、竜形は取られないのでしょうか。人のお姿ではちょっと生贄を召し上がるのはためらわれるかもしれませんが、本来ならたぶん、私なんてペロリですよ、ペロリ」

　そういえば彼が竜形であったのは、助けてもらった時のほんの一いっ瞬しゅんだけである。

　今となっては、「たかが肺はい腑ふから空気が全部抜けた程度であんな簡単に気絶してしまわず、じっくり見ておくんだった」と悔くいるばかりだが、後の祭りだ。

「……今は少し障さわりがあるだけだ」

　もっとも、彼にはふてくされたように視線を逸そらされてしまったので、竜形についての話はそこまでになる。

　それにルーには、どうしてもオルフェンに確かめておきたいことがあった。

「あの、オルフェンさま。先ほどアレンさまとカレンさまに伺うかがいました。オルフェンさまは、本来カメレアではなくテヴェライを守護されている竜神さまだと……」

「……ああ、違いない。だが、……お前たち、勝手にしゃべってくれるとはな」

　おそるおそるルーが尋ねると、オルフェンはため息交じりに同意がてら、双子をじろりと睨んだ。これにアレンとカレンは声を揃えて「あるじがお怒いかりだぁ」「怖い怖い」とふざけて手を取り合っている。

　しかし、答えを聞いたルーは、途端にさあっと蒼あおざめる。

「本当なのですね。であれば、……普段私どもカメレアの聖女一同が祈りを捧げておりますのは、もともとの竜神さまに対してで……」

「まあ、そうだな」

「ではオルフェンさまは、もしかしなくとも……こちらにいらしてから、実質的に飲まず食わずというか、……聖女の奏そう楽がくを一いっ切さい納おさめておられない？」

「まあ、…………そういうことになる、かな」

（た、たいへん……!!）

　歯切れの悪いオルフェンの答えに、ルーはいよいよ真っ青になった。

（私の笛では、このかたをほとんど癒いやせないのに……）

　昨晩ルーのした一度きりの演奏なんて、なんの腹の足しにもなっていないに違いない。なにせ、未熟すぎる見習い聖女の自分では、一人前に力を込めて横笛を奏かなでることすらできないのだから。もっともっと精進しておくのだったと、今ほど我わが身みの至らなさを悔やんだことはない。

　同時に、どうしてオルフェンが生贄を所望したのか理由もおのずと判明する。奏楽や祈りを受け取れないなら、別の手段で力の源を得るしかないためだろう、と。

「あの！　お願いですから私を今すぐお召し上がりください！　お手軽な栄養補給には聖女の血肉が効くはずです！」

「お、おてが……お前な、自分のことをそんなふうに言うものでは」

「お手軽でも手短でも即そく席せきごはんでもなんでも構いませんので、どうぞぜひに遠えん慮りょなく召し上がってくださいませ！」

「断る」

「そんなことをおっしゃっている場合ではないのでは!?　このままでは……何も召し上がらないままでは、オルフェンさまが飢うえ死じにしてしまいます!!」

「だから、断る。……喰わんと言ったら喰わん。それに俺は、たかだか数年ほど供く物もつがなかったからといってどうにかなるほど弱小な竜ではない。セゲーレ湖底で日々力を養ってもきた。別にそう焦あせるほど消しょう耗もうするものか」

「でも……」

　ルーは思わず目を伏ふせた。

（竜神さまは、いかにお強くあらせられても、奏楽も生贄もなしに生きられるのは、まさに数年ほどと聞いているのに……。オルフェンさまも、平気なはずがない……）

　今すぐルーを食べてくれれば、少しは助けになれるのに。

　やきもきするルーを、後ろで双子が「愛ですねえ」「愛の力は偉い大だいって言いますもんね」と囃はやしたて、またオルフェンに睨まれていた。

　しかし。




「承知しました。そういうことでしたら、私……がぜんやる気が湧わいてまいりました！　不ふ肖しょうこのルーチェ・ルリジナが、オルフェンさまの肉欲を発散するお手伝いをさせていただければと」




　いったん押し黙って考え事をしていたはずのルーが、突とつ如じょ握りこぶしでこんな宣言をしたので、場は沈ちん黙もくに包まれる。

「……たぶん勘かん違ちがいだろうから指し摘てきしておくが、肉欲というのは、肉を喰いたいと欲ほっする心のことじゃないからな？」

「オルフェンさま、何を当たり前な。もちろん、そんなこと知っ……そうなんですか!?」

「だと思った……」

　なぜかオルフェンには額を片手で覆おおわれてしまった。が、小さく咳せき払ばらいして勘違いを誤ご魔ま化かしたルーは、「なんにせよ私の意志は変わりませんので！」と胸を張ってみせた。

　なお、ここまでのやりとりに隣で聞き耳を立てていた双子が、

「あちゃー、めんどくさい感じにこじれてるね、姉さま」

「やっぱりオルフェン様の陰いん気きな奥おく手て気き質しつはそうそう治らないのね、兄さま」

　とボソボソ聞こえよがしにささやき合っていたが、視線での牽けん制せいだけでは耐たえきれなくなったらしいオルフェンの拳げん骨こつを同時に頭に受け、またまた黙り込んでしまった。
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　さて。

　食後、「やはり一刻も早く生贄の私をお召し上がりいただかねば」と、ますます喰え喰え秋しゅう波はを強めるルーをいなしつつ彼女と別れ──撒まいてきたとも言う──、奥神殿の石いし畳だたみを歩きながら、オルフェンはため息をついた。

（もう、六年前になるのか……）

　オルフェンがこのカメレアを訪おとずれたのは、他でもない、生贄に捧げられたルーを預けるためだった。

　なぜ、もののついでに救っただけの少女にそこまでして世話を焼いてやったかといえば。

　十歳だったルーとの出会いは、オルフェンにとっても、なかなか衝しょう撃げき的てきなものだったからだ。

　当時は名も知らない少女に過ぎなかったけれども──




「うわぁあん！」

　まず、水すい竜りゅうを追おい払はらった自分は、当然のことながら竜形をしていたのだが、助けられた少女は鎖くさりから解き放たれた瞬しゅん間かん、ボロボロと大おお粒つぶの涙なみだをこぼしながら自分の前ぜん肢しに縋すがりついてきたのである。

（!?　なっ……）

　やられたほうは動どう揺ようした。

　オルフェンは巨きょ大だいな黒竜だ。たかが肢あし一本でも、丸太どころか千年を経た大樹のような太さなので、当然、瘦やせた小娘の腕など回りきらない。

　だが、鱗の凹おう凸とつをとっかかりにどうにかしがみつくようにして、少女はぎゅうぎゅうと身を寄せてくる。

（ど、どうする）

　オルフェンのほうは、ひたすらおろおろうろたえてしまう。

　なにせ姿かたちも力のほども、大きくも恐ろしすぎて、今までおよそ、泣きわめく幼おさな子ごというものと対面したことなどなかった。子どもなんて、人間でもそれ以外でも、出くわした瞬間に気絶された記き憶おくしかない。

『お、おい。泣くな』

「うぇえ……ありがとぉ、ござ、ます……怖かったよぉ……ありがとごじゃ……」

　涙でぐちゃぐちゃになり、鼻がしらを真っ赤にした顔で、少女はオルフェンを見上げた。

　お礼と「怖かった」とを交こう互ごに繰くり返しながら、またぞろわんわん泣きだしてしまう。仕方なくオルフェンは、彼女が落ち着くまで、本格的に腰こしを据すえて待つことにした。

『いや……お前、よくこの俺を見て気を失わないな。せめて怯おびえるくらいはしてもいいようなものだが』

　やがて、小刻みにしゃくりあげながらもどうにか泣きやんだらしい少女に、半分呆あきれ返かえりつつ、オルフェンはそう漏もらしてしまった。

「怯える？」

　少女は、泣きはらした目を不思議そうにしばたたいている。

　やっとオルフェンの腕から身を離したものの、どこか心細いのか、彼女は己の鋭い爪つめの側面に、ぴったりと身を寄せてきていた。──やられるほうはどうも落ち着かない。わずかな身じろぎでも潰つぶしてしまいそうだ。

『いや……ふつう、俺のような姿のモノが助けたところで、より巨大な竜が獲え物ものを横取りに来た、とでも考えて、どのみち恐怖するのが普ふ通つうじゃないか？　そもそも俺がお前のことを食べるとは思わなかったのか』

　それがまさか、なんのためらいもなく抱だきついてくるとは。

「？　でもわたし、たべられてないですよ？」

『……結果論だろうそれは。喰っていたかもしれないぞ。いや、たとえば、これが俺でなければ、の話だ。もちろん俺はお前を喰わんが』

　いまいち理解していない少女にきょとんとされたので、オルフェンは呆れた。

「あ、そういえばそうですね！」

　今はじめて気づいたと言わんばかりに、少女はぽんと手を打った。

「えっと……でも、はじめから怖くはないです。たぶん、紅あかいおめめが、おやさしそうだったからです」

　うんうんと目をつぶって思案したのち、少女はそんな風に動じなかった理由を説明した。

（ますます意味が分からん）

　オルフェンは、お褒ほめを受けた目玉をギョロリと凶きょう悪あくに動かす。

『優しそう……か？　血の色だろう』

「だれでも、血がないと死んじゃうもん。いのちの色です」

　ためらいもなく、少女ははきはきと答えた。

「あと、この世ですてきなものはみんな赤いです。いちごでしょ、さくらんぼでしょ、太陽を浴びた赤茄子トマトでしょ」

『……食べ物ばかりだな？』

　思わずその紅い目もとをほころばせてしまったことは、果たして娘には伝わっただろうか。

　たぶん、これが〝絆ほだされた〟ということなのだろう。

　次のひと言がぽろりと口をついたのは、この風変わりな感性の子どもともう少し語らってみたいという興味のためだ。

『乗りかかった船だ。安全な場所まで送ってやる』

　爪で引っかけて背に乗せてやると、少女はそれだけでぐんと高くなる視界にびっくりしたようだ。きゃあきゃあと黄色い歓かん声せいを上げている。やはり肝きもが太い。

　オルフェンの『空を飛ぶから、俺の背から落ちないように、いっそたてがみで身体からだを結ゆわえておけ』というすすめに従い、少女は機き嫌げんよくふさふさの黒い毛に埋うもれていた。

　飛行中は状況についていけず緊きん張ちょうしていた彼女も、オルフェンが気晴らしにとくだらない話を語りかけてやると、こっくりこっくり舟ふねを漕こぎ始める。




　やがて、すっかり眠り込んだ少女を、エウリュディス火山の頂上近くに着いたオルフェンはそっと背から降ろした。

　それから人間に姿を変えると、改めて少女を抱かかえ上げ、勝手知ったる様子でとある洞どう窟くつに顔を出す。

「やあ兄弟きょうだい。久しぶりだねえ。海辺のテヴェライくんだりから、この内陸まではるばるようこそ。……ホントいきなりどうしたんだい、オルフェン？」

　そこで待ち構えていたのは、オルフェンにとっては、ほぼ唯ゆい一いつと言っていい旧友である。

　カメレアを加護する竜神であり、呼び名をトゥレラという。

　エウリュディス火山の煮にえたぎる岩がん漿しょうから生まれた火竜である彼は、ことさら人間の姿を好んでいた。

「なんにせよ元気そうでよかったよ。きみときたら、めっきり便たよりもよこさないもんだから。最近どうしてたんだい？」

　赤しゃく銅どう色いろの髪かみに、地中に秘められた焰えん色しょくの宝石と同じ色の瞳ひとみ。常どおり、優しげな雰ふん囲い気きの青年姿で出で迎むかえてくれた彼は、屈くっ託たくのない笑え顔がおで久しぶりに会うもの同士の雑談を振ってきかけ、そこでオルフェンの腕の中の少女に目を留とめた。

　そのまま、しばし沈黙される。

「……あれ。きみ、いつの間に幼よう女じょ趣しゅ味みになったのさ。やだなぁ知らなかったよ。オレきみと付き合いそこそこ長いけど、新たな一面を見ちゃっ」

「違う」

　早口で嫌いやな誤解を垂れ流されるのを、みなまで聞かずとっとと遮さえぎり、オルフェンは「俺の統治下そばの海べりで、見かけないどこぞの不届きな水竜に喰われそうになっていたから、気まぐれに助けた」と端たん的てきに事実を告げておいた。

「海辺のあたりは、いまだに〝喰い残し〟への偏へん見けんが強くてな……どこで元いた村の者に見つかるかも分からんし、俺の領には置けんのだ。内陸にある、お前の領に預けたい」

「ああ、なるほどね、そういう……。こぉんな、放っておいても逃にげられもしなさそうな小こ娘むすめを、わざわざ鎖で岩にねえ。ふぅん。それで情が移ったのかい、きみらしい。ふふ」

　焰色の眼を面おも白しろそうに細め、トゥレラは口笛を吹ふいた。

「しっかしホント人間ってのは、けったいなイキモノで面白いねえ。普段は、ちいさきものを慈いつくしめだのと、お上品な題だい目もくを唱となえては、犬いぬ猫ねこや小鳥まで愛めでるくせに。村が助かるためって大たい義ぎ名めい分ぶんの前では、同族のガキにすらどんな残ざん酷こくな仕打ちもできる。わりと好きだよ？　そういうところ」

「俺は嫌きらいだ。お前は悪あく趣しゅ味みだな」

　嫌な気持ちを隠かくしもせずにオルフェンが吐はき捨すてると、トゥレラはくつくつと喉のど奥おくを鳴らして笑った。

「オルフェンは素す直なおでよろしい。で？　このオレに預けるなら、カメレア神殿の聖女見習いってところが妥だ当とうだろうね。この子、どうも素質がありそうだ。美う味まそうなにおいがするもの」

「ああ。では、それで頼む。……喰うなよ？」

「喰わない喰わない。成長して立派な聖女になってくれたほうが、オレにとっちゃおいしい話だしねえ。ついでに、きみには貸しができる」

「分かった。借りでいい」

　首しゅ肯こうするオルフェンに、友は今度は呆れ顔になった。

「……もうホント、きみって底そこ抜ぬけに素直でおひとよしだね？　旧ふるなじみのよしみで忠告してやるけれど、いつか悪い奴やつに付け込まれるよ？」

「誰だれかに付け込まれるほど交友関係が広くないから気にする必要がない」

「あー……そうだったね」

　オレがほぼ唯一のオトモダチでしたぁ、などと半眼になりながら、トゥレラは眠ったままの小さなルーを受け取ってくれた。

「オレの肝きもいりで預けられた子だと神殿に分かると、あとあと妙みょうな角かどが立って、彼女のためにならなかったりするからね。神官長たるユスティルの血筋は、捨て子を粗そ略りゃくに扱ったりしないはずだけれど……念のため、護ご符ふ代がわりと身元の保証を兼ねて、きみの鱗を一枚くれ。それを土産みやげに、神殿前に置いてこよう」

　そう提案され、否いなやもないので、オルフェンは自らの黒い鱗のかけらを、旧友に一枚渡わたしておいた。

　あとは友がよしなにしてくれる。

　つまりはオルフェンの役割は、そこまでのはずだった。

　──が。




（……一度拾って助けたからには、最後まで面倒を見るのが筋だからな……）




　テヴェライ領に戻もどってからも、あの、うつらうつらと背中でまどろんでいた、弱々しい少女の面おも影かげが、どうにもまなうらから消えない。

　以降、事あるごとに旧友に顔を見せがてら、

「あの娘はどうなった？」

「あの〝喰い残し〟の子は元気か」

「結局何を司つかさどる聖女になったか知っているか。歌うた姫ひめか？　琴こと姫ひめか？」

　と何度も何度も何度もトゥレラに尋ね続けたオルフェンである。

「あー！　もー！　オルフェンうるっせえー！」

　当初こそやんわりと「きみは小こ舅じゅうとか何かかい？　そろそろウッザいよ。自分で見に行きなって」と聞き流していたトゥレラがついにブチ切れたのは、彼にルーを預けてからたった一年後のことだった。早い。

「いちいちいちいち〝なああの子どうなった〟〝あの子元気か〟〝あの子はどうしてる〟じゃねー！　聖女見習いの日常なんか逐ちく一いち知るわけないっての！　そんなに忘れられないなら、いっそきみがカメレア治めて近くで見守っとけばいいだろ!?　で、オレは旅に出るから！　じゃあね！」

　言うが早いか、トゥレラは滅めっ多たに取らない紅い竜の姿に変じると、とっとと火山を飛び立ってしまった。

　引き止める暇いとまもあらばこそ。

　旧友は、気さくだが気分屋でもあり、以前にも思いつきで土地を放り出してどこかに行ってしまった前科があるらしい。その時は、たぐいまれな笛の才を持つ聖女が彼を呼よび戻もどして事無きを得たが、もう百年も前のことだ。頼みの聖女も、とっくの昔に儚はかなくなっている。そして今回、そんなトゥレラの機嫌を損そこねてしまったのは、オルフェンの失態だ。

　こうして、オルフェンはなしくずしに、テヴェライとカメレアをかけもちで加護することになってしまったのである。たぶんほぼ全面的に自分が悪い。

（……親友に押しつけられたせいだ。別にあの娘が気になりすぎたわけではない）

　しかしここで、オルフェンはオルフェンで意固地になった。

　あの娘は、ほかでもない信しん頼らいする知ち己きトゥレラの神殿に預けられたのだ。きっと何不自由なく育てられ、幸せに暮らしていることだろう。

（そう、自分のことなど忘れて……）

　考えるだけで、ざわざわした。

　要するにオルフェンは、気まぐれで助けただけの小さな娘に心を摑まれ、彼女に忘れ去られることに怯える自分が認められなかったわけである。

　さりとて、理由もなくあっさり娘に会いに行くには、彼はいささか頭でっかちすぎた。まじめすぎて引ひっ込こみ思じ案あんな性格も手伝って、彼女と顔を合わせる口実などまったく思いつかないくせに、それができない理由のほうは無限に思いつくから始末に負えない。

（ダメだ、やはり会えない。それに、トゥレラも怒おこり飽あきればそのうちに戻ってくるだろう。あいつは多少自由すぎるところがあるが、俺が弱り切る前には、さすがにな……）

　突とっ発ぱつ的てきにいなくなってしまった親友について、当初は楽観視していたオルフェンである。

　しかし、一年経たっても二年経っても、トゥレラは戻ってこなかった。

（さすがに遅おそい……が……）

　竜神の加護が途と切ぎれた土地は、あっという間に妖魔に食くい荒あらされる。自分が原因になった手前、オルフェンとしては親友の不在を守らなければならない。

（まあ、あと少しだろう。そのうちに、きっと……）

　そもそも、竜と人とは時間の感覚が違いすぎる。

　そうして、オルフェンにとってはさほど長くもなく、ルーにとっては美しい娘に成長するだけの、六年という歳さい月げつが流れたわけだ。

　情けなさすぎて、ルーには口が裂さけても言えない話だった。

　そして、彼女の前で、かたくなに竜形を曝さらせないゆえんでもある。
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　──そういえば、六年前に彼女を送っていく時、初めての空そら旅たびにまごつく少女に、どんな話をしただろうか。

（あの時の子どもが……本当に、大きくなったものだ）

　この奥神殿にルーが居つくことになった、その晩。

　納屋にあったぶどう酒を片手に、月の昇のぼった空を眺ながめながら。

　菜園のそばにある花崗岩の円卓と円椅子で、ルーの奏でる横笛に耳を傾かたむけていたオルフェンは、ふと鳴りやんだ楽の音に眉まゆを上げた。

「ルー、どうかしたか？」

「いえ。空を見ていたら、なんとなく、あの黒い鱗の竜神さまのことを思い出しまして！　お背中に乗せて、飛んでいただいたんです。すごく高くて、ちょっと怖かったけれど。とっても綺麗だったんです、地上の景色が」

「あー……」

　たいへん嫌な予感がするので、さっさと話を切り上げればよかったのだが、ぎくりとした間にオルフェンは機を逸いっした。

「私が怯えていたからだと思うんですが、黒い鱗の竜神さまは、たくさんいろんなお話をして、気持ちを引き立ててくださって」

「そうか。さぞかしひどく頭の悪い、しょうもない話ばかりだったんだろうな」

「いいえ！　そんなことおっしゃらないでください！　というか、そのような誤解がなきよう、ぜひ聞いてくださいませ。とても興味深い内容だったんです」

「そうかなるほど分かったその話はまた今度」

「忘れもしません。黒い鱗の竜神さまが教えてくださったのは」

（……結局話すのか！）




「ぶどう酒と蒸じょう留りゅう酒しゅの、熱くも切ない壮そう大だいな恋こい物もの語がたりでした」




　──なんの情状じょう酌しゃく量りょうの余地もないほど、しょうもなかった。

「ゴフッ」

　危うく、奇き遇ぐうにも口に含ふくんでいた赤ぶどう酒が鼻に入りかけたオルフェンは、そっと動揺を隠したが。

「同じブドウから造られたぶどう酒と蒸留酒とは、醸じょう造ぞう前まえから愛し合ってきたのに、出しゅっ荷かの過程で引き裂かれ、別々の樽たるに入れられるんです」

　ルーの『黒い鱗の竜神さま語録』は止まらない。ひどく残念な方向に。

「いくたびも反はん芻すうしましたから、台詞せりふも一いち言ごん一いっ句く、忘れるわけがありません……。たしか、別わかれ際ぎわにふたりはこう言いい交かわすんです。『おお、ぶどう酒さま……どうしてあなたはぶどう酒なの。どうかその酒しゅ精せいをお捨てになって』『愛いとしい蒸留酒よ。ただひと言、僕を単なる水と呼んでくれ。さすれば僕は生まれ変わったも同然』……。樽の中で熟成しながら再会の時を願っていたふたりは、やがて同じ食卓に並ぶ盃さかずきに注がれることで相まみえますが、そこにはぶどう酒に横よこ恋れん慕ぼするお邪魔虫チーズの影かげが」

「もう殺せ！」

「!?　……そんな台詞はなかったと思いますけど。あっ、まだお話は終わってないんです。それで、黒い鱗の竜神さまがおっしゃることにはですね」

（頼むから死んでくれ過去の俺……!!）

　その後も、『黒い鱗の竜神さま語録』について饒じょう舌ぜつに語るルーに巻き込まれ、見た目は無表情無関心を貫つらぬきながら、オルフェンは内心でしばらく葛かっ藤とうと闘うはめになった。

　不思議だ。うちなのに帰りたい。まあ仮の住まいなのはさておき。

　しかし。

（なんだ？　居い心ごこ地ちが悪いのとはまた別に……妙な気分だ）

　背の痒かゆくなる思いでルーの話を聞きながら、オルフェンはふと気になった。

　現げん実じつ逃とう避ひ？　もちろん兼かねているとも。




（……苛いら々いらする）




　彼女が、〝黒い鱗の竜神さま〟を褒ほめちぎるたび。

　しょうもない作り話を、さも大切そうに微びに入いり細さいに入いり覚えていると分かったとたんに。

　なんとも言えぬ、焦しょう燥そう感かんにさいなまれた。

　しばらく顎あごに手を当てて、なぜなのか思案してみる。

「……」

　オルフェンは、複雑な思いのままルーを見た。

　楽しげに、嬉しげに『黒い鱗の竜神さま』の話をする彼女は、そのスミレ色の瞳をきらきらと輝かせ、頰ほおをほんのりと染めてすらいて。

　──それが彼女にとって、いかに心を占しめる重大なことなのか、言葉よりも雄ゆう弁べんに物語ってくる。

（それは、今の俺ではないのに）

　くだらない口からでまかせで彼女を慰なぐさめ、ただの思いつきでカメレアに連れていった。

　さほど誠意があるとも思えないたわむれを、彼女は後生大事に抱えていて。

　──なのに、今その目は、当の本人であるオルフェンを見ていない。

（挙げ句の果てが『私を肉として食べて』とは……なんというか）

　ルーは、まだほんの子どもだ。

　それどころか、長ちょう寿じゅを保たもつ自分にとっては、まばたきひとつに満たない時間しか生きられない存在なのに。

（だから、どうしたと……どうということもないと、片づければいいものを）

　ままならない。

　こんな気持ちはいつぶりだろう。

（俺もやきが回ったものだ……）

　ため息をつくオルフェンに、ルーはことんと首を傾げ、「ごめんなさい、一方的に。お疲つかれでしたら、もう一曲いかがですか」と銀色の横笛を示してみせる。無言で頷き返すと、彼女は微笑んで吹き口に薄い唇くちびるを当てた。

　──やがて再び、月光を溶とかしたような音ねが紡つむぎ出だされ。繊せん細さいに絡からまり連なりながら、夜の空に高く抜けていくのだった。
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　ルーが奥おく神しん殿でんに居つき、勝手にオルフェンの世話を始めてから、半月ほどが経過した。

　竜りゅう神じんさまの生いけ贄にえになるだけの話だったのに、なんだかいつの間にやら趣しゅ旨しが変わっていることには、ルー自身「どうしてだったかしら」と首を傾かしげざるを得えない。

　当然のことながら、カメレア神しん殿でんに「実はまだ無事です」と報しらせを出すわけにもいかないので──オルフェンが代理の竜神だと公おおやけになれば混乱は避さけられないし、何よりルーはこの期ごに及およんでしっかり彼に召めし上あがっていただく予定だからだ──きっと落ち込んでいるだろう姉聖女イリスの心情を思うと、やるせないものがある。

　なお、世話といっても、別にオルフェンが汚よごし屋やだったり大メシ喰ぐらいだったりするわけではまったくないので、日課となった神しん殿でんの掃そう除じをこまめにこなし、畑や納な屋やの管理をして、食事を作る。それだけだ。

　毎日の食材は、基本的に奥神殿近きん隣りんで間に合うし、魚や卵などの生なまものについては、「ごゆっくり、オルフェン様と嫁よめモドキ様！」「モドキが本物になったらいいですね、無愛想で陰いん気きで見た目が怖こわくて女あしらいが絶望的にへたくそなオルフェン様！」という捨すて台詞ぜりふを残して帰ってしまった双ふた子ごに代わり、オルフェンが調達してくれている。

　ちなみに花はな嫁よめ衣い装しょうの洗あらい替がえがないので、奥神殿まで乗ってきた輿こしの垂れ幕をほどいて、裾すその短い服に仕立ててみた。風ふ呂ろは神殿の敷しき地ち内に、質のいい温泉が湧わいている。さすが火山、すばらしい。

　そんなこんなでルーは、どうしてなかなか、快適な〝生贄候補〟生活を送っているのである。

　ちなみに本日の夕飯は、新しん鮮せんな赤茄子トマトを岩塩とオリーブの油で和あえたものと、根菜の煮に込こみにでもしようかと献こん立だてを考えていたが、あとになって、思わぬ食材をもらえた。




「きゃ……！」

　空が夕焼け色に染まる前。

　まだわずかに脚あしをひくつかせる野ウサギを持ち帰ったオルフェンを見て、ルーは思わず悲鳴を上げた。

　彼は紅あかい目を見開き、ぐったり力を失ったウサギを見下ろしながら、「ああ、そうか」と何かに納なっ得とくしたようだ。

「……夕飯の足しになればと思ったんだが。女子どもには、少し刺し激げきが強かったな」

「い、いえ……」

「すまん。……アレンやカレンにもよく言われるが、俺はどうにも、そのあたりの配はい慮りょが欠けているらしい。少しだけ時間をくれ、お前でも触さわれるようにさばくから」

　申し訳なさそうに視線を逸そらし、慌あわててウサギを引っ込めようとするオルフェンを、わずかにスミレ色の眼めを潤うるませて見上げつつ、ルーは声を震ふるわせる。

「そんなんじゃありません」

「違ちがうのか？」

「だって……ひどいです、オルフェンさま。私という生贄ものがありながら、……そんな、海のものとも山のものとも知れないどこぞの肉に、うつつを抜ぬかそうとでもいうのですか」

「…………。とりあえず山のものではあるだろうな」

「私ひとりのカラダでは満足できませんか」

「誤解を招く言い方をするな！」

「いえ冗じょう談だんです、ウサギ大好きです。ありがとうございます！　さっそく血抜きと解体してきますね！」

「ちぬき……かいたい……」

「はい！　イリス姉さまの狩かりにお伴ともすることが多かったので、こういうの、意外に得意なんです。どうぞお掛かけになってお待ちください」

「……ああ、頼たのむ」

　さっくりとウサギを受け取って頷うなずくと、なぜかオルフェンには微び妙みょうな顔をされた。

　彼は、血を見るのが苦手なのだろうか。だとすると、自分をさっさとお肉にしないのも、そのあたりが関係するのかもしれない。

（神殿の厨ちゅう房ぼうに私を潰つぶしてなんて頼んだら、いろんな意味で地じ獄ごく絵え図ずだしトラウマ案件だし。どうしようかしら……）

　斜ななめ上うえな悩なやみに眉まゆ根ねを寄せつつ、ウサギ肉を叩たたいてみじん切りの玉ねぎと和あえた肉団子にし、根菜の煮込みに加える。

（うん。我ながら上出来！）

　炒いためた月げっ桂けい樹じゅの葉が香り立つ、できたての煮込みを深皿にたっぷりとよそう。白パンもちょうど焼き上がったところだ。

　先に食しょく卓たくに着いて「女子どもだからって、血が苦手なんて勝手な思い込みはよくないな……うん……俺が悪いな……」と何やら額に手を当てて呟つぶやいているオルフェンのもとに、ルーは料理を運んだ。

「どうぞ。できれば本当は、ウサギではなく私を召し上がっていただきたいところなんですけれど」

「断る」

「遺い憾かんです」

　毎食恒こう例れいのやりとりである。

（でも、いい加減に『またか』じゃなくて進展させたいの……！）

　木の匙さじで煮込み料理を掬すくい、もくもくと咀そ嚼しゃくして「今日も美味うまい」と律りち義ぎに褒ほめてくれるオルフェンに、「ありがとうございます」とこれまた丁てい寧ねいに頭を下げつつ、ルーは単たん刀とう直ちょく入にゅうに尋たずねてみた。




「あの、そろそろ私のことも食べません？」

「今、そういう流れだったか!?」




　予想どおりの反応が返ってきた。

（やっぱりダメかぁ）

　がっくりと肩かたを落としつつ、ルーはスミレ色の大きな目をじっと瞠みはり、涙なみだをためてオルフェンを見た。

「やっぱりどうしても、私の希望を叶かなえていただけませんか……？」

「希望も何も……いい加減にしろ！　喰わんと言ったら喰わん！」

「人間に目玉や手足や肺や腎じん臓ぞうが二つずつあるのって、一つは生贄にするためだと思いません？」

「まったく思わない上に、真しん剣けんにぞっとしないからやめろ、そういうのは」

「たちの悪い冗談です。失礼いたしました」

「……冗談なんだな？」

「…………はい！」

「今の間はなんだ!?」

　このところ、こうした言い合いに発展するのが日にち常じょう茶さ飯はん事じになりつつある。

　当然、話は打ち止めだ。ルーはがっくりと肩を落とした。

「だって……そろそろ生贄として自じ信しん喪そう失しつしそうです。どうやったら、そのウサギみたいに召し上がっていただけますか？」

「……そんなわけの分からない自信はぜひ喪失してくれ。俺には、どうあってもお前を喰う予定はない」

「味の問題ではないんですよね？　ウサギにあって私にないものってなんでしょう」

　肉付きだろうか……と悩むものの、お肉の割合でいえば、小さなウサギよりはルーのほうが断然食いではあるはずなのに。

　しょんぼりするルーに、オルフェンは黙だまって眉み間けんを揉もむ。

「ウサギにあってお前にない……というより、お前はお前で、特に俺を必要としているわけではないだろう」

「はい？」

「……当の竜神である俺が生贄は要いらんと言っているんだ。諦あきらめてカメレア大神殿に戻もどったらどうだ？」

　その言葉に、ルーは俯うつむく。

　このカメレアを代理で加護するための糧かてとして生贄を望んだはずの彼が、どうして心変わりしてしまったかといえば。

「……私、美お味いしくなさそうですよね。存じ上げております」

　ひとえに、やってきたルーが、よほど不ま味ずそうだからに違いない。ならばこそ、ルーにはただ、一いち途ずに頼み込むしかできない。

「それでも私は、オルフェンさまに食べていただきたいんです。イリス姉さまを生贄にするわけにはまいりませんし、神殿を……カメレアを救いたいのです」

　ルーはまっすぐオルフェンを見つめて希こいねがった。この地に、再び百年前の混こん迷めいを招くわけにはいかないのだから。

　一度は、〝黒い鱗うろこの竜神さま〟に救われた命だ。

　ルーは本来なら、あそこで死んでいるはずだった。

　竜神さまに頂いた命を、竜神さまに還かえす。

　命の使いどころというものがあるとするなら、ルーに思いつくのはそれしかない。

　また、あの時の黒い鱗の竜神さまにもご恩返しができるというものだ。

「どうぞ、お願いいたします。オルフェンさま」

　ルーは我知らず、ぎゅっと服の胸むなもとを摑つかむ。その下にある、護ご符ふの鱗の感かん触しょくをたしかめるように。

　自分の進むべき道に迷ったとき、黒い鱗の竜神さまのくれたそれに縋すがるのは、ここ数年間のルーの癖くせだ。

（食べていただいて、このおかたの糧になる。それで、間ま違ちがいじゃないはずだから……）

　うん、と改めて頷き、鱗の感触にほっとするルーの様子を、オルフェンは目を眇すがめて見つめていたが。

「……よくもまあ、そんなことが言えるものだ」

　やがてため息をつくと、オルフェンは食べ終えた煮込みの皿を脇わきに寄せた。
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　やはり、どうにも苛いら立だたしい。

　──ルーと食事をしながら、オルフェンはままならない感情に悩まされていた。

　生来彼は、あまり心に波風の立たない性た質ちなのに。

　それが、ルーと一いっ緒しょにいると、どうにもいけない。彼女というつむじ風に翻ほん弄ろうされて、凪ないだり時化しけたり、忙いそがしくなる。

　理由がまた分からない。けれど、どうにも苛立つことが増えたのは、オルフェンにはあまり歓かん迎げいできない話だった。

（ルーが己おのれを喰えとすすめてくるのは、あくまで親しい姉聖女やこの土地のためで、……俺を見ているわけではない）

　だからどうした、という話なのだが。

　何よりも。

（この娘むすめが竜神に喰われることをそう恐おそれず、簡単に命を投げ出すようにしたのは、六年前の俺だ）

　考えなしの気まぐれで彼女を助け。

　そのまま、特に深い理由もなく親友に預けてしまった。

　以後、「旧知のトゥレラの神殿なのだから、きっと幸せにやっているはず」と勝手な思い込みで、直じかに様子を見に行きはしなかった。

　お蔭で、六年という、人間には長すぎる時間の中で。

　……彼女はたしかに幸せだったのだろう。満ち足りてもいたらしい。

　そして強い娘にも育ったようだ。怖がるだろうかとウサギを解体してやろうとしたら、「えっなんで？」と目の前でちゃっちゃと片づけられてしまったくらいだ。彼女の生活力を勝手に甘く見た自分を、オルフェンは居たたまれなく感じた。

　そうだ、彼女は強い。一人でも立派にやっていける。

　それはともすると、六年前の自分が彼女の心のよりどころだったためかもしれない。

　別にたいしたこともない自分の存在が、得体の知れない〝黒い鱗の竜神さま〟として神聖視され、崇すう拝はいすらされ、本当の自分を置き去りにして独ひとり歩あるきしている。




　──それは、オルフェンでありつつ、オルフェンではないのに。




　そして彼女は、〝竜神〟という大おお雑ざっ把ぱな括くくりを外れたところでは、絶対に自分を見ない。現にこうして話していても、彼女の関心は、たびたび首にかけた鱗の護符に向かう。

　ルーに他意などないことは分かっている。

　単に、命を救ってくれた〝黒い鱗の竜神さま〟に、母鳥を慕したう雛ひなのように懐なついているだけの話。

　それだけなのに。

　最初はむず痒がゆかったその事態が、今はどうにも、むかむかと腹が立って仕方がない。

（その鱗のかけらは俺のものだというのに。まるで、過去の思い出があるから、今の俺は必要ないと言われているような……。いや……）

　だから本当に、それがどうしたというのだ。

　首を振ふったところで、ルーは無む邪じゃ気きに続けた。

「でも本当に、オルフェンさまに召し上がっていただけたら、私はとても嬉うれしいです」

「……」

「だって、オルフェンさまの目はとてもきれいなザクロ色。この世のすてきなものは、みんな赤色です。とてもきれいな命の色。けれど、今は私のいちばん好きな色でもあるんです」

　──〝この世ですてきなものはみんな赤いです〟

　ああ、いやだ。

　その続きを聞きたくない。

　オルフェンの様子に頓とん着ちゃくなしに「ひょっとしたら、もう申し上げたかもしれませんが……」とルーは続けた。服の下に隠かくした、鱗の護符を愛いとしげに指先でなぞりながら。




「あの黒い鱗の竜神さまも、ちょうど、オルフェンさまみたいな赤い目をされていたもの」




　ぱりん。
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（──あ）

　気づけば手に持ったゴブレットを握にぎりつぶしていて、オルフェンは自らの行こう為いに驚おどろいた。

　ぼたぼたと、赤いぶどう酒が褐かっ色しょくの指のあいだを抜けて滴したたっていく。

「オルフェンさま！　大だい丈じょう夫ぶですか、お怪け我がは」

「いや、……するわけがない」

　ルーが慌てたように駆かけ寄よってくるのを、気づけばオルフェンはそっけなく振ふり払はらっていた。

「で、……でも、お召めし物ものも汚れたのでは」

「構わんと言っている」

　オルフェンがそんな冷れい淡たんなあしらいをするのがよほど珍めずらしかったのだろう。

　ルーのスミレ色の目が、動どう揺ように揺ゆれている。

「あの……申し訳ございません。私、何か失礼を」

　びくつき、怖おそれるようなまなざし。

　実際にルーが自分を恐こわがっているかどうかは分からない。けれど、今のオルフェンにはそのように見えた。

　ほかの人間には幾いく度どとなく向けられた、覚えのあるそのまなざしが。今は無む性しょうに、心を逆さか撫なでする。

「……気にしなくていい。お前に非はない」

　そっけなく世話を断ったが、とてもそうは思えないだろう声を出してしまった自覚はあった。

　案の定、ルーは食い下がってくる。

「でも、何かご気分に障さわることを私が言ってしまったのですよね？　たとえば黒い鱗の竜神さまの話ばかりお聞かせするから……」




「気にしなくていいと言っているだろう！」




　予想以上に大きな声が出てしまった。

　シン、と。

　沈ちん黙もくがその場を支配する。

　そのうちに──食卓の置かれた区画の木々が風に揺れ、葉ずれの音が、凍こおりついた空気を少しばかり搔かき混まぜてくれる。

「は、……い」

　青ざめ、おずおずと怯おびえたように声を震わせるルーに、オルフェンは「しくじった」と内心舌打ちしていた。

　こんな顔をさせたかったわけではない。

「いや、すまん……俺こそ、大声を」

「いいえ。竜神さまにお仕えする卑ひ賎せんな身で、差し出がましいまねをいたしました。申し訳ございませんでした」

　ルーは、オルフェンに向けてこうべを垂れてくる。

　白銀の髪かみが頰ほおにかかり、その表情はうかがえない。

　けれど、彼女の心が、あまり望ましくないほうに向かおうとしていることは、オルフェンも痛いほど感じていた。

（やらかした……）

　こんな子ども相手に。

　勝手に自分の感情を押しつけ、制せい御ぎょすらできず、苛立ちをぶつけてしまうとは。

　しかも、彼女と自分とは、圧あっ倒とう的てきに力も身分も立場も違うのに。

（俺は最低だ）

　もっと早くに頭を冷やせばよかった。

　オルフェンは眉み間けんを揉もみながら、内心、どこか硬かたいところに脳天でもぶつけたい気持ちでいっぱいだった。

　これはもう、彼女に嫌きらわれても仕方がない。
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（やらかしてしまったわ……）

　一方。

　気まずい空気のまま食事を終え、片づけをしながら、ルーはため息をついていた。

（それは、ご自分となんの関係もない竜神さまのことを一方的に聞かされたって、オルフェンさまはつまらないわよね）

　べらべらと飽あきもせず、ルーが『黒い鱗の竜神さま』の話ばかりするから。

　今まで、きっとオルフェンは我が慢まんしながら付き合ってくれていたのだろう。なんて優やさしいかただろうと思いつつ、改めて自分の未熟さに嫌いや気けがさす。

（カメレアを今現在治めてくださっている大たい恩おんある竜神さまに、自己満足のためにご迷めい惑わくをおかけするなんて……）

　一度悩み始めてしまうと、いつまでもオルフェンが自分を食べてくれないのも、こういう至らないところが目立つせいかもしれないとまで考えてしまう。

（どうしよう。お世話係としても、お前なんてもう要らないと言われたら）

　深みにはまった思考の先にある危き惧ぐに、すうっと顔から血の気が引く心ここ地ちがする。

　──受け入れられないこと。拒きょ絶ぜつされること。

　そして、置き去りにされること。

　基本的に前向きなルーではあるが、実はそれこそが、何よりも恐ろしいことだった。

　足を浸ひたす潮しおの冷たさや、胴どうに巻きつく鎖くさりの硬さを、じわじわと肌はだが思い出そうとするせいだ。

　けれどいちばん心を傷つけられたのは、生贄にされたこと自体ではない。あの時、身寄りのない自分が真っ先に犠ぎ牲せいとして選ばれることなんて、はなから分かっていた。故郷には育ててもらった恩義があるから。仕方ないと諦めて、覚かく悟ごしてもいた。

　でも、いざ助かったそのあとは──

（だめだめ！　後ろ向きになったからって、変な思い出にまで浸つからないの。いつまでも凹へこんでいるわけにはいかないんだから！）

　ぐずぐず立ち止まっていては事態は好転しない。

　ルーは、ぱちんと両手のひらで己の頰を打ち、「よし」と気合を入れた。至らないことがあったら、これから挽ばん回かいすればいいのだ。勝手に希望を失うな。

　ここは前向きに、何かオルフェンに迷惑をかけてしまったお詫わびをしなければ。




「オルフェンさまは、どんなものがお好きですか？　もちろん、肉でなくて構いません」

　どことなく居い心ごこ地ちが悪い食卓を共にしたはずのルーが、さっそくオルフェンのもとに赴おもむくと、彼は緋ひ色いろの目を瞠みはった。

　己の気分を害した小こ娘むすめが、この期に及んで目の前をうろつくなんて、不ふ愉ゆ快かいということだろうか。ますます申し訳なくなるが、ルーとて引き下がれない。

　──と。

「……よく顔を出そうと思ったな？　怖くないのか？」

　どうも、驚かせた理由は違ったらしい。

　オルフェンはしげしげとルーを見下ろし、呆れたように呟いた。

「？　オルフェンさまを怖がる？　私が？　どうしてですか？　お優しいかたですのに」

　よく分からなかったのでおうむ返しにすると、彼はますます不可解な表情を見せたのち、「もういい……」と顔を背そむけてしまう。尖とがった耳先がなぜか少し赤いので、ひょっとしたら具合が悪いのかもしれない。

（オルフェンさまが、怖いって……？）

　しかし、彼の言う「怖い」ということが「叱しかられてばつが悪い」の言い換えだとすると、ルーももちろん身に覚えがある。

「怖くはないですが申し訳なくはあります」

　ややあって、ルーは正直に告白した。

「お仕えすべき大切な竜神さまに、一方的に好き勝手な話をした挙げ句、ご気分を害してしまいました。どうにかしてお詫びをしたいです」

「気にしなくていい。……いや、悪いのは俺だ」

「オルフェンさまが悪いということはありません。竜りゅうと人とのかかわりで、竜神さまに非があることはないはずです」

「…………」

　すかさずルーが思ったことを言うと、オルフェンにはなぜか、ひどく苦いものを食べたような顔をされた。

「お詫びが叶かなうのであれば、なんでもします。お好きな食事やお菓か子しでも、奏楽の曲でも、なんでも」

　畳みかけるように続けると、この申し出に、オルフェンはしばらく黙り込んでしまった。

「では……」

　ややあって。

　彼は、重たげに口を開いた。

「風かぜ燕つばめの巣を使った菓子があれば」

「風燕の、巣？」

　聞いたことがない食材だったのでルーが首を傾げると、オルフェンはため息をついて手を振った。

「知らなければ忘れてくれ。要するに、そういうことだ」

「？」

（要するに……どういうこと？）

　考えても分からなかったので、そのまま「うーん」とうなっていると、オルフェンはそのまま背を向けてしまった。




（かぜつばめ、かぜつばめ……）

　まったく知らないかというと、そうでもなく。

　はて、どこかで聞いたことがあるような。

　オルフェンが立ち去ってしまってから、なおも考え続けていたルーは、はっとそこで思いついた。

（そうだわ、風燕！）

　まだカメレアに来る前に暮らしていた海辺の町で、時たま訪おとずれる行ぎょう商しょうが話していたではないか。

　エウリュディス火山群は峻しゅん険けんだ。

　断だん崖がい絶ぜっ壁ぺきも多いが、ことに切り立った大岩にばかり巣をかける、変わり者の燕つばめがいると。

　樹皮や果実の皮をはがして作られたその巣は、世にも珍しい鳥とり蜜みつで固められ、虹にじ色いろに輝かがやく飴あめ細ざい工くのような美しい高級食材になるらしい。

　そういえば、神殿の供く物もつとしても幾度か見かけたような。

（さすがオルフェンさま。竜神さまともなると、超一流のものがお好きなんだわ！　……あ、……でも）

　そう。

　風燕の巣がなぜ高級かといえば。

　数が少ないばかりでなく、採取がひどく難しいからだ。

　なにせ生息地は高所。それも、とりわけ険けわしいところにあるときた。

（どうしよう……）

　ぎゅっと胸もとの黒い鱗を握りしめ、ルーは途と方ほうに暮くれてしまった。
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（……大人おとなげないにもほどがあるな、俺は）

　一方。

　ルーと別れたあと、オルフェンは自らの態度を振り返って深い深いため息をついていた。

　何かできることはないか。そう尋ねるルーに、「横笛でひと節ふし頼む」とでも適当に申しつければ、気まずい空気などすぐ払ふっ拭しょくできたのだろうが。

　なぜか、己の心に折り合いをつけて、うまく収めることができなかった。

　自分のことを怖くない、ときっぱり告げてくれた彼女に、オルフェンははっきりと、自らの心が浮うき立たつのを感じた。

　ありていに言えば嬉しかった。

　だが、続けられた言葉は。

　──〝お仕えすべき大切な竜神さまに、一方的に好き勝手に話をした挙げ句、ご気分を害してしまいました。どうにかしてお詫びをしたいです〟

　──〝竜と人とのかかわりで、竜神さまに非があることはないはずです〟

　ルーには、まったく他意などないのだろう。

　けれど、線を引かれた、とオルフェンは受け取ってしまった。「竜と人は違う」という、当たり前すぎる事実を、改めて鼻先に突つきつけられた気がして。……再び苛立たしく、心が沈しずんだ。

　入手が難しい風燕の巣をわざと指定したのは、早い話が時じ間かん稼かせぎだった。

　神殿暮らしのルーに、高級な菓子に触れる機会がそうそうあるとも思えないし、おそらく風燕の巣がなんのことか、彼女には分かるまい。

　もし分かったとしても、まさか風燕の棲すむ岩がん峰ぼうに赴おもむくなんてことはできないはずだ。

（すまん、ルー。少しだけ気持ちに折り合いをつける時間をもらえればいいんだ）

　前まえ髪がみをぐしゃぐしゃ搔き回し「はぁ……俺は馬鹿か」と自分の大人げなさを恥はじる呻うめきを漏もらしつつ、オルフェンはまたぞろ息をつく。

　なお、完全な誤算だが。




　──ルーがすぐに風燕の巣のなんたるかに思い至ったとして、つゆほどのためらいもなくそれを採取に行く可能性について、オルフェンは考えてもみなかった。

　　　　　　　　　　[image: ]

「あった！　あれだわ」

　奥神殿の正門から出て、歩くこと一刻ほど。

　ルーは、白く陽光を照り返す切り立った崖がけを見上げ、ほうっとため息をついた。

（ここに来るまでに、木々の向こうに大きな崖が見えたから、ひょっとしたらと思ったけれど）

　蒼そう穹きゅうに向かって剣けんの如く突き出た山頂から、まるで無造作に抉えぐり取とったように、ほぼ垂すい直ちょくな岩いわ肌はだが見えている。

　ルーがいるのはエウリュディス火山の中腹ほどだが、それでもさらに見上げた崖は高い。つるりと白い輝石マルマロスの一枚板が、空まで届くのではと思うほど続いているのだ。

　表面を覆おおう植物といえばせいぜい小型の多年草くらいのもので、ところどころ、岩肌にしがみつくように這はっている松まつが、そこに吹ふく風の強さを示している。

（風燕は……？　あっ！）

　ふいに、岩肌に生むした草のひと叢むらが、きらりと輝いた気がした。

　目を凝こらすと、──果たして。

　虹色に輝く巣の中から、黒い小鳥がちょこんと顔を出している。

（あの巣は使用中だけど……お隣となりは）

　どうやら燕は、古巣のすぐそばに新しく巣を作り直していたらしい。

　飴細工のようなつやつやした巣が、今度は少しだけほころんだ様子で、崖の中ほどに見つけられた。

（狙ねらうならあれね）

　このために、手作りの籠かごまで背負ってきたのだ。

　よし、と腕うでまくりし、ひざ下で切り取った花はな嫁よめ衣い装しょうの裾を結ぶ。サンダルを紐ひもで固定すると、ルーは岩肌に取りついた。

　しかし。

　海辺の村にいたころも、崖登りなどほとんどしたことがない。聖せい女じょ修しゅ行ぎょうを始めてからも武術はさっぱりだし、器楽や祈いのりを習うばかりで、体を動かすようなことはせいぜい神殿の下働きていど。

「いたっ」

　さほども登っていないのに、あっという間にツルツル滑すべる岩に手も足も取られ、ルーは地べたにしりもちをついた。

　呆ぼう然ぜんと上を見上げる。

　目指す燕の巣は、天にも等しい位置に思われた。

（どうしよう……）

　途方に暮れたのは、一いっ瞬しゅんだけ。

「よし、まだまだ！」

　ルーはすばやく身を起こすと、さっそく岩肌に取りつき直した。

　依い然ぜん、太陽は中天にある。

（今日のおやつには、……間に合わなくても、夕食のお口直しに。なんとしても、風燕の巣のお菓子を召し上がっていただくんだから！）

　それでこそ、彼に働いてしまった無礼の償つぐないができるというもの。

　──という気持ちは、もちろんあるが。

　なにより。

（オルフェンさま、好きなものや食べたいものなんて、めったに私に教えてくださらないんだもの）

　何を用意しても「うまい」「ありがとう」と残さず食べてくれるが、彼が「あれがいい」とルーに注文したことは、一度もなかった。

　それはそれでありがたい、けれど。

（本当は、もっとちゃんと、お好きなものを作ってさしあげたい）

　風燕の巣が好きだと教えてもらった時、ルーはとても嬉しかった。

　生贄は断じて受け取らない、帰れと何度も繰くり返し、ルーに何も望んでこなかった彼が、はじめて、「あれがいい」と教えてくれたものだから。

（オルフェンさまは、ご自身の命を削けずってまで、カメレアを守ってくださっているのに）

　自分は、ガリガリの瘦やせっぽちで食べごたえもなければ、本当に彼が望んだはずのイリスですらない。なりすましの、役立たずの生贄候補だ。

　彼の前では前向きに明るくふるまいつつ、そんな後ろめたく気まずい思いが、ずっと胸の奥にしこりとなってこびりついていた。

　けれど、風燕の巣が好物だと教えてもらえて。

　ここに来てルーは、はじめて彼自じ身しんの一部を少しだけ、分けてもらえた気がした。

（絶対に採って帰るのよ！）

　なにせオルフェンは、ルーの前で滅めっ多たに笑わない。

　わずかに口もとを緩ゆるませることがあっても、すぐにまた常の仏ぶっ頂ちょう面づらに戻ってしまう。

　無理に笑ってほしいわけではないけれど。

　でも、彼の好きなものを作ったら──喜んだ顔くらい、見せていただけるだろうか。あわよくば、笑え顔がおだって。

　何度も何度も何度も挑ちょう戦せんするうちに、転がり落ちすぎて、剝むき出だしの白い手足は打ち身だらけ、青あざだらけになったが、ルーはまったくめげなかった。

「いたっ……」

　指先は岩肌を摑みすぎて擦すり切きれてしまい、赤い線が壁へき面めんに引かれることもあったが。

　それでもルーは諦めない。

　──やがて。

　白い岩は、一見つるりとしているが、わずかに日に焼けて赤茶けたところだけ、ざらついたデコボコがあることに気づいた。

（ここを渡っていけば！）

　腕まくりして、岩を摑み、慎しん重ちょうに上を目指していく。

　やがて、コツが分かってきたルーは、転がり落ちずに少しずつ上まで進めるようになってきた。

（うわぁ……）

　見下ろすと、もうかなりの高さがある。

　下は下で緩かん衝しょう材ざいになるものなどなく、岩のがれ場が続いているので、もし滑かつ落らくしたら命はない。オルフェンはひき肉料理は好きだろうか……と、きわどい疑問が頭をよぎった。

（下なんか見るんじゃなかった。いいえ、逆に覚悟が決まったと考えよう。前進あるのみってことね！）

　上に行けば行くほど風も強くなってきて、花嫁衣装の結んだ裾を揺らしていく。ごくりと唾つばを吞み、ルーは気合を入れてさらなる高みを目指した。

　そして。




「やった！」




　とうとう、ハイマツの木こ陰かげにある、風燕の古巣のもとまでたどり着き、大きく息を吐はき出した。

　籠の中に入れてきた小刀を取り出し、岩肌から慎重に巣を切り取る。

（きれい）

　手のひらの上で陽光を浴びて赤や緑に輝く巣を、ルーはまじまじと見つめた。

　神殿に納められた供物の飴細工なら見たことがあるけれど、これはそれより、もっとずっと美しい。果実の皮や樹皮が鳥蜜で重ねられて、まるで虹にじでできた大輪の薔ば薇らのようにも見える。

　しばらくほれぼれと巣をためつすがめつしていたが、太陽がしだいに陰かげり始はじめたことで、「しまった」とルーは我に返った。

　ずいぶんと時間がかかってしまった。早く帰らなければ、夕飯の支し度たくにすら間に合わなくなる。

（帰り……は岩を逆に伝うとして……）

　今いる場所はハイマツの足あし掛がかりがあるから安心できるけれど。

　さて、落ちずにどうやって下りればよいか……。

　できるかどうかよりやるしかないので、ルーは籠の中に慎重に巣をしまうと、改めて経路を確かく認にんしようとした。

　──が。

「え……？」

　そこで絶壁のすぐ下にある低てい木ぼく林りんが少し動いた気がして、ルーは首を傾げた。

（今、下の茂しげみに何かいたような……気のせい？）

　ぞろ、と生ぬるい空気が頰を撫なでる。

　気づけば、あれほど髪を巻き上げていた風が、ぴたりとやんでいる。

　ふいに。

　カサ、と見下ろした位置の小枝が揺れ、ルーは目を瞠った。

（あれは……）

　茂みからはみ出したその黒い色を、はじめは動物か何かの影かげかと思った。

　しかし。

　地べたに広がり、こちらへとぞろりと這はってきたそれを見て、ルーの背筋が粟あわ立だつ。




「よ、妖よう魔ま……！」




　最下級の竜で、言語を解さず、奏楽も好まず。

　ただ他者の血肉のみを啜すすって生きるその存在を、竜も人も、厭いといそう呼ぶ。

（影えい竜りゅうの亜あ種しゅみたいに見えるけれど……）

　なぜ、こんなところに妖魔が。

　疑問がよぎるが、エウリュディス火山群は広い。

　市街や奥神殿のそばなら竜神の加護を怖れて襲おそってこない妖魔も、少し外れた場所なら入り込むことができる。

（どうしよう。あ、……でもまだ私に気づいてはいない……？）

　そっと崖上に逃にげることも思いついたが、すばやく登りきるにはまだまだ距きょ離りがある。おまけに、平べったい巨きょ大だいなトカゲのような漆しっ黒こくの体に、無数の細い足をくっつけた、その妖魔の異様さに怯ひるんでしまう。

　影竜の妖魔には目玉がついていないらしく、しばらくふんふんとあたりのにおいを嗅かいでは、何かを探しているように見えた。

（ひょっとして、……私のことを）

　相手の大きさは、立派な牡お牛うしほどもある。

　見つかれば逃げ切れるわけがないし、そもそも人の身では妖魔を祓はらうことはできない。やりすごすしかない。

　息をひそめ、崖に身を押しつけたところで、足場の岩が急にぼろりと崩くずれた。

「きゃあ！」

　思わず手近な出っぱりにしがみつき、転がり落ちるのはまぬがれたが。

（しまった）

　慌てて、眼下の妖魔を確認する。

　ぴたりと嗅ぎ回るのをやめた妖魔は──次の瞬しゅん間かん、黒い身体からだいっぱいに、血走った眼球をぎょろりと開かせた。

「ひっ」

　そのまま、悲鳴も上げられず固まるルーに向け、無数の足をうごめかせてものすごい速さで移動すると、岩肌にべたりと張りついた。

　妖魔はそのまま、ずる、ずる、と体を引きずり上げるように、こちらに向かってくる。長い尾おが這った跡あとに、どす黒い粘ねん液えきのようなものが残り、嫌けん悪お感かんをあおった。

「こ、来ないで」

　がちがちと合わない奥おく歯ばを嚙みしめながらルーは拒絶を示したが、当然のことながら、妖魔が聞き入れる様子はない。

　一歩、また一歩。

　妖魔はこちらに向けて近づいてくる。

（どうしよう、どうしよう、どうしよう……！）

　上に向けて逃げようにも、適当な足掛かりはない。さりとて、戻る先には妖魔が待ち構え、こちらを目指してじりじり距離を詰つめてくる。

　このままでは。

（オルフェンさまに風燕の巣を届けられないどころか……）

　この、得体の知れないばけものに喰われてしまう。

　──この時はじめて、ルーは死への激しい怖れを抱いだいた。

　オルフェンに対しては、いっさい覚えなかったそれは、気づいたとたん冷たい手のひらで心臓をひんやりと押し包んでくる。

　オルフェンのための生贄になれずに、無む駄だ死じにするなんて。

　そんなのはごめんだ。




「来ないでったら！　私はオルフェンさまのお肉なんだから！」




　もう少しで、妖魔の脚が一本、こちらに届く。

　ルーは夢中で籠を抱かかえ直なおすと、巣を削るために持ってきた小刀を、むちゃくちゃに振り回した。

　その瞬間。

　ひときわ強く風が吹き、ルーの身体はふっと奇き妙みょうな浮ふ遊ゆう感かんに包まれる。

「あ」

　風に乱された己のしろがねの髪が青空に舞まう様子が、やけにくっきりと目に映る。ひどい耳鳴りで世界中の音が遠のく。

　けれど。

　はっきりと明めい瞭りょうに、ひとつの呼び声が耳に届いた。




「ルー！」




　衝しょう撃げきとともに、力強い腕に抱だきとめられ、ルーは息を詰まらせた。

　おそるおそる目を開くと、まず視界に入ったのは、よく日に焼けた褐色の肌。

　──助けに来てくださった。

「お、オルフェンさま……」

　小声で名を呼び、その顔を見上げると、彼は緋色の眼にあからさまな安あん堵どを滲にじませた。

「よかった、ルー……無事で」

　そのまま、ぎゅっと抱きしめられ、ルーは目を白黒させる。

「申し訳ございません、ご迷惑をおかけするつもりは」

「謝罪も説教もあとだ」

　地上でルーを受けとめてくれたらしい彼は、今や崖の真ん中にへばりついてこちらを見下ろす黒い妖魔を睨にらみ据すえた。

　妖魔のほうは、まずい相手に見つかったと悟さとったらしく、慌てて崖を這い上がり始める。

「誰だれが逃がすか」

　呟いたオルフェンは、ルーをそっと地に下ろす。それから人の姿を解きもせず、手をバキリと鳴らして爪つめだけ鋭するどく変異させると、岩肌に足をかけた。

　そこからは、電でん光こう石せっ火かのごとき速さで片かたがついた。

　わずかな足掛かりだけであっという間に崖を駆け上がったオルフェンは、次の瞬間には、断だん末まつ魔まを上げる暇いとますら与あたえず、漆黒の妖魔を微み塵じんに刻んでいた。
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　奥神殿のどこにもルーの気配がないと分かった時、オルフェンは文字通り肝きもを冷やした。

（まさか……本当に、風燕の巣を採とりにいったのか!?）

　このあたりで風燕が営えい巣そうしているところは、かなり上がった先にある絶壁しかない。

　予想が外れていてくれと願いつつ駆けつけると、果たしてルーは崖をよじ登っているどころか、中ほどで妖魔に襲われていた。

　ぎょっとする間もなく、突とっ風ぷうにあおられてその小さな身体が吹き飛ばされた時は、我ながらよく平静に対処できたものだと思う。

　彼女さえ助ければ、たかが妖魔になど、後おくれを取るわけもない。影竜を瞬しゅん殺さつしたオルフェンの関心事は、ルーただひとりだった。

「お転てん婆ばが過ぎるだろう……！」

　地上で祈るように両手を組んでこちらを見守っていた彼女のもとに駆け戻ると、その身体を強く抱きしめ、しろがね色の髪に鼻先をうずめる。ミルク色の首筋に額をつけると、とくとくと拍はく動どうを感じ、彼女を喪うしなわずにすんだことを実感できた。

　一方、おとなしく抱きしめられていたルーが、もぞもぞと身じろぎしたので、オルフェンははっと身を離はなした。

「す、すまん」

「い、いえ」

　耳が熱を持っているのが自分でも分かる。

（ええい、何をたじろいでいるんだ俺は。こんな子ども相手に）

　ままならない心しん拍ぱくに苛いら立だち、とっさにルーから顔を背そむけたオルフェンは、手すさびに銀ぎん髪ぱつを搔かき上あげたルーも、その頰を薄うす紅べに色いろに染めていたことには気づかなかった。

　しかし、気を取り直したらしいルーがおずおずと口にした言葉に、思わず目が点になる。

「たいへんご迷惑をおかけしてしまい、申し訳ございません……おやつの時間にも間に合わなくて」

「おやつ」

「はい、おやつ」

　背負っていた籠から、ルーが飴あめ色いろに輝く風燕の巣をごそごそと取り出したことで、オルフェンはますます頭を抱えてしまう。

「よかったぁ。壊こわれてなかった。もう日暮れ近くなので、本日のお夕飯のお口直しに、こちらを使ったおいしいお菓子をご用意しますね」

　ほわほわと笑うルーは、よく見れば腕やら足が擦り傷きずや打ち身だらけだ。

　細くて白い手も、傷がいっぱいで血が滲んでいる。

　けれど、自分の怪我など知ったふうでもなく、にこにこと微笑ほほえんで、嬉しそうに〝オルフェン所望の〟風燕の巣を掲かかげている。

　オルフェンはもう、なんとも言い表せない感情が胸むねの奥からこみあげて、たまらなくなってしまった。

「そんなことはどうでもいい！」

　思わず衝しょう動どう的てきに怒ど鳴なりつけたオルフェンの前で、スミレ色の眼が大きく瞠られる。

「なぜ自分を大事にしない！　こんな、俺の加護の届かないところまでひとりで来て、挙げ句に崖登りだと。死んだらどうするつもりだ」

「も、申し訳ございません……ご迷惑をおかけしてしまって」

「迷惑がどうという話ではない！」

　おずおず謝るルーに、「ああもう」と前髪を搔き回し、オルフェンは続ける。




「お前は、俺の生贄ではないのか！」




「え……」

　こぼれそうに目を見開いたままのルーを、オルフェンは苛いら々いらしながら叱りつける。

「もう少しで、あの影竜の餌え食じきになるところだったんだぞ！　曲がりなりにも俺の生贄になりたいと言うなら、最後まで言葉に責任を持ってそれを全うしろ！」

「！　それって、とうとう私を食べてくださるということですか!?」

「いや喰わん」

「え……？　あの……つまり、どういうことでしょうか」

「あー……だから……とにかく！　それとこれとは別問題だ！　生贄なら生贄らしく身を慎つつしんで安全でいろ、いいな」

「は、はい」

　我ながら横暴にして支し離り滅めつ裂れつな言い分の自覚はあった。現にルーは、いちおう同意しつつもきょとんとスミレ色の眼をしばたたいている。

（……とはいうものの）

　だんだん頭の冷えてきたオルフェンは、改めて深呼吸すると、己の言動を顧かえりみる。

「いや、……俺にお前を責める資格などないな。悪かった。もとはといえば、俺がお前に風燕の巣が食べたいなどと言ったから」

「そんな。オルフェンさまが謝られることなんてひとつも」

　慌てて首を振るルーに、オルフェンは「いいや」とかぶりを振る。

「あれは……時間稼ぎのでまかせだったんだ。風燕の巣と言っておけば、お前はそれを手に入れる方法に気を取られてくれるだろう。まさか自分で崖登りに行くなど、考えてもみなかった俺の落ち度だ。……すまない」

「……時間稼ぎ」

　茫ぼう洋ようとしたまなざしで繰り返すルーの声こわ音ねが、どこか低い気がして。

　オルフェンは改めて、その顔を覗のぞき込む。

　すると。

「うっ……」

　スミレ色の眼がみるみる潤うるんで盛り上がり、ルーはたちまち大おお粒つぶの涙をこぼした。

　ぎくりとしたのはオルフェンだ。

「す、すまん！　そこまで苦労させたのに、俺は」

「ふえ……うぇえん！」

　ひたすらうろたえるオルフェンの前で、ぐしゃぐしゃと顔を歪ゆがめ、ルーはとうとう大声をあげて泣き出してしまった。

（また……やらかした……）

　オルフェンとしてはもう、自分の間の悪さと言葉の下手さ加減に、舌打ちのひとつもしたい気持ちでいっぱいだった。今すると、確実にルーを怯えさせるだけなのでしないが。

　そのまましゃくりあげ、両手でぐしぐしと目をこすりながら泣き続けるルーの背を、おっかなびっくり撫でながら。

「悪かった、本当に……」

　弱り切った声でオルフェンが謝ると、ルーはふるふる首を振った。




「……風燕の巣を召し上がっても、オルフェンさまの喜ぶお顔は拝見できないのですか？」




　やがて湿しめった声で告げられた言葉に、今度はオルフェンが目を瞠る番だった。

「俺の、喜んだ顔……？」

「……はい。いつも、あまり笑顔を見せてくださいませんし……お好きな食べものを尋ねても、なんでもいいとおっしゃるばかりで。風燕の巣を召し上がったら、喜んでくださるかなって思ったんです」

　ぽそぽそと報告したあと、「だからオルフェンさまは悪くないです」と言い張るルーに、オルフェンは、言葉を失ってしまった。

（俺のために）

　それも、喜んだ顔を見るためだけに。

　こんなところまで、──こんな傷だらけになってまで。彼女は。

「風燕は好きだ」

　やがて、オルフェンが静かに告げると、ルーはぱちぱちと目をしばたたいた。

「？　でもさっき、風燕の巣が好きだというのは、時間稼ぎのでまかせだと」

「いや、……でまかせだったが、今好きになった」

　ルーが手のひらで包んでいる風燕の巣に手を伸のばし、ぱきりとひとかけ折り取ると、口に運ぶ。

　果か汁じゅうや蜜を、うんと煮詰めて作った飴のようなそれは、今までにも食べたことはあったが。ルーが自分のために取ってきてくれたものだと思うと、何にも代えがたく、こんな美味いものが世に存在するのかと感じ入った。

「うん、うまい」

　自然と、笑えみがこぼれる。

　ぎこちない笑顔で告げるオルフェンに、ルーはいよいよあっけに取られたようにポカンと口を大きく開けてしまう。

「オルフェンさま。笑った！」

「え」

「……嬉しい。ありがとうございます」

　手のひらに大事に風燕の巣を抱えたまま。

　頰を濡ぬらしていた彼女が、さも幸せそうにほわほわと笑うものだから。

「……っ！」

（このあたたかくも狂くるおしいものは、なんだ？）

　心臓をぎゅうっと強く摑まれたような、甘くも苦しい気持ちに戸と惑まどいつつ、オルフェンは泳がせた視線を誤魔化すように、巣をもうひとかけ口に運んだ。
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「あのな。巣はありがたかったが……二度とあんな無茶はするな。それから、どこかに行く時はちゃんと俺を呼ぶこと」

「はい」

　奥神殿に戻ったあと。

　小屋の籐とう椅い子すで、ひざ詰づめでこってりとオルフェンに絞しぼられたルーである。

（返す言葉もない……）

　反省して萎しおれているところを、ぽんぽんと大きなあたたかい手に頭を撫でられて、顔を上げる。

「それから、……泣かれるのは困ったが、本音を教えてもらえるのは悪くない」

「は、……い」

「たぶん、言葉が足りなさすぎたんだな、俺は」

　首筋をがりがりと搔いたのち、「俺はお前と種族が違うから」とオルフェンは前置いた。

「生きられる年数も違う。仕える聖女と仕えられる竜神で立場も違う。そもそもイキモノとして別種なのだから、分かり合えるほうが難しいと思っていたわけだが」

「……？」

「よく考えたらそうでもなかった。俺は、このカメレアではかりそめの竜神だと、……聞いていたはずだったな」

「はい」

　ルーがこっくり頷くと、オルフェンは一度言葉を切る。

「では、……俺とお前は、その点は揃そろいなわけだ」

「そろい？」

「俺もなりすましの竜神だ、ということだ」

「あ」

　ルーも、たしかにイリスの代わりにやってきたなりすましの生贄だ。オルフェンは、きっとそのことを言っている。

　察すると、慌ててルーは首を振る。

「いえ！　そんなことは。だってオルフェンさまのお蔭で、この地はつつがなく護まもられてきたのです。ご自身をなりすましだなどとおっしゃるのは」

「それならなおさらだ。……実態がなりすましだろうと、俺はお前が来てくれて、その、……助かっているし、楽しい」

「！」

　ゆっくりと言葉を選ぶように告げられた言葉に、ルーの心臓は、どきりと大きく跳はねる。

（楽しいって。オルフェンさまが。私がいることが助かっていて、楽しいって！）

　そうすると、彼の言ってくれた『おそろい』が、急にとても素す敵てきで、何にも代えがたいことのように思えてくる。

　──オルフェンさまとおそろい。

　ずっと、自分はイリスではないという、どこかで生贄として気まずくも申し訳ない思いを残していたはずなのに。彼のひと言で、魔ま法ほうのように溶とけ去さってしまう。

（オルフェンさまはすごい）

　ルーはため息をついた。

（私の不安やわだかまりを、あっという間にどこかに押し流してくださるのだもの）

　ここにいることを、ただ許されているだけではなく。

　一つも二つも階段を飛ばした、その上の幸せを、惜おしげもなく与えてくれる。本当に、彼は、……すごい。

　けれど、オルフェンは続けて、こんなことを告白した。

「俺はどうにも、お前に〝竜神だから〟と一線を引かれるのがあまり嬉しくないらしい。そう言いつつも、お前が喰え喰えと遠えん慮りょなく生贄の押し売りをしてくるのは、……そう悪くない。……別に断じて喰う気はないが」

　だから、ちゃんと俺を見て、言いたいことがあれば思ったとおりに教えてほしい。

　オルフェンにそう言われ、「そんな、竜神さまにご無礼を働くわけには……」ととっさに返しそうになったルーだが。

（そういうのが嬉しくないってことだわ。……オルフェンさまの本当の心のうちを分けてほしいって、私こそ思っていたんじゃない）

　ふと、言いかけた言葉を吞み込んだ。

（このかたは、私の願いを聞いてくださった。私だってそれに、真しん摯しに応こたえたい）

　竜神だから、聖女だからではなく。

　オルフェンとルーチェとして、向き合っていけたらと。

　彼は、そう望んでくれている。

「私が、オルフェンさまとおそろいだから？」

「ああ。そうだ。あー……おそろいだからだ」

　おそろい、という単語が気き恥はずかしいのか首の後ろを搔くオルフェンが、とても近しく感じられて。それが、やっぱり嬉しくて。

　思わず、「ふふ」とルーは口もとに手を当ててしまった。

「えっと、それでは……オルフェンさまのお好きなものやそうでないもの、ちゃんと教えてほしいです」

「ああ」

「それと、なんでもおいしいって召し上がってくださるのは嬉しいけれど、噓うそをつくのはやめてほしいです」

「俺は噓なんてついていないが」

「それがもう噓です。前に、胡瓜きゅうりのお料理をお出しした時、あからさまにものすごくゆっくり嚙かんで召し上がって。飲み込むまでうんと時間もかかるのに、お嫌いでしたかって尋ねたら『いや、嫌いじゃない』とおっしゃるの、逆に傷つきます」

「……お前、よく見て……いや、悪かった……」

「いえ」

　うんとばつが悪そうな顔をするオルフェンに、ルーは今度こそ噴ふき出だしてしまった。

「オルフェンさまはお優しすぎるんです」

　やがてルーは、ふとそんなことを口に出していた。

（ちゃんと聖女の奏楽を受け取れるテヴェライを離れて、異い郷きょうのカメレアを守ってくださっていることもそう。何も見返りを求めずに、このかたは）

　優しくて、ただ優しくて。つい誰かに手を差さし伸のべてしまうから──。

　その相手に、さかしまに優しさをむしられて、あまつさえもっとよこせと搾さく取しゅされても、当然のように受け入れてしまう。

（私はもっと、オルフェンさまに欲張りになっていただきたいんだわ）

　ちゃんと望んでほしい。

　ちゃんと求めてほしい。

（だって私は、せめて……私だけでも。そんなあなたのお役に立ちたい……）

　──なぜならルーは、オルフェンの、オルフェンのためだけの生贄なのだから。

「聞いてくださって嬉しいしですし、教えてくださって嬉しいです。このまま……」

　──知っていきたい。

　この地を守る竜神ではなく。〝オルフェンさま〟のことを。

　自然とそんな風に考えている自分に気づき、ルーははっとした。

（？　私……）

　不ふ遜そんかもしれないという惧おそれは、先ほどの「一線を引いてほしくない」というオルフェンの言げんのお蔭で払ふっ拭しょくされる。

　でも、目の前で困ったように「胡瓜が苦にが手てなことを見み抜ぬかれていたのか、まいった」と苦く笑しょうするこのひとを見ていると。

　正体不明の、あたたかくて甘苦くて、くるおしく切ない何かが、きゅうっと音を立てて心臓に絡からみついてくる。

（もう、しっかりしなきゃ。わ、私、オルフェンさまの、生贄なんだから……）

　役割を全うし、彼の望みを果たしたい。それだけ。

　ただ、それだけのはずなのに。

　ままならない心を抱えたまま、ルーはじっとオルフェンのザクロ色の眼を見つめていた。
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「余った風かぜ燕つばめの巣、どうしましょう」

　ルーの採とった燕つばめの巣はかなり大きく、その日の夕食後の口直しに数すう片へんを食べても、大半が余ってしまった。

「……数日に分けて頂くのもいいですけれど、ずっと納な屋やに入れておくと、虫にやられてしまいそうだし」

　いつも、野外食堂代わりに使っている場所で。

　食べ終わった食器や鍋なべの片づけをすませたのち、うーん、と巣を前に腕うでを組むルーの様子を、すぐ傍かたわらで翌日用の薪まきを割ってくれていたオルフェンが、「どうした？」と覗のぞきにきた。

「いえ、実は……」

　ルーが事情を話すと、オルフェンは「ふむ」と口もとに手を当てたあとに。

　思いもよらない提案をする。

「では、余りはカメレアの市で売ってみるか？」

「え！」

「形かた崩くずれに気をつけて削けずってあるし、直じかに触ふれたり口をつけてはいないからな。これくらいきれいに残っていれば、大市場グランバザールでそこそこの値ねになるだろう」

　まあ、もしお前がまちに下りるのが面めん倒どうでなければ、の話だが──と続けようとしたオルフェンに、みなまで言わせぬうちに、ルーはぴょんと飛とび跳はねた。

「本当ですかっ!?　カメレア市街に!?　ぜひ行きたいです！」
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　翌朝。

　ルーはオルフェンとともに、さっそくカメレアの中心市街地へと向かった。

　大だい神しん殿でんが見下ろす都市国家カメレアは、内陸において東とう西ざい交こう易えきの要よう衝しょう。目指す市街区域までは、人里離はなれたエウリュディス火山の奥おく神しん殿でんから相当の距きょ離りがある。

　しかし、「今のカメレアは俺の統治下だから、裏うら技わざが使える」とオルフェンが不思議な力を使って空間を歪ゆがめたらしく、少し歩いただけであっという間に中心地に行くことができた。生いけ贄にえ用ようの輿こしで奥神殿に来る時はかなりの苦く行ぎょうだったのに、大おお違ちがいだ。

　なお、神しん殿でんの聖女というものは一いっ般ぱん的てきに、滅めっ多たに人前に姿を現さないしきたりなので、ルーも時おり頼たのまれるお使い以外、カメレア市街に出たことはない。ましてや、老ろう若にゃく男なん女にょでごった返す大市場グランバザールなど、足を踏ふみ入いれたこともなかった──が。

「わあ!!」

　大市場に着くなり、そこに広がる光景に、ルーは思わず声を上げた。

　バザールは、開放的な広場にしつらえられていたが、なにせ規模が大きい。

　見はるかせるほど向こうまで、赤や緑や紫むらさきに彩いろどられた色とりどりの日ひ除よけ布ぬのが隙すき間まなく張られ、石いし畳だたみの上に、これまたところせましとさまざまな露ろ店てんが軒のきを連ねている。

　珍めずらしい北方産の敷しき物ものを売る店では、これでもかと並ぶ複雑な幾き何か学がく模も様ように目を回しそうになったし、ガラスや陶とう片へんを粘ねん土どで繫つなぎ合あわせたモザイク燭台ランプを売る店では、日除け布の内側を照らし上げる幻げん想そう的てきな光景に息を吞のんだ。

　箱に積み上げられた瓜うりやリンゴ、黒すぐりや野の苺いちごなどの果物を売る店。

　まるで薄はく氷ひょうのような、淡あわい色の紗うすぎぬを売る店。

　色糸で編み上げた花はな飾かざりを売る店。

　海かい鮮せんの干ひ物ものを売る店、東方から輸入した香こう油ゆの専門店、毛皮の店、燻くん製せい肉にくの店……。

「オルフェンさま！　すごいです。舶はく来らいの香こう辛しん料りょうの店があります。あれはクミンかしら。籠かごに、あんなに山盛りたくさん！」

　大はしゃぎで調味料の店に駆かけていこうとするルーは、オルフェンに慌あわてて「おい、はぐれるぞ」と腕を取られて目をぱちくりさせる。

「すみません。どうしても香辛料、……オルフェンさまと一いっ緒しょに見たくて」

　ヴェールの下からちらりと上目づかいに彼を見上げると、オルフェンは一いっ瞬しゅん言葉に詰つまったようだった。ついでに、なぜか胸を押さえて呻うめいているのが気がかりである。どこか調子でも悪いのだろうか。

「クローブや胡こ椒しょうは、お肉の臭くさみ消けしにいいって聞きました。ねえオルフェンさま、お肉のですよ、お肉の」

「肉を三回も言わんでいい。香辛料にやけにはしゃぐと思ったら、お前の味付け用ということか……まあどうせそんなオチだろうと……ちょっと浮うかれた俺が馬鹿だった……」

「こっちにはお星さまみたいな形の香辛料があります。お肉には使えるのかしら」

「まだ言う……」

　アニスやナツメグやカルダモンなど、数えきれないほどたくさんの香辛料に興味しんしんのルーに、なぜかオルフェンは眉み間けんを揉もんでいる。

　なお、現在ルーの服ふく装そうは輿の垂れ幕からこしらえた自作の衣ころもだが、オルフェンはいつもの青年姿にひと工く夫ふうして、尖とがった耳や口くちの端はに覗のぞく犬けん歯しをしまい、通常の人間のように擬ぎ装そうしてある。

　が、鋭するどい緋ひ色いろの眼光ばかりは如何いかんともしがたかったらしく、「衆しゅう目もくが気になる」と言って、黒い頭ず布きんを目ま深ぶかにかぶって顔を隠かくしていた。「せっかくかっこいいのに、もったいないな」とルーは残念に思う。ちっとも怖こわくなんてないのに。

（それにしても、神殿からほとんど出たことなかったから、知らなかった……バザールって、こんなに広くて楽しかったのね！）

　花はな刺し繡しゅうの細さい緻ちな毛け織おり物ものを売る店や、カメレアで信しん仰こうしている火か竜りゅうの鱗うろこに擬ぎした赤い宝石飾りの店。

　あっちこっちに興味を移しては覗きにいくルーに業ごうを煮にやし、オルフェンはとうとうこんな指示をくれた。

「ルー。珍しくていろいろ目移りするのは分かるが、このままじゃはぐれる。俺の身体からだを、どこかしら摑つかんでおけ」

「オルフェンさまの？」

「ああ。手でも腕でも服でもいいから」

　ルーの疑問に同意を示すと、オルフェンは歩みを止め、わざわざ「ほら」と手を差し出してくれた。

（ど、どうしましょう）

　ここは、素す直なおに従したがうべきだと分かっているけれど。

　すぐ目の前にある、彼の手は。ルーのそれよりずっと大きくて、節ふしばっていて、褐かっ色しょくの指が長くて、とても優美で──

　不意に、影えい竜りゅうの妖よう魔まから庇かばってもらったあと、抱だきしめてくれた広く逞たくましい身体のぬくもりを思い出してしまう。

（む、むり！）

　何がどう無理なのかは分からないが、なぜかルーは猛もう烈れつに気き恥はずかしくなってしまって、耳まで真っ赤になった。

「どうした？　気分でも優すぐれないか」

　オルフェンのほうは、黙だまって俯うつむいたルーの様子を誤解したのか、心配そうに問いかけてくる。

「よかったら、俺の背に負おぶさるか、抱だき上あげて移動することも」

「本当に平気です！」

　慌てて断ってから、やけになったルーは、差し出された彼の腕をむんずと摑む。

　腕というか──彼の麻あさシャツの、肘ひじのはしっこを。

「……え」

「ですので……ええっと。こ、……これで」

　きょとんとするオルフェンのシャツを軽く引っ張り、ルーはためらいがちに彼の腕に身を寄せた。

[image: ]

「あの、神殿でお勤つとめをしていると、殿との方がたとはあまり近づく機会がありませんから、……どこに触さわればいいのやらで。ご勘かん弁べん願います」

　恥はずかしいやら申し訳ないやらで、ぽしょぽしょと呟つぶやくルーに、目を点にしていたオルフェンはふっと表情を緩ゆるめると、「ああ、なるほど」とほっとしたように息をついた。

「だが、肘だと外れやすいかもしれないから……やはり、こっちでどうだ。慣れていないだろうが、少し我が慢まんしてくれ」

　彼は、己おのれの肘を摑んだままがちがちに固まったルーの白い手をほぐすように丁てい寧ねいに外すと、改めて、自らの褐色の手で包んでくれる。

（わっ……）

　ひんやりとしているが、皮ひ膚ふの下に、たしかな熱をともした手。

　実際に触ふれると、大きくて、力強くて。

　まるで、自分の手がすっぽり、彼のそれに抱きしめられてしまったような。

　ぎゅ、と形をたしかめるように全体を包まれ、ルーは内心の動どう揺ようを押し隠すのに必死になった。

（これは、私がはぐれないように気をつかってくださっているだけ。私がはぐれないように、いちばん効率的な対策を採とってくださっているだけ！　それだけなんだから）

　自分に絶えず言い聞かせながら、頰ほおに集まった不ふ埒らちな熱を気け取どられないように、強く祈いのる。どうしてその熱が〝不埒〟なのか、深く己に問う間もないままに。

（お願い。心臓、鎮しずまって）

　再び、バザールを歩きながら。

　そっと見上げたオルフェンの横顔は相変わらず冴さえ冴ざえと美しくて、前を向くザクロ色のまなざしが確かく認にんするようにこちらをちらりと捉えるたび、鼓こ動どうはどんどんうるさくなるばかりだった。

　ほら。このかたは、──こんなにも平然としていらっしゃるじゃない。

　少しだけ、ちくりと心が痛む。

（手を繫いで、はしたなく胸を高鳴らせてなんているのは、きっと私だけ。だって、種族も違う、生きてきた年数も違う）

　ヒトの姿を取っているのはかりそめで。彼にとっては、ルーはほんの卑ひ小しょうな存在。

　まばたきほどの命もない、羽虫ほどの力もない。だから、手を繫いでいることも、きっと、瑣さ末まつでなんでもないこと。

　そのぬくもりや逞しさに、いちいち動揺するのはおかど違いだ。

　──でも。

　少しだけわがままが許されるなら、願わくは。

（もう少しだけ、……このままで……）
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　ルーと手を繫いでバザールを冷やかしながら、オルフェンは内心動揺しっぱなしだった。

（手が……小さいな!?）

　それにぬくい。柔やわらかい。指が細い。意味が分からない。

　真っ赤な顔で、こちらの袖そでの肘を摑まれた時は、正直心臓を射い貫ぬかれすぎてどうしようかと思った。

　おまけに彼女ときたら、「殿方と接し慣れていないから、どこを触ればいいか分からなかった」だと。なんだそれは。悶もだえ殺す気か！

　こうして並んで歩きながら、はぐれないようためらいがちに身を寄せてくる彼女からは、ほのかに甘い香りが漂ただよってきて。

　オルフェンは、鉄てっ壁ぺきの理性をガンガン突つき崩くずしにかかってくる『抱きしめたい衝しょう動どう』と闘うのに必死だった。

（待て待て、抱きしめたい!?　なぜ!?　いや、……だからさっきから何を動揺しているんだ、俺は！）

　ちなみに先ほどルーは、香辛料を指さして「私の味付けに使えそうです！」などと、反応に困るにもほどがある発言をしていた。

　彼女にとって自分は、仕えるべき竜神で、それ以上でもそれ以下でもない。

　そこのところをきちんと自らに言い聞かせて自制しなければ、己の心臓を包む感情の焰ほのおに焼き殺されそうだ。

（いや、……違うな）

「オルフェンさま。見てください、あそこ！　大だい道どう芸げいをやっています。すごい、あのひと火を吹ふいたわ！」

　楽しそうに笑い声を上げるルーを見て、オルフェンは、いよいよ自分の心が誤ご魔ま化かせなくなっていることを、自覚せざるを得なかった。




　──愛いとおしい。




　ここ久しく覚えたこともなかった、甘く、にがく、くるしく切ない感かん傷しょう。

　なぜなら彼女は、あまりにも自然にオルフェンの懐ふところに入ってきたから。

（俺を、見ろ。ルーチェ）

　無む駄だと知りつつ、オルフェンは願わずにはおれない。

　彼女の心を占しめているものが誰だれなのか。

　彼女にとって、今の自分がどんな存在なのか。

　知っているからこそ、おかど違いで、でたらめな祈り。

（お前の心に居い座すわっているもの。それは俺だと、言いたくない。……〝黒い鱗の竜神さま〟とやらではなく。俺を見てくれ。過去ではなく、今の──）

　手ての甲こうを軽く指先でくすぐってやると、ルーは大げさなくらい肩かたを跳ねさせた。

　本当に慣れていないらしい。

「もう！　オルフェンさま、びっくりさせないでください」

　少し頰を膨ふくらませて、以前よりも、少し物もの怖おじせずに希望を伝えてくれるようになった彼女と。

　本当は、もっと一緒にいたい。大神殿になど帰したくない。

「なあ、ルー」

　ふと声をかけると、ルーはスミレ色の目を瞠みはってこちらを見た。

「なんでしょう、オルフェンさま」

「お前、もし俺が……」

　トゥレラにカメレアを返したのち。

　──共にテヴェライに来ないかと誘さそったら、ついてきてくれるか。

　言いかけた台詞せりふを、オルフェンは中ちゅう途と半はん端ぱに嚙かみ殺ころした。

　なぜなら、今のルーは、きっとすぐ頷うなずくだろう。「それが生贄として望まれることでしたら！」という、あからさまな動どう機きで。

　そんな理由でがんじがらめにして、そばに置きたいわけではないのに。

（それこそ、おかど違いだな……）

　心は複雑に螺ら旋せんを描えがく。

　はあっとため息をつき、オルフェンは「いや、なんでもない」と言葉を途と切ぎらせた。
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　しかる後のち。

　風燕の巣は無事に、酪らく農のう品ひんや魚の干物や香辛料、いくつかの果物などに化けた。

　戦利品をいっぱい籠に詰め、「今晩が楽しみですね」「だな」とほくほくしながら帰路につきつつ、ルーはため息をついた。

（……すごく楽しかった）

　楽しかったのに、心が痛い。

　だって、自分が生贄として彼に食べられたら。

　彼の力になれる幸せよりも──もう会えない、話ができない瞬しゅん間かんを想おもうほうが、ずっと辛つらい。

　はやく、彼に食べてほしいのに、食べてほしくない。

（生贄失格だわ、こんなの……）

　オルフェンと、ずっと一緒にいられたらいいのに、なんて。

　あさましい──いささか私情に駆かられすぎた。

（すぐに、忘れるから。決して表に出しはしないから……）

　不ふ遜そんな願いをそっと抱いだくことだけは、どうか許して。
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　さて。

　風燕の巣を彼らが売りに行ったのと、時を同じくして。




「なんですって……!?　おじいさま、それは本当なのですか！」

「ああ。噓うそなどつかぬ、イリス」

　白輝石ペンテリコンの飾り柱が等とう間かん隔かくに並ぶカメレア大神殿の中ちゅう央おう回かい廊ろうを足早に通とおり抜ぬけながら、大声で言いい争あらそう者たちがいた。

　一人は、この神殿を率ひきいる、白銀の髭ひげの立派なユスティル神官長。

　もう一人は、その孫まご娘むすめであり、神殿を代表する琴こと姫ひめであるイリス・イレニアだ。

「ルーチェ・ルリジナが、竜神さまの生贄に……!?」

　黄こ金がね色いろの髪かみを肩の上で切りそろえ、顔の脇わきだけ伸のばして編んだ髪かみ形がたは、イリスのお決まりのものだが、苛いら立だつとつい、指先でいじってしまう悪あく癖へきがある。

（いつまでも供く儀ぎをとりおこなわないと思ったら……！）

　自分が生贄に指名されてから、粛しゅく々しゅくとその時を待っていたイリスだが、待てど暮らせど動きがない。

　おまけに、妹分のルーチェが、ここのところ姿を見せない。

　不ふ審しんに思ったイリスに、周りはみな「生贄の儀ぎならそのうちに」「ルーは神官長さまの言いつけでお使いに行っただけだ」と口を揃えた。

　だが、それで半月も経たつと、さすがに異常だと分かる。

　我慢ならなくなったイリスは、とうとう料理番の一人を締しめ上あげて、「実は口裏を合わせただけで、生贄の儀はもうとっくの昔に終わっている」という真実を吐はかせたのだった。

　勢いのまま、祖父に問とい詰つめに来たらこの結果。

（よりにもよって、ルーが差し出されたなんて）

　翡ひ翠すいの眼めに悔かい恨こんを滲にじませ、ぎりりと奥おく歯ばを嚙みしめるイリスは、ルーのあどけない顔を思い出していた。

　小こ柄がらでほっそりとして、いかにも聖女然としたかよわく可か憐れんな容よう貌ぼうにそぐわず、なかなか豪ごう胆たんなところもある、可愛かわいい妹分だ。

　努力家で、労苦を厭いとわないところも好ましいルーは、六年間を共に聖せい女じょ修しゅ行ぎょうに励はげんだイリスにとって、実じつ妹まいも同然である。

　純白の一枚布を片方の肩だけ出して身体に巻き、位い階かいを示す金糸タッセルつきの飾り帯を締めた聖せい女じょ衣いの胸むなもとをぎゅっと摑むと、イリスは吐はき捨すてる。

「生贄が必要なら求められたわたしが行くまで。なぜあの子を身代わりになど立てたのです、おじいさま！」

「誰が身代わりなど好んで立てるものか！」

　温和な祖父に、見たこともないような形ぎょう相そうで怒ど鳴なり返され、イリスは息を吞んだ。

「わしも与あずかり知らぬことだった。ルーは自分で生贄になりに行ったのだ……」

「そんな……」




　──〝イリス姉さまは、何も心配しないでくださいね〟




　最後に会った時の妹分は、そういえば、よりいっそう儚はかなげな気配をまとっていた。

　言葉の意味が分からず、「……？　うん」と聞き流してしまったことが悔くやまれる。

　どうして、気づけなかったのだろう。まさか、ネムリヨモギの蜜みつ糖とうを盛もられるなんて。

（ルー……なんてバカなことを！）

　ぎゅっと眉み間けんに皺しわを寄せて眼を閉じ、イリスは祖父に進言した。

「今からでも、生贄の交こう換かんを願いに行かせてください。本来捧ささげられるべきはわたしです！　神殿のためにもわたしがちゃんと……」

「ならん」

「おじいさま!?」

「……いまだ、神殿にさらなる黒くろ羽はの矢やは来ておらぬ。つまり、竜神さまは身代わりでも生贄を納おさめたと考えていいだろう。今お前が行けば、神殿ぐるみであるじを謀たばかろうとしたことを白状するようなものだ」

　別に、孫娘可愛さに止めるわけではない──と呻くように続け、神官長は額を押さえる。深いため息が、彼の白い口くち髭ひげを揺ゆらした。

「……わしとてルーが可愛くないわけはないのだ」

「そんな……」

「この話はここまでにしておくれ。……すまなかった。分かってくれとは言わぬ。イリス」

　その言葉を最後に、祖父は、神殿最さい奥おう部ぶに通じる大おお扉とびらをくぐり、ぴしゃりと鼻先でそれを閉めてしまった。

　消えた背の残像を追うように青銅の扉を見つめていたイリスは、思わずその場でふらりとめまいに襲おそわれる。

（わたしは……）

　──妹分を、身代わりにしてしまった。

（おまえの命を食いつぶしてわたしに生きろというの、ルー）

　翡翠の瞳ひとみを絶望に染め、思わずどさりと肩から柱にもたれかかったイリスは、ふと、誰もいなかったはずの回廊に、他のものの気配があることに気づいた。

「！　何者だ」

　はっと振ふり返かえると、いつの間にかそこには、赤い衣ころもを身にまとった男が一人、立っていた。

（神殿の参拝者が迷い込んだか……？）

　イリスは訝いぶかって顔をしかめる。

　色糸で鮮あざやかな刺し繡しゅうの施ほどこされた暗あん褐かっ色しょくの頭とう布ふを巻いているが、ちゃんと顔は見える。瘦やせぎすだが背は高く、おそらく年のころもまだ二十代半ばだろう。

　そして何より、男は驚おどろくほどに整った容姿をしている。布からこぼれる赤しゃく銅どう色いろの髪に、象ぞう牙げの肌はだ。焰蛋白石フレイムオパールのような、変わった色の虹こう彩さいが特とく徴ちょう的てきだった。

「ここは、一般の信者が入っていい区域ではない。すぐ戻もどりなさい」

　きびきびと黄金の髪を揺らして拝はい殿でんを指さすイリスに、男はふっと微笑ほほえんだ。

「これは失敬を。もちろんオレは迷い込んだだけの、単なる通りすがりの巡じゅん礼れいだけど。ちょっと聞きき逃のがせない話をしていたもんで、つい……ね」

「なっ……なんのことだか」

　そらっとぼけながら、イリスは内心の動揺を隠せずにいた。

　奉ほう仕しすべき竜神に捧げる生贄に、身代わりを立てた話を聞かれていたなら、かなりまずいことだ。

（どうする……？）

　固かた唾ずを吞のんで、この奇き妙みょうな闖ちん入にゅう者しゃの次の言葉を待っていると、黒衣の青年は、へらりと目め尻じりを下げた。

「いや、別に、きみたちのしたことが聞き逃せないって言ってるんじゃないよ。ひょっとしてきみたちカメレア神殿は、あのことを知らないんじゃないかと思って、気になっただけなのさ」

「……〝あのこと〟？」

　眉まゆをひそめるイリスに、男はうっそりと笑った。

「あ、やっぱり知らなかった？」

　そうして男は、カメレアの竜神に仕える聖女として、それこそ絶対に聞き逃せない内容を続けてみせた。




「今、エウリュディス火山に棲すみついているのは、きみたちが長く仕えてきた火竜じゃないんだよね」

　本物の火竜を騙だまし、ぬけぬけと竜神のふりをして居座る、悪あしき別の竜りゅうなのだ、──と。




「なんだと……!?」

　目を瞠るイリスに、男は目を眇すがめて片かた頰ほおを上げた。

「このままじゃ、百年ぶりの暗黒時代が再来して、カメレアそのものの危機に繫がりかねないよ？」
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　赤い衣の男は、トゥレラと名乗った。

　カメレアにはたまたま立ち寄っただけで、普ふ段だんは諸国を旅しているという。

　たしかに、頭布や腰こし、四し肢しに幾いく重えにも絡からむコインの銀飾りは、もともと、築いた財を常に持ち歩かなければならない旅商人や吟ぎん遊ゆう詩し人じんらがよくするいでたちだ。

「トゥレラどのは、カメレア神殿の者でもないのに、なぜそんなことを知っているんだ？」

　当然の疑問を発しつつ、この時点でイリスは、正直なところ、トゥレラのことを詐さ欺ぎ師しか何かだと考えていた。

　一応神殿に属する聖女として話は聞くが、少しでも怪あやしいそぶりを見せれば、神殿警邏兵けいらへいに突き出してやろうと。

　だが。

「それは、こいつを見たら納なっ得とくするんじゃないかな？」

　意外なことにトゥレラはからりと笑うと、自らの長ちょう衣いの腕をまくってみせた。

　青白い腕は、瘦やせぎすな容姿にそぐわず引ひき締しまっていたが、そこに刻まれた紅あかい鱗を模した文様に、イリスは目を瞠る。

「どうしたんだ？　そんなに蒼あおい顔をして。聖女さま、まさか『竜りゅう紋もん』を見るのははじめてかい？」

　からかうように問うトゥレラに、摑みかかるようにイリスは問いただした。

「……お前、どこでこの紋もんを!?」

「ああ、やっぱり分かるもんなんだねえ」

「当たり前だろう!?　これは、この竜紋は──我らカメレア神殿のお祀まつりする、火竜さまのものだ！」

　竜は、普段は仮かり名なを用いるが、滅多にそれを人間に教えることはない。

　イリスを含ふくめ、カメレア神殿にいる大半の者は、己が奉仕する竜の名を知らないままだ。竜神自ら告げる以外に、人間から名を問とうことや、教えられた名を他人に伝えることは非礼にあたるとされていた。

　さらに竜たちは、仮名とは別にもうひとつ、同どう胞ほうにすらほとんど明かすことのない、真実の名を持っている。

　真ま名なは、音として発されると、ただそれだけで竜を縛しばる。

　ゆえに普段は、その竜にしか読めない文様で図案化されている。それが、竜紋と呼ばれるものの正体である。

　カメレア神殿は、遥はるか離れたセゲーレ湖対岸の奥神殿に坐ます竜神に聖女の音楽を届けるため、エウリュディス火山から産出した美しい橄欖石ペリドットを神体として竜紋を刻み、至し聖せい所じょで厳重に保管しているのだ。

「この竜紋は、我ら神殿に勤める者でもおいそれとは見られないはず……。きさま、いったいどうやってこれを盗ぬすみ見た!?」

「盗み見たなんて、失礼な聖女さまだなぁ。滅めっ多たなこと言わないでくれよ。オレの竜紋は、間ま違ちがいなくここの火竜さまご自身から賜たまわったものさ。竜の言葉で記されているから読めやしないけどね」

「え？」

　顔をしかめて「どういうことだ？」と尋たずねるイリスに、トゥレラはにやにやと笑った。

「オレの生なり業わいは、竜紋術士なんだよ」

「……竜紋術士、だと？　……実在したのか？」

　イリスが訝いぶかしむ様子を見せると、彼は得意げに頷く。

　なぜなら男の名乗った職業が、少なくともイリスたち竜神に仕える者にとっては、大陸中で最も眉まゆ唾つばなもののひとつだったからだ。

　思わず黙り込むイリスに、男はしたり顔で続ける。

「そうだね。まず、きみたち神殿に仕える聖職者は、聖女の奏かなでる楽の音を以もって、加護という形で竜の力の恩おん恵けいを受ける。それに対してオレら竜紋術士は、いわば自分自身を生贄に捧げ、竜から力を授かる……ここまでは分かるよね」

　竜から預かった真名を、竜紋として己の身に刻むことで、その力の一部を受け取り行こう使しすることができる。同じく紋を介かいして、自身の魂たましいと命を少しずつ削って喰くわせ、竜に返へん報ぽうする。それが竜紋術士というものだ。

　だが、竜紋術士を名乗る大半は、でたらめな竜紋を絵具えのぐや刺青いれずみなどで身に刻む〝騙かたり〟である。ゆえにこの職名は、祈き禱とうや占うらないなどを用もちいて言こと葉ば巧たくみに金品をかすめ取るイカサマ師の代名詞としても知られていた。

（よりによって竜紋術士……な）

　トゥレラの言葉に、ますます胡う散さん臭くさいものを感じつつ、イリスは眉まゆ根ねを寄せた。

「……さすがに、我々もそんな当たり前のことは知っている。だが、竜紋術士の命を貪むさぼり喰くうなんて下品なまねをする竜は、妖魔とはいかないまでも竜神としてはどこにも祀られていない。正直、カメレアの崇すう高こうな竜神さまが、そんなことをするわけがないとわたしは思う」

　あからさまに疑わしげなまなざしを向けるイリスに、「まあまあ、結論を急ぎなさんな。最後まで聞きなって」とトゥレラはからりと嗤わらってみせた。

「オレが、カメレアの竜神さまに出会ったのは、本当に偶ぐう然ぜんなんだ。それまではもっと位の低い、別の竜を頼たよるつもりで修しゅ業ぎょうを積んでいたからね。だがね、先ごろエウリュディス火山を登とう拝はいした時に、うっかりと、助けを求めるここの竜神さまのお声を聞いちゃったんだよ」

「助けを求める……？」

「そうとも」

　──トゥレラが言うことには。

　くだんの悪しき竜は、このカメレアを守ってきた火竜と、旧きゅう知ちの仲であった。

　あるとき、セゲーレ湖のねぐらまで訪ねてきた悪しき竜を、単に旧きゅう交こうをあたためにきただけかと油断したカメレアの火竜は、隙すきを突かれ、エウリュディスの地底深くに封ふうじられてしまったのだという。

「オレが声に導みちびかれて行き着いた先は火口のそばで、そこから竜神さまの嘆なげきがよく聞こえたんだ。事情を知って、オレに何かできないかと申し出たら、こうして竜紋を刻んでくださった。そして、カメレアを乗っ取らんとする悪しき竜を、自分の代わりに、大神殿と協力して退治してほしい、と頼まれたんだよ」

「じゃあ、生贄を求める黒羽の矢を放ち、ルーをさらっていったのは……」

「そういえば、聖女をひとりもう差し出してしまったと言ってたっけ。それは大変だ。黒羽の矢も、きっとにせものさ。カメレアの火竜さまは、地底に囚とらわれる際に、鱗を数枚奪われたとか言っていたからなあ。おそらく、その時にはがした鱗を、何食わぬ顔で使って射いたんだろうねえ」

　トゥレラの話を聞きながら、イリスは手の甲に骨が浮うき出でるまで、拳こぶしを強く握りしめた。激しい怒いかりで、身体が震ふるえる。

（なんてことを……！）

　──カメレアが危険に曝さらされているばかりではない。

　ルーが……可愛い妹分が、そんな下種げすなたくらみの犠ぎ牲せいになったかもしれないとは。

（絶対に許せない）

　血が沸わき、目の前が真っ赤に染まるようだ。

　ぎりぎりと歯を食いしばるイリスに、「そこで提案なんだけど」とトゥレラは明るく切り出した。

「その生贄にされた聖女さま、ひょっとしたらまだ助かるかもしれないよ？」

「……なんだと!?」

「カメレアの火竜さまがおっしゃるには、その悪しき竜は、時間をかけて獲え物ものをなぶり、恐きょう怖ふを引き出してから喰らうのがお好みらしいからね。ああ、それならもう、人のかたちをなしていないかもしれないけれど」

　最後のひと言にさっと顔を青くするイリスに気づかぬふうを装よそおい、彼は肩を竦すくめた。

「祖父ぎみの説得をしていたら間に合わないかもしれない。でも、今すぐ向かえば、ひょっとしたら命は救えるかも」

「……だが」

　とっさにイリスはためらう。

（そんな一大事……。まずはおじいさまに相談をしてから、聖女隊や神殿の兵たちも派は遣けんすべき事態では）

　そもそもこのトゥレラという男の話に乗っていいものか。

　竜紋術士というものへの偏へん見けんも手伝って、どうにも心から信用しきれない。

（しかし、信じるも何も。現に彼に刻まれている竜紋は、間違いなく本物だ。そして、わたしがこんなところでためらっているあいだにも、ルーは……）

　神官長たる祖父のあの様子からして。

　迅じん速そくに動くにしても相当に時間がかかる。祖父はルーの救出よりも、話の経けい緯いや真しん偽ぎを検討し、ちゃんと態勢を整えて、他の犠牲者を出さないことを優先するのでは。

（どうする。……どうする!?）

「迷っている暇なんてないんじゃない？　知り合いなんだろ、きみの身代わりで死なせてもいいのかい」

「！」

　逡しゅん巡じゅんするイリスの耳に、トゥレラが囁ささやきかける。

「なぁに、心配することはないさ。すぐに終わるとも。なぜって、僭せん越えつながら本物のカメレアの火竜さまから力を授かった、竜紋術士のオレが味方をするからね？」

（ルーが助かる可能性が、そこにひとかけらでもあるなら）

　少なくとも、神殿でじっと閉じこもって妹分の身を案じながら嘆いているより、ずっとましだろう。弓射はじめ、イリスも武芸の腕には覚えがある。万一騙されていたとて、自分の安全くらい自分で守れるはず。

「……分かった。協力を頼む、トゥレラどの」

「そうこなくっちゃ」

　心が決まれば話は早い。

　イリスはすばやく自室に取って返して、己の竪たて琴ごとと弓矢を肩にかける。

　それから、ぞろぞろと裾すそを引きずる聖女の白い正装ではなく、男物の脚きゃく衣いとシャツという、動きやすい格好に着き替がえた。かつ、虹にじ瑪め瑙のうの護ご符ふを埋うめた革かわの武具で、狩かりの時と同じように身を鎧よろう。

（ルー、今助けに行くから！）

　準備を整えてきたイリスに、回廊の同じ場所で待っていたトゥレラは目を細める。

「早かったねえ」

「すぐ発たとう。案内を頼めるか、トゥレラどの」

　頷いて踵きびすを返すトゥレラの背に、イリスは「あの」と声をかけた。

「疑ったり、失礼な態度を取ってすまなかった。協力に感謝する」

　潔いさぎよく謝るイリスに、トゥレラは一瞬目をぱちくりさせる。

「……あははっ。構わないよ！」
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　それから、相変わらず優やさしげに整った顔でへらりと手を振り、トゥレラは呟いた。

「大船に乗った気分でいてよね。オレは、約束は守る男なんだ」

　──噓はつくけどね。

「ん？　何か言ったか」

「いーや？　気のせいじゃないかなぁ」

　台詞せりふの末まつ尾びを聞き逃してしまったことに首を傾かしげつつ、「とにかく急がねば」とイリスは神殿の外を目指した。

　　　　　　　　　　[image: ]

　バザールから帰ったその日の夕食は、いつもより豪ごう勢せいになった。

「はあ、美お味いしかったですね！」

「ああ」

　海かい鮮せんの干物や、チーズやヨーグルトなどの酪農品、珍しい野菜を使った焼き料理、口直しの果実など、なかなか手に入らないものを使った料理に舌した鼓つづみを打ったあとも、ルーはオルフェンとともにいつもの野外食堂に留とどまり、語らいながら過ごしていた。

　食事時は普段からとりとめのない話をするのだが、ルーにはこのところひとつ気がかりなことがあった。

「あの、そういえば……オルフェンさま。お尋ねしたいことがありまして」

「どうした？」

「よく笛をお聴きかせしていますけれど……本当は私の笛の音ね、あまりオルフェンさまのお助けになれていませんよね」

　ルーは見習い聖女である。

　聖女としては、音に込こめた力をきちんと竜神に届けられてこそ一人前。

　しかしルーは、神殿にいたころから、あまり上手に力を音に乗せることができなかった。きちんとお仕えする竜神のためになりたいと考えているはずなのに、どうしてもうまくいかないのだ。

　そのぶん音色でどうにか補おぎなえないかと研けん鑽さんだけは積んできたから、奏楽としての水準はかなり上がっている。純じゅん粋すいな技術だけなら、カメレア神殿の中でも、正式な聖女と遜そん色しょくないほどだ。

　──〝竜神さまを想い、竜神さまと心が通じ合えば合うほど、その音は、力に変わる。ひょっとしたらおまえの音は、心ここにあらず……というと語ご弊へいがあるが、カメレアの火竜さまに届けようとしているつもりで、別のほうに向いているのかもしれないな〟

　姉代わりのイリスに相談した時は、彼女も一緒に悩なやんでくれつつ、そんなふうに助言をくれた。この言葉に、ルーはいたく納得したのだ。

（……別のほうに、音が向いている）

　別のほう。

　それが、誰のことなのかは分かっている。

　──黒い鱗の竜神さま。

　時が経つほど薄うすれゆく記き憶おくが哀かなしいと感じるほど、今でも彼が慕したわしい。

（いつか、一度でもいいからあのかたに音を聴いてほしいと願って稽けい古こしてきた。でもそのせいで、本来きちんとお仕えすべき竜神さまの力になれないっていう、自じ縄じょう自じ縛ばくに陥おちいってしまっている……）

　特にオルフェンは、カメレアにとってかりそめの竜神。厚こう意いで留とどまってくれているが、本当は神殿からの奏楽を受け取れず、力の枯こ渇かつが深刻なはず。

　何も知らないまま不在の火竜を奉ほうじ続つづける大神殿に経緯を報しらせて、楽を捧げる先を彼宛あてに変えてもらってはどうかという提案は、オルフェン自身から断られていた。

　──〝まだ俺は平気だ。ここの本来の竜神は古なじみだし、きっと俺が危機的な状じょう況きょうに陥おちいる前には戻ってきてくれるはずだから心配ない。それより、竜神が知らぬ間に交代していたことで、神殿や民たみが混乱するほうが問題だろう〟

　こんな風に言って、オルフェンはカメレアの治安を慮おもんばかってくれた。

　おそらく、疲ひ弊へいはもう限界に近いはずなのに。この期ごに及およんで己の身より守るべき人間のことを優先してくれる彼に、ルーは改めて深く感じ入ったのだ。

（今、オルフェンさまのお力になれるのは私だけ。このかたが生贄を召めし上あがってくださらないからには、笛の音が頼り……それなのに）

　──うまくいかない。

「私、きっと不誠実な音を出しています。……オルフェンさまのもとに力を届けたいのに、きっと、心が別のほうを向いているんです」

「それは、あー……黒い鱗の竜神とかいう？」

「はい……」

　あっさり言い当てられたので、ルーは悄しょう然ぜんと肩を落とした。

（そんなに露ろ骨こつだったんだわ……お役に立てないばかりか……はあぁ……。生贄としても一生の不覚）

　しおしおとさらに落ち込んで俯くルーを励ますように、オルフェンは「まあ」と慌てたように口をはさんできた。

「あまり気にするな。お前の笛の音は、聖女の調べかどうか以前に、聴いていて心ここ地ちいい。俺としてはそれで十分だ」

　唇くちびるを嚙んで俯くルーに、迷いつつもオルフェンが語りかけてくる。

　はっと顔を上げると、そこにはいつもの整った褐色の精せい悍かんな面おもてと、美しいザクロ色のまなこがあり。

　その勇ましい眉が、こちらを案じるように顰ひそめられているのが分かり、ルーは焦あせった。

「申し訳ございません、おしゃべりがすぎました。オルフェンさまにご心配をおかけするようなことでは。……本当、肉にもなれない、楽の力も捧げられない、どうしようもない我わが身みに凹へこんでいただけです。でも大だい丈じょう夫ぶです。頑がん張ばって精しょう進じんします」

「いや、精進は別にいい。お前は十分頑張ってくれている。……よかったらこのあとも、笛を聴かせてくれるか？」

　オルフェンからこう望まれて、ルーには否いなやもなかった。

「喜んで!!」




　善は急げ、と、ルーはさっそく彼をふたりだけの演奏会に誘いざなった。

　場所は、小神殿の花はな園ぞのそばにある、白輝石ペンテリコンでできた東あずま屋や。

　そこからは、斜しゃ面めんを覆おおうように盛さかりを迎むかえた、ネモフィラの青い花じゅうたんがよく見える。東屋の柱にも、クリーム色の木もっ香こう薔ば薇らが咲さき乱みだれて幾いく重えにも絡みついていた。

　東屋の縁ふち椅い子すに腰かけ、暮れなずむ赤い陽光に染まる花庭を見下ろすオルフェンに対し、演奏のためルーは立ったままだ。

　そこでふと、オルフェンは気づいたらしい。

「？　わざわざ着替えたのか」

「は、はい。なんだか市街地で埃ほこりを浴びましたし、調理中に汗もかきましたので……」

　返答にきょとんとしつつ、「構わないが、そういうものか？」と首を傾げるオルフェンに、ルーは急に恥ずかしくなって視線をさまよわせた。

（だって、なんだか緊張してしまって。我ながら神経質だわ）

　いざ改まった形でオルフェンの前で横笛を披露するとなると、彼の目に自分の姿がどう映るかが、今さら気になってきたのだ。背伸びでいいから、少しでも素敵になれたら、と。もっとも、見栄えがするのは死しに装しょう束ぞくのはずの花嫁衣装しかないので、もちろん選ぶのはそれ一択。もはやルーの一いっ張ちょう羅らと言っても過言ではない。

　──それにしても。

（今日は、なんだかとっても幸せ）

　彼とカメレアのまちに出かけて、その笑え顔がおを幾いく度ども見られて、手まで繫いでいただいて。

　たくさん面おも白しろいものを見て、心の赴おもむくままおしゃべりをした。

　ルーはふと、ネモフィラの花畑に緋ひのまなざしを投げているオルフェンを見つめた。

（オルフェンさまは、不思議なかた……）

　そばにいるだけで、なんだか心がぽかぽかして、ふわふわする。

　ルーが迷っていたり悩んでいたりすると、さりげなく助言をくれて、魔ま法ほうのように解決してしまう。

（いけない、集中しないと）

　慌てて笛を構えようとして、ふと、首から下げていた黒い鱗の護符にこつんと肌が触れる。

　そこで、気づいた。

（いつも、演奏前は〝黒い鱗の竜神さま〟のことを考えてしまっているのに）

　つい先ほどまで、……忘れていた。

　なぜなら想っていたのは、オルフェンのことばかり。

　出会って、まだたった半月なのに。──それがいつの間にか、心の中を、いっぱいに占しめていて。

（だって、今の私は）

　言葉は、気づく前にぽろりと口から転がり出た。




「あなたが好きです」




　ルーは、告白と同時に、はっと我に返った。

（わ、……私!?）

　夜の影かげがより濃こくなり、薄うす暗ぐらくはありつつも、しっかりとオルフェンの顔が目に入る。

　その、少し驚いたように、ポカンとこちらを見つめる紅いまなざしを捉とらえた途と端たん──

　ルーは、かあっと顔に熱が集まるのを感じた。

「ご、ごめんなさいっ!!」

　とっさに。

　頭が真っ白になって、ルーは慌てて横笛を握りしめると、一歩後ずさる。そして、オルフェンに一礼すると、ぱっと踵きびすを返かえした。

「ルー!?」

「すみません、本当にごめんなさい！　……ちょっと頭を冷やしてまいります!!」

　そのまま東屋を駆け出たルーは、背に、オルフェンの困こん惑わくした視線を感じていた。
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　ルーがうっかりとオルフェンに想おもいを告げていたのと同じころ。

「トゥレラどのは、なぜ我々のためにここまでしてくれるんだ？」

　目の前に垂れてくる蔦つたを山やま刀がたなで切きり払はらいながら、険しい獣けもの道みちを進みつつ、イリスは目の前を歩く男に尋たずねていた。

「ここまでってなんだい？　カメレアの聖女さま」

　振ふり返かえって焰ほのお色いろの目を細める男に、イリスは訝いぶかしげに問いを重ねる。

「貴き殿でんの言う悪あしき竜りゅうは、曲がりなりにも、カメレアの竜神さまを封ふうじ込めるほどの力を持つのだろう？　危険だとは思わなかったのか？　いかに竜神さまの加護たる竜りゅう紋もんを得えたとはいえ、貴殿には、わたしと行動を共にする理由がない。下へ手たを打てば死ぬかもしれないのに……」

「ひょっとして、オレってまだ疑われてたりする？」

　まさかそのとおりだとは言えないので、イリスは一いっ瞬しゅん、答えに詰つまる。

「……いや。純じゅん粋すいに気になるだけだ」

「うーん」

　イリスのまっすぐなまなざしを受けたトゥレラは、ぐるりと視線を巡めぐらせ、不意に唇くちびるの端はしを吊つり上あげた。

「あてが外れたから……かな」

「あて？」

「もう少し詳くわしく言うと、きみが美しかったから」

「はぁ？」

　意味が分からない。

（わたしは、からかわれているのか？）

　イリスがあからさまに嫌いやそうな顔をすると、「聖女さまは分かりやすいなあ」とトゥレラはカラカラ嗤わらった。

「美しい女は助けたくなるもんだろ。男としちゃあね」

　トゥレラの顔は優やさしげだが、その笑え顔がおの奥はいまいち読めない。どうにも何か隠されている気がする、と、イリスは眉まゆ根ねを寄せる。

（だが、彼は少なくとも、我らがカメレアの竜神さまが紋もんを託たくされた竜紋術士だ。正直、事情を聞いてもいまいち信じがたい気持ちはあるが……現に竜紋が本物である以上は、……聖女として、信じるしかない）

　イリスの内心の葛かっ藤とうをよそに、顎あごに手を当てたトゥレラは、「そうだなあ」と視線を巡らせた。

「まあ、正直ね。ご指し摘てきのとおり、オレも実は、見返りのひとつも欲ほしいと思っていたところなんだ。そのうち言うつもりだったけど……いい機会だからさ」

「見返り？　何が望みだ。こちらに提供できるものならなんでも与あたえよう」

　さすがに、カメレアの統治権をよこせだのと言われたらどうしようもないが、一いっ介かいの竜紋術士が望むくらいの謝礼なら対処できるだろう──と軽く見当をつけつつ頷うなずくイリスに、トゥレラは笑えみを深めた。

「それじゃあ、きみ自身をくれ」

「は？」

「カメレアを牛ぎゅう耳じろうとする悪しき竜を討うち果はたせたら、オレの嫁よめになってほしいな」

「……はぁあ？」

「冗じょう談だんじゃないよ？　ひと目見た時から気に入ってたんだ」

　イリスは今度こそあんぐりと口をあけた。

　トゥレラの顔はにこにこと笑ったままで、やはり何を考えているのやら。

「嫁って……お前、わたしはカメレア神しん殿でんの聖女だぞ。聖女は竜神さまに仕える身だ。お役やく御ご免めんになる時まで、市し井せいの男と結けっ婚こんはできない」

「知ってるよ。そのあたりはね、問題ないようにするから。ねえいいだろう？　きみの妹分とやらも、国も、同時に救えるんだからさ」

「……」

　くだらない冗談だと一いっ蹴しゅうすることもできたが、男の焰色の眼めに宿るぎらついた光を見て、イリスは考えを改める。

（どこまで本気なのかは分からんが……ルーとカメレアを救うためには、たしかにこの男の協力が不可欠だし。実際にこんなところまで来て、噓うそも何もないだろう。対たい価かがわたしひとりですむなら安いものかもしれないが。……しかし）

　どうも怪あやしい。

　竜紋術士というものへの不信感を抜ぬきにしても。話を聞いてからこちら、何もかもが、この男の思うとおりに事が運びすぎていやしないか。そんな気味の悪さがある。

「……その約束、果たすにしても条件をつける」

　ごく、と唾つばを吞のみ、イリスは慎しん重ちょうに切り出した。

「条件？」

「わたしは、カメレアの竜神さまの聖女だからな。お前が、〝カメレアを守っている竜神さまに仇あだなすものではない〟という保証ができるなら、喜んで従おう。娶めとるなり囲うなり好きにするがいいし、どこへなりともわたしを連れていくといい」

「……へえ？」

「だが、もしそうではなく、わたしや神殿を謀たばかっていることが判明したら、……お前の力を以もって、今度はわたしに全面的に従ってもらう」

「なるほどね」

　イリスの言げんに、しばし考え込んでいたトゥレラだが。

「いいよ。きみの出した条件に従おう。万が一にもオレがきみを騙だましていたと判明した暁あかつきには、なんでも言うことを聞くと約束する。きみがそう認識した時に限り、ね」

「？　分かった」

　不思議な言い回しに首を傾かしげつつ、イリスはほっと息をついた。

　竜は、高位であればあるほど、忠実に契けい約やくを遵じゅん守しゅする生き物だ。

　その竜の力を借りる竜紋術士も、約やく定じょうの不ふ履り行こうを嫌きらうのではないか。少なくとも、詐さ欺ぎ師しではなく本物である限りは。イリスはそう結論づけた。

（ひとまず言げん質ちは取れたから、安心だろう）

「ああ、……でも待って、聖女さま」

　しかし、ここでトゥレラは逆に条件をひとつつけてきた。

「オレが悪しき竜を退治しているあいだに、きみに何かあっちゃたまらないなあ」

「……わたしは鍛きたえているから心配はないが？」

「きみはよくても、生いけ贄にえになった聖女見習いはどうかな。きみは、その子の身まで守りながら戦えそうかい？」

「それは……」

　イリスは、ルーの容姿を思おもい浮うかべる。

　まるで、ネモフィラの化け身しんのような、儚はかなげな娘むすめだ。

　横笛こそ、かなりの根こん性じょうで修練に励はげんでいるが、武術のたぐいはさっぱりで、腕うでも脚あしも、動かしているうちにポッキリ折れるのではないかと心配になるほどである。

「……いや無理だな」

　むしろルーには戦いの場を見せたくないほどだ──と頷うなずいたイリスに、「話がまとまったね」とトゥレラはニッと歯を見せた。

「ならまず、オレが生贄の子を救ってきみに引ひき渡わたす。オレには火か竜りゅうさまの加護があるから、悪しき竜とも渡わたり合あえるはずさ。オレがやつを引きつけているあいだに、きみたちはすぐに火山から出て逃にげること。このオレに加勢しようなんて、くれぐれも思わないように。まずは自分たちが助かることに専念するんだね」

「ああ。まずは確保が最優先ということだな。心づかいに感謝する、トゥレラどの」

　いきなり出会ったばかりの自分を報ほう酬しゅうに望んだり、そのわりに妙みょうに自信満々だったり、そう親切そうな性た質ちにも見えないのに、人命救助を優先してくれたり。

（どうも妙だ……？）

　各所にもろもろとさらなる引っかかりを覚えつつ、今はそれでも、この男を信じるしかない。

「とにかく先を急ごう」

　そう言って、イリスが前を向いた時だ。

（！　奥おく神しん殿でんだ）

　エウリュディス火山麓ふもとの奥神殿が、気づけば、木立の向こうに見えている。輝石マルマロスの正門は、暮れなずむ空の下で、ぼんやりと白い影かげを浮かび上がらせていた。

　イリス自身、ここには、目も開かない赤子のころに、竜神さまへのお披ひ露ろ目めに母が連れて来てくれた──ということを、聞いて知っているだけだ。しかし、破は天てん荒こうな性格だった母は、史上最年少で就ついた筆頭聖女の座を早々に辞してカメレアを出しゅっ奔ぽんし、今は大陸各地を飛び回っている。聖女としての籍せきだけは残っているものの、今どこにいるのかはイリスも知らない。

（ずいぶん広そうだ。こんなことなら、お母さまに、奥神殿の話をもっと詳しく聞いておけばよかったな……）

　イリスがため息をついて、大おお門もんをくぐろうと一歩踏ふみ出だしたところで、「待った」とトゥレラに唐とう突とつに制された。

「この先はオレが独りで行くよ。竜同士の力のぶつかり合いになったら危険だし、きみは足手まといだからね」

「それは困る。ルーを、……生贄にされた見習い聖女を保護しなければいけない」

「ああ、そういやそうだっけ。ハァ、面めん倒どうだなぁ……」

　先ほどは自分からその話題を振ってきていたくせに、今度は粗そ雑ざつに吐はき捨すてると、トゥレラは中指を押しつけるように眉み間けんを揉もむ。

「それじゃ、こうしよう。この奥神殿敷しき地ちの内と外とを隔へだてる結界を張るよ。外から内へは入れないけど、内から外へは自由に出られるから、無事にその子が逃げてきたら、ちゃんと世話してあげて。オレが悪しき竜を倒たおせたら、迎むかえにくるから。それまでは絶対にここでおとなしく待っていてほしい」

「結界？　竜紋術はそんなことまでできるのか。……だが、戦いが終わるまで、わたしには加勢もせず外で待てと？　そんな、勝手に──」

「はい、そういうことで。いいね？」

　言うが早いか、トゥレラはぼそぼそと何事か聞き取れない呪じゅ文もんを呟つぶやき、白い門柱に触ふれた。飾かざり彫ぼりの施ほどこされたその表面に、輝かがやく竜紋が浮かび上がり、すぐに沈しずみ込むように消える。

「じゃあね」

「待っ、……ぅあ！」

　するりと門をくぐって敷地の中に入っていくトゥレラのあとを追おうとしたが、イリスだけが見えない透とう明めいな壁かべに阻はばまれてしまった。

（なんだこれは）

「トゥレラどの！」

　そこだけ空気が分厚く凝ぎょう固こしたように、どうやっても先に進めない。門の横から抜けて行こうとしても同様だ。

（くそ！　本当に、このままここで待っていていいのか!?　やはり何かがおかしい……）

　胸むな騒さわぎがする。不可視の壁に手をついてため息をついたところで──唐とう突とつに近づいてくる人の気配を感じ、イリスは目を凝こらした。

（誰だれだ……？）

　いや、そんなことは考えるまでもない。

　まっすぐな長い白銀色の髪かみ、白い花はな嫁よめ衣い装しょうに包まれた、小こ柄がらできゃしゃな肢し体たい。

　──見覚えがありすぎる。

「ルー!?」

　名を叫さけぶや否いなや、イリスは両こぶしで激しく壁を叩たたいた。
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（どうしよう、どうしよう……！）

　奥神殿の正門近くまで駆かけてきてしまうほどに、ルーは混乱のさなかにいた。

（だって、私……さっきの言葉）

　──〝あなたが、好きです〟

　頭の中ではっきりと文字にしてしまうと、ぼぼっと頰ほおに熱が集まる。

（ど、どうしていきなり!?）

　あんなの、あんなの。

　だって、ルーからすれば告白以外の何ものでもない。

　こんなつもりじゃなかったのに。本当に、どうして。

（しかも、好きです、なんて……。お仕えすべき竜神さまに向けて、よりによって、ものすごく不ふ遜そんな言葉）

　オルフェンはどう感じただろうか。

（あう……わ、私は肉になりたい……！）

　ルーは懊おう悩のうのあまり頭をぐしゃぐしゃ両手で搔かき回まわした。

　今ほど「頼たのむからもうこれ以上醜しゅう態たいを曝さらす前にさっさと私を食べちゃってください」と思ったことはない。それはそれで汚よごれ物もの処理をオルフェンにお願いするはめになる。どう転んでもやはり不遜だ。本当に詰んだ。

（でも、どうして？　いつからオルフェンさまのこと、こんなに好きになってたの。だって今までの私ときたら、……いつでも黒い鱗うろこの竜神さまのことばかりで。誰のことも、全然……ううん）

　──オルフェンは。

　セゲーレ湖に落ちたところを助け上げ、介かい抱ほうまでしてくれた。

　自分を食べるでもなく、かといって突つき放はなしもせず。カメレアのために惜おしまず力を貸してくれながら、そばに置いてくれた。

　作った食事を「美味うまい」と食べてくれた。共に語らいながら過ごす時間は、いつまでも続けばいいのにと思うほど楽しかった。

　自分の奏かなでる笛の音ねを、さして糧かてになりもしないはずなのに、気に入ったと褒ほめ、何度も聴きいてくれた──

　そんなの。

（好きにならないはず、ないじゃない……）

　ずっと、黒い鱗の竜神さまのことばかり考えていたから。ほかの誰かに心を移す日が来るなんて、思ってもみなかった。

　たった半月で。

　もうこんなに、ルーは彼が好きだ。

（……オルフェンさまのところに戻もどれない）

　少しだけ、頰の熱は散ってきたけれど。

　オルフェンの顔を見たら、絶対にまた、ものすごい勢いで再集結するに決まっている。赤茄子トマトもびっくりの赤面を曝して、優しい彼をきっと驚おどろかせてしまう。

（もうちょっと落ち着いてから戻ろう、……なんて。どうかしら。落ち着くの？　これ）

　気づけばもう、目の前に、敷地外の木立へと抜ける正門がすぐそばに迫せまっている。

　奥神殿の外に一歩出れば、また妖よう魔まに襲おそわれることもある。それで、オルフェンに迷めい惑わくをかけたばかりだ。

　うっかり踏ふみ越こえる前に、そろそろ引き返さなければ──

　そう思ったところで。




「ルー！」




　大きな声で愛あい称しょうを呼ばれ、ルーははっと顔を上げた。

　常に聞き親しんだそれは、誰のものかといえば。

「イリス姉さま……!?」

　狩かりに向かう時のような凜り々りしい男装に身を包んだイリスが、愛用の白い鯨くじら髭ひげの弓を持って、すぐそばに立っている。

　彼女はルーの姿を認めると、肺はい腑ふから絞しぼり出だすような深い息を吐はいた。

「ルー、よかった、無事で……！」

「イリス姉さま？　ど、どうしたのです……なぜここに」

「どうしたもこうしたもない！　おまえ、なんてバカなことをしたんだ。わたしの身代わりに生贄になるなんて！」

「！」

　鼓こ膜まくがびりびり震ふるえるほどの声で叱しかりつけられ、思わずルーはきゅっと目を閉じた。

「ご、ごめんなさい……」

　これについては全面的にルーが悪い。

　そして、ちゃんとオルフェンに食べてもらうために、大だい神しん殿でんに戻らないまま、いつまでも彼のもとに留とどまり続けたことも。

「イリス姉さまにも神官長さまにもみなさまにも、本当にご迷惑をおかけしました……」

　思わずしおしおとうなだれるルーに、イリスはふと目もとを緩ゆるめた。

「迷惑なんてひとつもない。心配したんだ。だからもう、二度とこんなことはしてくれるな。おまえがわたしの身を案じてくれたのは、とても嬉うれしいけれど」

「っ、はい」

　険けわしい色をふと和なごませた翡ひ翠すいのまなざしに、ルーが思わず微笑ほほえみ返した瞬しゅん間かん。

「すぐにここを出よう。いつまでもいては危ない」

　再び表情を引き締しめたイリスは、強い調子で言うが早いか、さっと手招きして踵きびすを返かえそうとする。

「待って、イリス姉さま！」

「言い争っている暇ひまは……」

「ではなくて、オルフェンさまにご挨あい拶さつもしないで帰るわけにはいきません！　それに私、できる限りあのかたのお世話をして、ご恩を返すと決めているの」

「は……？　オルフェン？」

　ルーの台詞せりふにぽかんとして一瞬足を止めたイリスだが、すぐに細い眉まゆを曇くもらせる。

「それが、悪しき竜の自じ称しょうなんだな？　ルー」

「はい？　悪しき竜……って？」

「おまえ、騙だまされて身の回りの世話までさせられていたのか……。闇オルフェンとはまたいかにもな名だな」

　吐き捨てるような調子で投げられた言葉に、今度はルーがぽかんとさせられる番だった。

「待ってイリス姉さま。おっしゃる意味が分からないです」

　慌あわててルーが言いつのると、イリスは呆あきれたように諭さとしてきた。

「いいか、ルー。おまえが生贄として喰くわれそうになっていたのは、このカメレアの竜神さまじゃない。本物の竜神さまを害し、この地を乗っ取らんと、どこかから飛来した別の悪しき竜だ」

「？　オルフェンさまが本来の竜神さまでないことは存じ上げております」

「おまえ……知っていたのか!?　ならばなぜ逃げなかった！」

　信じられないといったふうに目を瞠みはるイリスに、ルーは負けじと眉を吊り上げる。

「はい。むしろ、カメレア本来の竜神さまを害するだとか、イリス姉さまのほうこそヘンな誤解があるのでは。オルフェンさまは……あのかたは、はるばる所領のテヴェライから加護を代理で行うために来てくださっているんですよ。聖女の奏楽も受け取れないまま、ご自身の命を削けずってまで。純粋なご厚こう意いで」

「……ルー？　おまえこそ何を言って……」

　月に映はえる黄金の髪を揺ゆらし、イリスが目を眇すがめた時だ。

「きゃ……!?」

　──ドン、と強い衝しょう撃げきが地面を揺るがし、ルーは思わずその場に倒れ込んだ。

　慌てて立ち上がろうとするが、第二、第三の衝撃が襲ってくる。

　続いて、めきめきと木々や建造物がなぎ倒されていくような音も。

（な、なに……!?）

　何か巨きょ大だいなものがすぐ近くで暴れ回っているような地じ響ひびきの連続に、ルーが慄おののいてへたり込んでいると、いち早く立ち直ったイリスが手を差さし伸のべてくれる。

「のんびり話している暇はないんだ。竜紋術士どのが悪しき竜を押さえ込んでくれているあいだに、早くここを逃のがれなければ」

「オルフェンさまを、押さえ込む？」

　はっと振り向いた方角は、明るい橙だいだい色いろの光に包まれていた。

　ちょうど、先ほどまでオルフェンと過ごしていた、花はな園ぞののあたりだ。

　目を凝こらせば、宵よい闇やみに噴ふき上あがった火の粉が見える。まるで、そこで勢いよく焰ほのおが燃もえ盛さかっているような……。

「ああ。カメレアの火竜さまの力を使って、退治してくれると──」

「退、治……？」




　──オルフェンを？




　その言葉を聞いた瞬間、ルーは、頭がすっと冷え込むのを感じた。

　怒いかりも、焦あせりも、恐おそれでも。

　負ふの感情はなんでも、度を越した瞬間、ひとの心を凍いてつかせるらしい。

　六年前に生贄に捧ささげられた時、はじめてルーはそれを思い知った。

「急いで門を出て、ルー。わたしはそちらへは行けない。竜紋術士どのが、外からは奥神殿の敷地内に入れないよう結界を張ったから。おまえのほうから来てくれないと」

（そうだったの）

　イリスの言葉に、ルーは納なっ得とくする。

　たしかに不思議だと思っていたのだ。彼女は、すぐそばにいながら、なぜか門からこちらへは入ってこなかった。いつもなら、即そく座ざに駆かけ寄よって腕を取ってくれるだろうに。

（だったら、私のすべきことは決まっている）

「……できません」

　低く呟くと、ルーは、イリスから顔を背そむける。

　相変わらず地面は激しく揺さぶられているし、鼓膜をつんざく轟ごう音おんも鳴りやまなかったが、ルーはそれでもよろめきながら立った。

（オルフェンさま）

　──あのかたを、害させはしない。決して！

　がたがたと震える足を叱しっ咤たし、笛を握にぎりしめ、神殿の奥を見つめる。それから、めいっぱい力を込こめて地を蹴けった。

「ルー！　戻って！　そっちに行ったらダメだ！」

　姉聖女の制止が追いかけてきたが、もうルーは振り返らない。

　ただ無心に足を動かし、一路、オルフェンのもとを目指した。
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　一方。

　ちょうどルーが、イリスと再会する少し前。

　謝りながら駆け去ってしまったルーを見送ったのち、オルフェンは、ただひたすら混乱の中にあった。

（……今のはなんだったんだ!?）

　──〝あなたが好きです〟

　いきなり告げられた言葉に、とうとう願望が幻げん聴ちょうとして聴こえ始めたのかと思った。

（いや、案外本当に幻聴かもしれない。あいつが好きなのは、過去の俺のはずだ。今の俺のわけがない）

　自分で自分の心に冷ひや水みずをかけると、「それにしたって、とうとう妄もう想そうがそこまで……」と、わりと胸に来るものがある。

　ハア、と深いため息をついて首を振り、いい加減ルーを捜しにいくか、と顔を上げたところで。

　すぐそばによく知った気配を感じ、オルフェンは眉をひそめた。




「……トゥレラ？　そこにいるのか」




　焰のような熱を帯びたそれは、間ま違ちがいない。

　旧友のものだ。

「さっすが！　オルフェン、勘かんがいいよね」

　案あんの定じょう。

　少し離はなれたところにある、蔓つる薔ば薇らの棚たな陰かげから、するっと人ひと影かげがひとつ滑すべり出でてくる。

　それが推すい測そくどおり旧友のものであったので、オルフェンはほっと胸を撫なで下おろした。

　特に今は、人間であるルーに心を揺らされていたせいで、同どう胞ほうの存在がことさらに懐なつかしく感じられる。

「やはりお前か、トゥレラ。……なんだ、戻るなら先に報しらせのひとつも入れてくれ。何も用意をしていない」

「気にすんなよ兄きょう弟だい。きみのところの双ふた子ご従じゅう者しゃに命じたところで、ろくな饗きょう応おうなんて期待できないじゃないか。それとも今は、身の回りの世話をしてくれるうるわしの乙女おとめでも見つかったかい？」

　にやにやと薄うすく嗤わらうトゥレラの表情に、いつにない胸騒ぎを覚えつつ、オルフェンは気のせいだろうと片づける。

「……悪あく趣しゅ味みな冗談はよせ。それよりトゥレラ、お前には、いくつか確かく認にんしておきたいことが……」

「そっか。オレはそういうの、別にないんだよ。聞いてあげる時間もね」

「え、──」

　トゥレラの唇が、さらに歪ゆがんだ弧こを描えがく。口くちの端はから犬けん歯しが覗のぞいた。

　ざわりといよいよ背筋が粟あわ立だち、嫌な予感に衝つき動うごかされるままオルフェンがとっさに後ろに踏みこたえるのと、トゥレラが一歩進み出るのは同時だった。

「ぐ、……!?」

　肩かたに焼けつくような痛みを覚え、オルフェンは呻うめき声ごえを上げる。

「トゥレラ!?　いきなり何をするんだ！」

　抉えぐられた傷を押さえて睨にらみつけるオルフェンに、「さすがに五年も欠けっ食しょくじゃ、ずいぶん弱ったらしいね」と囁ささやき、にたりとトゥレラは嗤う。

「きみが人間の聖女見習いに固こ執しつしていた理由が、やっと分かったよ。最近、オレも欲しいものができてさぁ」

　めでたいでしょう？　祝ってくれるよね、と。

　三日月形にたわめた唇から白い歯を剝むき出だしにし、彼は続ける。

「そのためには、ちょっと、きみが口をきける状態だと困るわけ。そういうわけで、協力してよ、兄弟」

「ふざけるな！　事情をまずは説明しろ」

「大まじめだよ。本当、時間がないから。きみがお願いを聞いてくれないなら、実力行使に出るしかないなあ」

　──うっかり手て違ちがいで死なせちゃったらごめんね。

　旧友が首を傾げてくすりと笑うと同時に、耳を覆おおうような地鳴りが響ひびき渡り、足もとが激しく揺れる。

「!?」

　びしびしと音を立て、ネモフィラの花畑を根こそぎ吞み込むようにひび割れる地面を見て、オルフェンは色を失った。

　こんなことは困る。

　自分はいい。

　だが、この奥神殿には今、自分よりも脆もろく、壊こわれやすい存在がいるのだ。

（ルー……！）

　早く逃がさなければ。彼女に危害が及およぶことだけは。

　思わずこうべを巡らせ、生贄の娘が去っていったほうを見てしまう。無意識の行動だった。

　それが相手に決定的な隙すきを与えた。

「！　が、……っは」

　身体からだの中央を襲った灼しゃく熱ねつの痛みに、オルフェンは今度こそ身を折った。口から赤黒いものがぼたぼたとこぼれていく。

　視線を下に向けると、旧友の手が、己おのれの腹部を貫かん通つうしているのが見て取れた。

「ぶざまだねえ……この状じょう況きょうになったとて、オレを警けい戒かいしきれていないなんて」

　背後で噴き上がる火柱から生まれた突とっ風ぷうが、トゥレラの赤しゃく銅どう色いろの髪を巻き上げている。焰と熱とは、彼のしもべだ。

「その甘さが、きみを殺すかもしれないのにね……」

　咳せき込こんで地に片かた膝ひざをつくオルフェンを見下ろし──引き抜いた指から滴したたる鮮せん血けつを舐なめ、旧友は静かに言い捨てた。
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（熱いっ……！）

　神殿の花園まで駆かけ戻もどったルーは、身体全体を押し返すような灼熱の大気に、足を止めざるを得なかった。

　顔を両りょう腕うでで庇かばいながら、どうにか目を開けて状況を確認する。

「なに、これ……」

　思わず喘あえぐように呟き、ルーはただただ呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした。

　一歩でも先に進めば、ただではすまない──そう思わせる、地じ獄ごくのような光景が眼前に広がっていたからだ。

　宵闇に包まれていたはずの花園は、今は、昼間のように明るく橙だいだい色いろに照らし上げられている。

　否いな。

　もはや花園とは呼べない。

　美しかったネモフィラの花じゅうたんは、もはや跡あと形かたもなく。

　そこには、一面の焼けただれた大地があるばかりだ。

　くゆる陽炎かげろうで視界は歪み、その向こうで、カンカンに焼けて真しん紅くに染まった柱や敷石が、ぐすぐすと融とけながら黒こく煙えんを上げていた。無む惨ざんにしぼんだ木もっ香こう薔ば薇らが、さらに炭化してぼたりと落ちる。

（これは、溶よう岩がん……!?）

　よく見れば、全面が燃え上がって見えた大地には、細かな線画を描くように、明るく赤い筋が縦じゅう横おう無む尽じんに走っている。すべて、地下からの噴ふん出しゅつ物ぶつだ。

　ルーが立っている場所で、ぎりぎり、火か砕さい流りゅうは留とどまっている。それでも、手て当あたり次し第だいに何もかもを蒸むし焼やきにせんとする熱のかたまりが、下から圧となって襲いかかってきていた。

　進むのはおろか逃げることすらできず、ルーは声もなかった。

　むしろ、悲鳴を上げるべく口を開くだけで粘ねん膜まくから水気が奪うばわれ、血も汗あせも流せばたちどころに蒸発していくだろう。

（いったい何が起こっているの。オルフェンさまはどこ!?）

　乾かわく眼をどうにか細めながら前方を見ると──溶岩の小川に囲まれ、中なか洲すのようになったところに、見慣れた男が片膝をついている。まとめていたはずの黒くろ髪かみは解ほどけ、熱気にあおられて揺れていた。

　そして、そのすぐ傍かたわらに、焰の化身のごとき赤銅色の髪の男が立ち、彼を無感動なまなざしで見下ろしている。




「オルフェンさま！」




　思わずルーが叫ぶと、地に膝ひざをついていたオルフェンはこちらを見た。

　次いで何かを──おそらくは逃げろと──言おうと開かれたその唇から、声の代わりに赤いものが溢あふれる。彼のシャツの肩や腹が破れ、その下が鮮血に染まっているのを見て、ルーは口もとを覆う。怪け我がをしているのだ。それも、酷ひどく。

（傷の深さは!?　すぐ手当てをしなければ……）

「……きみがカメレア神殿の見習い聖女だね？」

　頭が真っ白になりかけるルーに、オルフェンのそばに立つ男が話しかけてくる。優しげな風ふう貌ぼうとにこやかな表情が、逆に恐ろしい。

「きみのことは、イリスが心配していたから傷つけたくないんだ。死なれると困る。カメレアの竜神としても、自分の持ち物の聖女をむやみに殺したくはないしね」

「え!?　……けほっ」

　その言葉に、ルーは息を吞む。熱気も少し気管に入って噎むせてしまった。

（それじゃ、このかたは）

「まさか、あなたが……カメレアを本来加護してくださっていた竜神さま……？」

「あ、オルフェンから聞いたんだね。そうだよ。名は要いる？　トゥレラっていうんだ」

（……！）

　長年仕え続けてきた竜神の呼び名を告げられたにもかかわらず、まったく感かん銘めいを受けられる状況にない。たじろぐルーに、「よろしくね、我が神殿の、名も知らぬ聖女どの」と軽い調子で続けると、男──火竜トゥレラは、焰蛋白石フレイムオパールの眼を見開き、唇を曲げて笑みらしきものを作った。

「それにしてもきみ、無愛想で付き合いの悪いオルフェンを、よくここまで手なずけたもんだ。尊敬するよ。ところで、イリスには会わなかったのかい？」

　まがまがしいそれに怯ひるみ、ルーが答えられずにいると、トゥレラは勝手に都合よく解かい釈しゃくしたらしい。

「会わなかったんだね。よかった。じゃ、そこで待っておいで」

「……え？」

「イリスに余計なことを言わなければ、きみは見み逃のがしてあげる。彼女に見つかる前に、オレはオルフェンを口がきけないくらいに痛めつけておかないといけなくてね。だから、邪じゃ魔ましないでくれる？」

　まるでルーに興味なさそうな調子で言うと、トゥレラは肩で息をするオルフェンを見下ろす。

「ごめんねぇ。きみに恨うらみなんてこれぽっちもないんだけどさ。オレにも都合ってものがあって。……ああ、そうだ。六年前に貸しがひとつあったよね。それを、今ここで返してもらうってことで、どうかな？」

「なんの……話だ……」

　やっとのことで苦しげに声を絞り出すオルフェンに、トゥレラはますます笑みを深めるばかりだ。

「あらかじめ爪つめに鉛えん毒どくを仕し込こんできたから、ちょーっと効きくだろ、オルフェン？　傷を塞ふさぎたくとも、竜形に戻れないくらいには」

　その言葉に、ルーがはっとトゥレラに向き直ると、彼は右みぎ腕うでを顔の前に掲かかげた。

　人間のものからおよそかけ離れ、なかばから赤く変色するように鱗に覆われたそれ。指先からは鋭えい利りな五ご爪そうが伸び、絶えず赤黒いものが滴したたっている。

（まさか、オルフェンさまの……）

　さっと青ざめるルーの前で、「動かないでよ、オルフェン」とトゥレラは目を細めた。

「じゃないと、殺さないよう手加減が難しいからさ……」

　彼の左手が、オルフェンの黒い前まえ髪がみを摑つかみ、無理やり引き上げる。その首筋に爪の先が当てられたとたん、ルーは思わず声こわ高だかに制止していた。

「おやめください……！」

　だが、トゥレラはこちらを一いっ顧こだにしない。

　そう。言葉だけでは無む駄だだ。分かっている。

　だから。

（先ほどこのかたは、私が死ぬと困る、と言ったわ……）

　トゥレラはルーにとって、本来仕えるべきあるじである。竜神に物もの申もうすなど、たいへんな不敬なのだろう──それでも。

（私の命は、脅おどしになる）

　ルーの頭にはもう、どうやってオルフェンを救ったらいいか、それしか残っていなかった。深く考える前に、熱で曲がり始めた銀の横笛を構える。

　すぐ足もと、──ほんの一歩先には、真っ赤に焼けただれた地面が広がり、網あみの目めのような溶岩の川が流れている。

　けれど。




「おやめください、と申し上げたのです」




　凜りんと声を張ると、ルーは火傷やけどしそうに熱い銀笛を唇に押し当てた。
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（届いて……）

　息を吹ふき込こむと同時に、紅あかく染まった空気を裂さいて、清せい冽れつな音が場に満ちた。

　同時に、ルーは一歩、前に踏み出す。

　じゅうっと革かわサンダルの底が煙けむりを上げ、焼けた石が足裏を炙あぶる。

（痛っ……！）

　怯んだのは一瞬で、ルーは姿勢も崩くずさないまま、笛に息を吹き込み続ける。

　煮にえたぎる空気は、息を継つぐたびに喉のどと肺を抉るようだ。

　それでも一歩。また一歩。

　ためらわず、動じもせず。笛を奏でながら進んだ。

「おい……何をしている、ルー！　やめろ！」

　とっさにオルフェンが、驚いたように制してくる。

　トゥレラもまた、あっけに取られてこちらを凝ぎょう視ししていた。

「え……なんだよ……この子は……」

　思わず彼が手を放し、オルフェンが自由になったのをまっすぐ視線の先に捉とらえながら、ルーはさらに一歩、足を前に踏み出す。とうとう白い花嫁衣装の裾すそが焦こげ、焰が燃え移った。それでも意にも介かいさず、なおも前へ。

　もちろん、ひと時たりとも、音を紡つむぐことを止めはしない。

（絶対に助けてみせる）

　だってもう。

　──この身は、二度も死んでいる。

　消えるはずだった命をいまだ残しているのは、きっとこの時のため。

（私は、あなたの生贄です。だから）

　それだけが今最大の使命で、ほかの何も、怖こわくはない。

（あなたの命を繫つなぐのであれば）

　たとえ生きながら焼かれたって。決して、歩みも吹すい笛てきも止めるものか。

　焰と熱に何もかもが包まれる、この世の果てのような光景の中に、美しく澄すんだ音が響きわたる。その連なりの中に、ひと筋、光明が見えた気がした。

（ああ、いま──）

　摑んだ、かもしれない。

　聖女の音を、想う竜神のもとに、力として届けるすべを。

　あとひと息。もうひと節。

　奏でるほどに、きっとそれは彼を癒いやし、甦よみがえらせるはず──

　いつの間にか、オルフェンはおろかトゥレラすら、ルーから目を離せず、呼吸すら止めている。

　動かす足はかろうじて残っているけれど。もう、熱や痛みの感覚すらない。

　肺はい腑ふには空気の代わりに熱のかたまりが満ちていて、ルーは、たまらず咳き込んだ。

（まだ……！）

　せめて、もうひとかけ。

　この音が、彼を救う力になれば──

　意識が朦もう朧ろうとし、とうとうルーが笛を構えたまま、前に倒れ込みそうになった時だ。




「……すまなかった」




　力強い腕に抱だきとめられ、ルーはおそるおそる、顔を上げた。

（オルフェンさま……）

　すでに名前を呼ぶ体力すら残っておらず。

（良かった。笛が、……少しは、お役に立ったんだわ……）

　かすかす、と呼吸の動きだけで謝意を伝えようとするルーに、オルフェンは険しい顔で首を振った。

「しゃべるな。……あとは任せろ」

　言うが早いか、ルーを腕に抱かかえたまま、その身体が、淡あわい黄金に輝き始める。

　ぎちりと嚙かみしめられた口こう端たんから、鋭するどい牙きばが覗く。その首筋に、黒い鱗が──

（……黒？）

　ふと首を傾げた瞬間、彼の姿は大気に溶とけた。

「……っ!?」

　ルーが声にならない悲鳴を上げた瞬間、視界が高く上がり、地を覆う熱が遠ざかる。

　身体ががくんと浮くような感覚に、思わずルーは目を瞑つぶった。




　次にまぶたを上げた時、──ルーは、巨大な漆しっ黒こくの竜の爪に守られていた。




「え……」

　熱風に、黒くろ焦こげになった花嫁衣装の裾があおられている。火ぶくれた足をぶらぶらと宙に投げ出したまま、ルーは目を瞠った。

（オルフェンさまの、お姿……いいえ、このおかたは……）

　忘れるわけがない。

　何度も夢にまで見た。

　幻まぼろしでも見つめるようにオルフェンを見上げたまま声を出せずにいるルーの前で、闇やみ色いろの美しい竜神は、天に向かって吼ほえる。

「きゃ!?」

　びりびりと身のうちまで揺らす、並の猛もう獣じゅうなど及びもしない大だい音おん声じょうに、ルーは思わず耳を押さえた。

　それと同時に、再び地鳴りが大地を揺るがす。

（何が……!?）

　ふと気配を感じたルーが首を巡らせると、セゲーレ湖のほうから、幾いく筋すじもの不可思議なものが飛来してくるのが見えた。

（あれは蛇へび？　違ちがう……水だわ！）

　竜神の呼びかけに応じた湖水が、天あま駆かける奔ほん流りゅうとなって押し寄せてきたのだ。

　たちまち、地を焼いていた溶岩を冷たい水が覆い尽くし、大量の白い蒸気を道連れに、熱も焰もすっかりと消し飛ばしてしまった。

「くっそ……！」

　トゥレラが短く吐き捨て、自らも変へん化げをしようとする前に、オルフェンの逞たくましい前ぜん肢しがその身体を地べたに縫ぬいとめていた。

「がはっ」

　押さえ込むくろがねの五爪が檻おりとなり、身動きが取れなくなったトゥレラに、オルフェンが低く問いかける。

『トゥレラ。いくらお前でも、許せることと許せぬことがある。どういうことか説明してもらおうか』

　銅鑼どらのような声こわ音ねだが、間違いない。

　──六年前に聴いたのと、同じ声だ。

「降参だ。分かった、言うから……っ！」

　押しつぶす勢いで地に押しつけられたトゥレラが呻く。

『手短に』

　苛いら立だたしげに念押ししたオルフェンに、「仕方ないなぁ」と嫌そうな声を出し、仰あお向むけに地に留とめられたまま、トゥレラはしぶしぶ口を開いた。

「……カメレア神殿の聖女にひと目ぼれしたんだ。生贄に捧げさせようとしたが、そこの見習いが身代わりになったせいで、もらい損そこねた」

「え？」

　それを聞いて、ルーはきょとんとした。

　もちろん、理由そのものがあまりに見けん当とう違ちがいの方向から飛んできたせいもあるが。

（私が身代わりになったせい？　ということは、このかたがひと目ぼれしたのって）

　けほけほ、と何度も咳き込んだあと、ルーはどうにか出せるようになった声で疑問をぶつけてみる。

「ええっと、……その聖女って……イリス姉さまのことです？」

「ああ、そうだよ。こいつに……オルフェンにうまいこと土地の加護を押しつけてふらっと旅に出られたはいいけど、行くとこ行き尽くしてヒマしてたら、狩りをしている彼女を偶ぐう然ぜん見かけて、運命だと思ったんだよ」

（あっ、なるほど……ええっ!?）

　イリスは、美女揃ぞろいのカメレア神殿でも、とりわけ見み目め麗うるわしい娘だ。あの凜々しい姿に魅み入いられるのは、何も人間ばかりではなかったということか。

　混乱しつつも納得するルーとは違い、不満げに鼻を鳴らしたのはオルフェンだ。

『たしかに俺がカメレアを治めているあいだも、お前が本来の守護の座を退しりぞいたことにはならないから、生贄は得られるだろうが……なら、直じかに俺にそう言えばよかっただろう。その聖女との仲を取り持つようにと』

「それじゃ意味がない」

　トゥレラはふてくされたようにため息をついた。

「あとで、生贄にイリスを受け取れなかったのは、逆に幸いだったと思い直したのさ。オレがカメレアの竜神でいる限り、彼女の本心は聞けないだろうけれど、今なら単なる同じ人間のふりができる。そのうえで、ものにしたかったんだ」

（はぁあ……）

　いっそすがすがしいほどの開き直りぶりに、ルーは感動すら覚えた。なんて身勝手な。

　──しかし、この気まぐれぶり。紛まぎれもなくこのおかたは、カメレアを護まもる竜神さまに違いない。今さらながら実感が湧わいて、ルーはなんともいえない気持ちになった。

　まさか、聖ルリジナを守護聖女に持つ自分が、百年ぶりにこうしてその性しょう分ぶんに翻ほん弄ろうされようとは。数すう奇きな運命にもほどがあろうというものだ。

「それで、オルフェンさまを傷つけたって言うんですか？　あなたさまの代わりに、治めるべき地を護ってくださっていた、このかたを……」

　怒りを押し殺してルーが問うと、「言っとくけど、オレにばっかり利がある話じゃなかったんだぜ」とトゥレラは半眼になった。

「だってコイツこそ、六年前に助けた小こ娘むすめにひと目ぼれぶっこいて、用事もねえくせにやれ様子を教えろだのそれ元気かだの、やかましいったらウグッ」

『余計なことを言うな』

　トゥレラの口こう上じょうを、物理的に腕に力を込めることで遮さえぎったオルフェンに、「え」とルーはおろおろする。

（今なんだか、とっても大事なことを聞いたような）

「あの、オルフェンさま、さっきのトゥレラさまの話……」

　失礼ではないだろうかとためらいつつ、なぜかかたくなにこっちを見ないオルフェンに、おそるおそるルーが問いかけようとした時だ。




「その話は本当なのか、竜紋術士どの？」




　すぐ後ろで声が聞こえ、ルーははっと振り返った。

「イリス姉さま!?　入ってこられたんですか」

「ああ、さっきいきなり結界が解けてな。……で。偶然にも、一いち部ぶ始し終じゅうを聞かせてもらったわけだが……」

　にっこり美しく微笑ほほえんだイリスは、顔の脇わきだけ伸ばした三つ編みを指先でいじっている。それは彼女が苛いらついている時のしぐさだと、ルーはよく知っていた。

　いまだ拘こう束そくされたままのトゥレラも、どことなく不ふ穏おんなものを察知したらしい。何やら言い訳を始める。

「あー……聖女さま、ではなくイリス。ちょっとオレの話を、……うぐぇっ！」

　しかし、不意に笑みを消し、つかつかと歩いてきたイリスは、なんのためらいもなく地べたに縫いとめられたトゥレラの頭を踏んづけた。

「余計な話など聞かずとも。とりあえず貴殿がこちらの本来の竜神さまで、我々の土地を勝手に放り出して、そこにおいでの旧友どのに押しつけた挙げ句、さまざまな狂きょう言げんで惑まどわせてくださったことは、それはそれはようっく理解いたしましたが？」

　ぎりぎりぎり、と足に力を込めながら、もろもろと押し込めた黒い感情が滲にじむ声でひと息に続けたあと、イリスは「ハァ……」と深い息をついた。

「う、ぶぶ」

「このイリス、聖女としてまだまだ未熟な身ですが、まさか、こうしてお仕えしている竜神さまの脳天を踏む日が来るとは思いませんでした！」

「あっそう？　こういうのオレも想定外だったけど、意外とクセになりそ……」

「黙だまらっしゃい!!」

　あまりの剣けん幕まくに、いっさい口を差しはさめずにいるルーとオルフェンをうっちゃり、イリスは大声でどなった。それから、ふと静かな調子で続ける。

「竜神さま──いえ、トゥレラどの。ここに来るまでに交かわした約束覚えてますよね？」

「……あー、うん。何か言ったっけね」

「わたしと神殿を謀たばかっていたことが判明したら、わたしの言うことをなんでも聞くと」

「どーだったかなー？」

「では願いを申します。一生、カメレアを守るために誠心誠意努つとめてください」

　神殿から、聖女の奏楽は従来どおり捧げるので、今後は偽いつわらず怠なまけず、全力を以もってカメレアに尽くすこと。

「約束、なさってください」

　一度取りつければ──竜は契けい約やくを破れない。

　もちろん、先ほどイリスが口にした「ここに来るまでに交わした約束」とやらが根こん拠きょになっているのだろうが。

　イリスの出した条件に、トゥレラは目をしばたたくと。

「その奏楽を捧げてくれる神殿の聖女って、きみもメンツに入ってる？」

　と、首を傾げてきた。

「……まあ、一応は」

　イヤそうながら同意するイリスに、へらりと笑うと、トゥレラは大きく頷いた。

「そっか。じゃ、悪い話じゃないなあ！」

「……ホー？」

　その能のう天てん気きな声に、再びこめかみに青筋を浮かべたイリスが、足に力を込めて彼の後ろ頭を地にめり込ませた。

　慌ててルーは、「ま、待ってイリス姉さま、それでも竜神さまなんだから!?」と姉聖女を止めるはめになったのだった。




　イリスとトゥレラは、その後も何やら言い争いを続けていた。バカバカしくなったのか、オルフェンは拘こう束そくを解くことにしたらしい。

「とりあえず解決したはいいが……ひどい有あり様さまだな」

　ついでに竜形から人の姿に戻ったオルフェンが、ため息交じりにこぼすので、ルーは眉根を寄せて頷いた。

「そうですね……せっかく咲さいていたお花たちが」

「そっちじゃない」

「え？　……わわっ」

　ぐい、と肩を捉えられたと思ったら、急に身体がふわりと浮く。ルーはびっくりして手足をばたつかせた。

　横ざまに抱えられたのだと分かったのは、オルフェンの顔が、すぐそばにあったからだ。今度は別の意味で混乱する。

「……こんなひどい火傷を負って」

「！」

　彼のまなざしが、自分の足に向けられているのを知り、ルーはぱちりと目をしばたたく。

（そっか、さっき焼けた地面を歩いた時に……）

　あまりにいろいろなことが立て続けに起こりすぎて、すっかり怪我のことなど頭から吹き飛んでいたが。一度意識しだすと、とんでもない勢いで痛みが襲ってくる。

「うう、熱いです！　痛いです！　どっち？」

「相変わらず本当に、無茶をする娘だな」

　苦笑交じりに腕の中の己を見下ろしてくるオルフェンに、ルーは一瞬、痛みも忘れて頰を染める。そして、はっとして口を開いた。

「た、食べやすいよう、焼いておきました……？」

「言うべきことはそれなのか!?」







[image: 終章]

　オルフェンの負おった傷は、ここ数年ぶんの飢うえや疲ひ労ろうごとルーの横笛で癒いえたようだが、人間であるルーの火傷やけどはそうはいかない。

　なんにせよ、これ以上オルフェンの命が脅おびやかされることはない。そう安心した瞬しゅん間かん、ルーの意識はふっつりと途と切ぎれた。よりによって「食べやすいよう焼いておきました」発言の直後である。

　そのまま高熱を発して倒たおれたルーは、三日三晩寝ね込こみ。目が覚めたあとも、ひどいことになった足で動けるわけもなく、ひとまず奥おく神しん殿でんで静養することになった。




「申し訳ございません……オルフェンさまのお世話をすべき身で、逆にお世話になるなんて……。生いけ贄にえとして恥はずべき不覚」

　奥神殿のいつも使っている小屋のベッドで、オルフェンに助け起こしてもらいながら平へい身しん低てい頭とう謝あやまるルーに、彼は呆あきれ半分に苦く笑しょうした。

「気にするなと何度言わせるんだ。それより、調子はどうだ。熱は下がったようだが」

「はい。一人で歩くのはまだ少し時間がかかりそうですが、かなり痛みは引いてきています。イリス姉さまが調合してくださった軟なん膏こうが効きいていて」

　イリスはカメレア神しん殿でんにうまく事情を誤ご魔ま化かすと、ルーの世話をするためにここに残ってくれている。すっかりイリスの下げ僕ぼくと化したトゥレラももちろん従えられているが、彼は彼でなんとなく幸せそうなのでよしとしたい。

「アンズを持ってきた。食えそうか？」

「あ、はい。えっと、自分で……」

　みずみずしいアンズの実をつまんで差し出してくるオルフェンに、ルーは赤面しながらわたわた手を振ふった。しかし、問もん答どう無む用ようで口もとに「ん」と近づけられて、ためらいがちにカプッとかじりつく。

（……甘い）

　喉のどを滑すべり落おちていく果実のかけらに、ルーは頰ほおを緩ゆるめる。

「おいしいです」

「……ならよかった」

　ほのぼのとやわらかな空気が場に満ちるが、それきり会話が続かなくなる。

（いろいろあって、あれから何も話せていない）

　彼が、六年前ルーを助けてくれた、黒い鱗うろこの竜りゅう神じんさまだったこと。

　あの晩、心のままにしてしまった、不ふ遜そんな恋こい心ごころの告白のこと。

　何より。

　これからオルフェンはどうするのだろう、ということも。

　今は、ルーの身を案じてここに留とどまってくれているけれど。本来の守護神であるトゥレラが戻もどってきたからには、遠からず、もとの居場所であるテヴェライに去る。

（私はカメレアの聖女だから。本当は、ここでお別れのはず）

　でも。

　本音をもう隠かくせないほどに、──この心は。

「私。オルフェンさまに、お願いがあるんです……」

　きゅっと指先を絡からめ合あわせ、ルーは視線を落として呟つぶやいた。次のアンズを選ぶ手を止め、オルフェンは「どうした？」と首を傾かしげて応じてくれる。

　そんな彼に、ルーは意を決してスミレ色のまなざしを据すえた。




「時間が経たって冷めてますけど、せっかく焼いたので。やっぱり召めし上あがりませんか、肉」

「待て。本当にどうした」




　ずる、と姿勢を崩くずしかけるオルフェンに、「だって」とルーは目を潤うるませた。

「……生いけ贄にえでないと。食べていただけないなら、私は。……あなたのそばにいられない。そのための、大たい義ぎ名めい分ぶんがないのです」

「ルー」

「おそばに、いたいのです。だって私……」

　今も昔も。

　否いな、今のほうが昔よりずっと。

　オルフェンのことが大好きだから。

　あまりに大それた想おもいを、改めて声にすることができずに。言葉が続かないまま唇くちびるを嚙かむルーの頭に、オルフェンがぽんと手を置いた。

「いや、大義名分ならあるぞ」

「え？」

「トゥレラいわく、どうも俺は、このエウリュディス火山に棲すみついた悪あしき竜りゅうらしいからな。古来から悪しき竜といえば、乙女おとめをさらうものだ」

　オルフェンの台詞せりふにぱちぱち目をしばたたいていたルーは、彼の言わんとすることを悟さとって「あ」と目を瞠みはった。

（それって）

「私を、テヴェライにさらってくださるんですか？」

　思わず尋たずねるルーに、彼は頷うなずいて手を差さし伸のべる。




「ルー。……ルーチェ。俺に身を捧ささげてくれるなら、一生をかけてそばでその笛を聴きかせてくれ。ただ喰われるための生贄ではなく、共に生きる花はな嫁よめとして」




「──はい！」

　勢いきおい込こんだルーは思わず、手を握にぎり返すためにベッドから身を乗り出してしまい、オルフェンに抱だきとめられる。

「そんな朝飯前なお仕事、私にとってほかにありません」

　冗じょう談だんめかしてそのままぎゅうっと黒くろ髪かみの頭にしがみつけば、噴ふき出だしたオルフェンは、もっと強い力で抱きしめ返してくれたのだった。

　　　　　　　　　　[image: ]

　さて、それからしばらくののち。

　エウリュディス火山の上を横切り、巨きょ大だいな黒竜の背に乗って、ひとりの聖女が飛び去る姿を、数多あまたの旅人たちが目にした。

　どう見ても生贄以外の何ものでもないのに、しろがね色の髪かみを揺ゆらして自ら竜に身を寄せるその娘むすめは、ひどく幸せそうで。

　カメレア各地を遍へん歴れきする吟ぎん遊ゆう詩し人じんたちの歌題といえば、しばらく不思議な生贄の乙女一いっ辺ぺん倒とうだったということだ。







[image: ずっと一緒に]

　ルーチェ・ルリジナは齢よわい十六にして、人生で二度も竜りゅうの生いけ贄にえになりかけた。

　それぞれに臆おくすることなく臨のぞんだ彼女だが、そんな彼女も苦にが手てなものがひとつある。

　──置き去りにされることだ。




　時は遡さかのぼり、オルフェンがルーを自国に連れていくより、少し前の話。

　さて、カメレアを守り続けた火か竜りゅうが、神しん殿でんを裏切ってひとりの聖女を手に入れようとしたことは、都市国家史上類を見ない暴ぼう挙きょだった。

　──が、結果として、真相は現場に居合わせた者たちの胸ひとつに収おさめられた。赤い矢じりの黒くろ羽はの矢やそのものがなかったことになり、生贄の要求は〝誤りとして〟処理する。それが、四名共の合意だ。

　おまけにイリスの利きかせた機転のお蔭かげで、トゥレラは生来の気まぐれを封ふう印いんし、今後はずっとカメレアの平へい穏おんを脅おびやかすことのないよう加護に努つとめてくれるらしい。その事実は、カメレア神殿の聖女の一員として、ルーにはこの上もなく喜ばしい話である。

　こうして、トゥレラが起こした騒そう動どうにはひと区切りがついたものの、──奥おく神しん殿でんの被ひ害がいはなかなか甚じん大だいだった。

「しばらくルーは動けずにいたけれど。そろそろ火傷やけどの具ぐ合あいも落ち着いてきたし、大だい神しん殿でんでちゃんと静養しないか？　今はよそから調達して回しているけれど、長く滞たい在ざいするには、誰だれかさんが台だい無なしにしたせいで、この奥神殿には物がほとんど残っていないからな」

　隣となりでそらぞらしく口笛を吹ふくトゥレラを横目で睨にらみながらイリスの発した言葉に、ベッドの上で半身を起こしたルーは、傍かたわらに立つオルフェンと顔を見合わせたものだ。たしかに、花はな園ぞのや隣りん接せつの菜園は、焼けただれてひどい有あり様さまなのである。

「それに……テヴェライからはるばる加護に来てくださっていた竜神さまに、こんな山やま奥おくのひなびた場所でずっとお過ごしいただくわけにもいかない」

　イリスのダメ押しが決め手になった。

　果たして今、ルーは無事にカメレアの大神殿に戻もどり、動ける範はん囲いで同じように、オルフェンのそば近くに侍はべっている。

　ちなみに、オルフェンのために、最高級のもてなしが準備され、大神殿の客きゃく棟とうをまるまるひとつ貸し切られている。

　上等な白しろ輝き石せきと黒くろ輝き石せきのタイルを互たがい違ちがいに組み合わせて造られた床ゆかが美しく、繊せん細さいな細さい工くの飾かざり柱ばしらが高い天てん井じょうを支えるそこは、ずっと他都市からの来らい賓ひんにすら供されず、実際に使用されること自体が稀まれらしい。

　大神殿の敷しき地ち内ないでもいっとう見晴らしのいいその客棟からは、灰色の岩と緑がまだらになったエウリュディスの山々や、カメレアの白はく亜あのまちなみが一望できた。

（なんだか今でも夢みたい）

　めいっぱい大きく切られた窓から、山向こうに暮れなずむ陽を眺ながめつつ、ルーはため息をついた。

（あの〝黒い鱗うろこの竜神さま〟にもう一度お会いできたばかりか、こうして笛を聴きいていただけるなんて）

　葦あしを組んだ椅い子すに腰こしかけていつもの横笛を奏かなでるルーの前には、今、オルフェンがいる。

　輝石の床に敷しかれた緋ひ毛もう氈せんの上に寝ねそべりながら、じっと黙だまって瞑めい目もくし、音色に耳を傾かたむけてくれていた。褐かっ色しょくの肌はだをいつもの黒い麻あさのシャツに包み、同じく装身具を首や手足に絡からめた姿は、夕刻の薄はく暮ぼの中にあっても、今日も今日とて美しい。

　黄金のゴブレットにぶどう酒を注ぎ、鶏にわとりのハーブ入り塩しお窯がま焼き、花の形に削けずったチーズや白パンなどが肴さかなに饗きょうされていたが、「音楽に集中したい」と彼が手をつける気配はなかった。

　──〝もう今さら、ほかの聖女の奉ほう仕しを受けたいとも思わない。それに、今まで聴いた中で、お前の音がいちばん性しょうに合あう〟

　そう言ってくれたオルフェンのお蔭かげで、この神殿で、彼が帰るまでのあいだの世話係を任されたのだ。もっとも、足が本調子ではないので、できるお仕事といえば、こうして笛を奏でることくらいではあるが。

（……どうしよ。幸せ）

　平たく言って、ルーはかなり浮うかれた。

　憧あこがれの御おん方かたと再会できたばかりか、こうしてそば近く仕え、音を所しょ望もうされ、堂々と共に過ごす時間を与あたえられている。

　──この瞬しゅん間かんで時間が止まってしまえばいいし、死ぬなら今がいい。そんなふうにさえ感じる。

（あと、望むことなんてひとつだけ）

　一曲を吹き終わり、笛から唇くちびるを離はなしたルーは、ザクロ色の目を開けてこちらを捉とらえたオルフェンと視線を合わせた。

　そして、想おもいを込こめて希こいねがうのだ。




「あの、そろそろ私のこと食べません？」

「その話まだ続いてたのか!?」




　予想どおりの反応が返ってきた。

「あっ、やっぱりダメですよね。言ってみただけです……」

　がっくりと肩かたを落としつつ、ルーはスミレ色の大きな目をじっと瞠みはり、涙なみだをためてオルフェンを見た。

「あのな、ルー……。お前は俺と一いっ緒しょにテヴェライに行くことになっただろう!?　今さらお前が命を捧ささげる理由はどこにある？」

「え？」

「なんだかお前は、まるで自分から死にたがってはいないか」

　呆あきれたようにオルフェンに問われ、「それは」とルーは口を開きかけ──結局、閉じてしまった。

「そんなことは、……決してないのですが」

　結局曖あい昧まいに微笑ほほえんで、「ぶどう酒のおかわりいかがですか」と誤ご魔ま化かしたルーに、オルフェンは深いため息をつく。

「ルー。以前、竜神の能力について自分は知りようがない云うん々ぬん、という台詞せりふを俺に向けたことがあったと思うが」

「……はい」

「俺には、人間の心を読む力はない」

「！」

　ルーが顔を上げると、オルフェンは、眉まゆ根ねを寄せて心配そうな顔をしていた。

「だから、お前が自分で言ってくれなければ、何を考え、何に悩なやんでいるのか、いっさい知ることはできないんだ。……いたずらに心を騒さわがしくするばかりでな」

「はい」

　頷うなずきながら、ルーはため息をついた。

　ルーはオルフェンが慕したわしい。なぜなら彼は、ルーにとって大恩ある竜神で。優やさしくて、美しくて、情に篤あつくて、それで。

　でも。

（言っていいのかな）

　長らく着用していた花はな嫁よめ衣い装しょうではなく、見習い用の簡素な白い聖せい女じょ衣いに、同じく修しゅ行ぎょう中ちゅうであることを示す青の飾り帯を巻いた胸を、ついルーは押さえた。

　その下には、六年前オルフェンから渡わたされた黒い鱗がある。無意識のしぐさだが、あとで気づくとはっとする。

（しまった、またやっちゃったわ。オルフェンさま。……やっぱりご覧らんになっている）

　最近は少なくなってきたが。気おくれしたり勇気がほしいときに、つい鱗の護符に縋すがってしまうことを、オルフェンがあまり快こころよく感じていないのは、ルーも知っていた。

　なお、先日理由をそれとなく尋たずねたら、ひどく逡しゅん巡じゅんしたあとに、「お前が気にすることでもないが、なんとなく過去の俺に負けた気がしてな」とばつが悪そうに教えてくれたので、ルーは不覚にもきゅんとときめいてしまったものだ。

「あの……話を聞いても、気を悪くしたり、あまつさえ後ろめたく思ったりしないって約束してくださいます？」

「？　ああ」

　オルフェンが首を傾かしげつつも即そく答とうしたので、ルーはほっとしながら続けた。

「怖こわいんです」

「怖い？」

「そんなことがもうないって分かっていても、置いていかれるのが」

「……？」

　解げせない顔で眉まゆをひそめるオルフェンに、言いにくいと感じつつ、ルーは続ける。

「六年前。ずっと育ててくれた故郷の村の人たちに生贄に差し出されたことは、そんなに意外じゃなかったし、仕方ないかなって諦あきらめられたんですけど」

「……仕方なくはないだろう」

　自らの命を諦あきらめるようなルーの言葉に、オルフェンがますます眉根を寄せるので。ルーは慌あわてて「当時の話です」と手を振ふった。

「それから、オルフェンさまに助けていただいて、お背中に乗っているあいだに、うとうとしてしまって、……起きたらあなたさまはいらっしゃらなかった……ので」

　大神殿の正面門の前で、黒い鱗を握にぎりしめて眠ねむり込こんでいたルーを、門衛が見つけてくれたのだ。

　鱗が身分証代わりになり、ルーはすぐに大神殿に受け入れてもらえた。だから孤こ独どくにはならなかったけれど。

「目が覚めたら、……もう一度お会いできると思っていたので……」

「……すまなかった」

　ぽそぽそと白状するルーに、オルフェンは申し訳なさそうに眉を下げた。

　ルーは慌てて「いいえ！」と否定する。

「お蔭で、カメレア神殿で聖女の修行をさせていただきましたし、イリス姉さまやユスティル神官長さまはじめ、いろいろなかたがたと得え難がたい絆きずなもたくさんできました。ですので、まったくオルフェンさまのお気になさる必要のないことです！」

　表情を暗くしてしまったオルフェンの誤解を解とこうとわたわたと言いつのっているうちに、ルーはふと自覚した。

（……でも）

　過去のことだ。

　オルフェンにはオルフェンの事情があり、ルーをカメレアの神殿に預けた。

　それをいつまでもいつまでも、こだわって怖おそれて怯おびえているのはルーの事情だ。

　ルーは聖女衣の中から黒い鱗を取り出し、紐ひもを首から外す。手のひらに載のせた漆しっ黒こくのそれは、真しん珠じゅのようなきらめきを放ち、今日も美しい。

　毎日のように、眺めては元気をもらってきた──けれど。

「オルフェンさま」

「どうした」

「過去のあなたさまの鱗に、ご無礼を働いても構いませんか？」

「無礼？」

　首を傾げるオルフェンの前を通り過ぎ、ルーはおぼつかない足取りでひょこひょこと切り窓へと歩み寄る。

　そして、ぎゅっと一度鱗を抱だきしめると、大きく腕うでを振りかぶった。

「えいっ」

「!?」

　勢いをつけて投げ捨てた鱗は、夕ゆう陽ひを照り返してきらめき、そのまま眼下の木立の中に吸い込まれていった。

「お心を煩わずらわせてしまってすみませんでした」

「いや、……よかったのか？」

「はい。そろそろ気持ちに区切りをつけなければいけないと思っていたので」

　いつの間にか、すぐそばに来てくれていたらしい。鱗が消えた軌き跡せきをじっと見つめるルーの肩に、オルフェンの手が触ふれる。

「過去は、ずっと大事です。あなたさまが助けてくださったことは、私にとって奇き跡せきで、宝物なので……でも」

（私はもう置いていかれることはない）

　あの鱗は、赤子が抱きしめて眠る、お気に入りの人形に似たものだったのかもしれない。触れていると安心するから。

　けれどルーはもう、置いていかれるばかりの、何もできない子どもではない。

「私、これからは、あなたさまの向かう場所に、どこでも自力で追いかけていきますから」

「……ルー」

「なにせ私にはこうして、元気に歩ける足がありますからね！　ちょっと焼けましたけど」

「もう二度と焼かないでくれ」

　呆あきれ交まじりに額を押さえつつも微笑ほほえむオルフェンに、ルーは満面の笑えみで頷うなずいた。

　しばらく二人してにこにこと笑みを交わしていたが、そのうちにオルフェンがふと視線を逸らす。どことなくそわついたその様子を見て「どうされましたか？」と首を傾げたルーに、彼は大きく息を吸って吐くと、覚悟を決めたように切り出した。

「いや、その……お前が生贄だというなら」

「？」

「少し、味見をしても許されるか？」

「え？」

　きょとんとルーが目をしばたたいているうちに、その顔にふっと影かげが落ち。気づけば、オルフェンの緋ひ色いろの双そう眸ぼうが、息のかかるほどそばにある。唇の端はしっこに、ひんやりと冷たい感かん触しょく。
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「……！」

　触れるだけの口づけを落とされたルーは、しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、状じょう況きょうに気づいた途と端たんにぼっと頰ほおに火をともした。

「えっ、あっ、あの！」

「美味うまかった」

「！　あわ、恐きょう縮しゅくでございます……」

　ぷしゅう、と湯気を噴ふきそうに赤面していたルーを、面おも白しろそうに見つめていたオルフェンだが。そこで、ルーが袖そで口ぐちをくいくいと引っ張ると、訝いぶかしげに眉根を寄せる。

「あの、でもですね！」

　全身燃えそうに熱くて、とてもとても恥はずかしいけれど。

（は、はしたないかもしれないけれど！）

　──でも、唇の端っこなのは。

　ちょっとだけ、寂さびしいなと思ってしまったもので。

「も、もうひと口、いかがですか……？」

　精せい一いっ杯ぱいの勇気を振り絞しぼってルーが誘さそうと。オルフェンは赤い眼めを見開いたのち、短く呻うめいて己おのれの額を片手で覆おおった。

「だからまたそういう……！」

「はい？」

「いや、……俺以外にはやるなよ、それ」

「……はい！」

　色の濃こい肌がほのかに朱しゅに染まっていることは、残念ながらルーは見み逃のがしてしまったが。改めて、さらりと髪かみを撫なでられ、うなじを捉とらえられて、息を吞のむ。

　そっとまぶたを閉じれば、吐と息いきが今度こそ唇にかかる。思わずルーは、彼のシャツの胸むなもとを、両手で縋るようにきゅっと摑つかんでしまった。

　──生まれてはじめての口づけは、長く、甘くて。とろとろに融とけそうなほど熱い。

　そっと唇が離された時、はあっと大きく息をついたルーは、潤うるんだ目でオルフェンを見上げた。

「オルフェンさま。私、あなたの生贄はなよめになれて、とても幸せなんです」

（そう。私はもう、子どもじゃないんだから）

　これからは、守ってもらって、与えられるばかりではない。

　今までの全部、もらったものを返せるぐらい、与えていければいい。

　なぜならルーは──こうして、彼の隣にいられるのだから。





[image: fin]










[image: あとがき]

　本作をお手にとっていただき誠まことにありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうと申します。

　なんだか、前回シリーズが完結してから、ずいぶんと世相が様変わりいたしましたが、皆みなさまはいかがお過ごしでしょうか。書き手といたしましては、日々の小さな楽しみのひとつに本作がなれていることを祈いのるばかりです。

　さて。あとがきのたびに性せい癖へきを暴ばく露ろしている気がしますが、異類婚こん姻いん譚たんが超ちょう好きです。

　キツネとかのもふっとした生き物も素す晴ばらしいのですが、蛇へびとかのつるっとした結けっ婚こん相手もまた一興です。今回は竜りゅうということで、つるっと系で攻せめてみました。

　お互たがいの種族が違ちがうがゆえの葛かっ藤とうとか、誤解やすれ違いとか、それだけで本当においしくて白飯が何杯ばいでもおかわりできてしまいます。作品の舞ぶ台たいは、ギリシャやトルコなど、だいたい東ヨーロッパあたりの文化圏けんを想定していますので、ちょっとした旅行気分でお読みいただければ幸いです。




　遅おくればせながら、お世話になった皆さまに謝辞を。

　イラストのゆき哉かな先生。女の子は可愛かわいく、男はかっこよくのみならず、竜のイケメンぶりが素晴らしくて鼻血卒そっ倒とうレベルでもう……！　また、細かい部分まで読みこんでの世界観の作りこみが圧巻で、表紙も本文もいつもイラストが届くのが楽しみでした。なお、ごく個人的な見どころポイントは表紙のルーチェの生足です、美しい……！

　今回も迷めい惑わくかけっぱなしの担当Ｉさま。「きみはそこそこ手のかかる作家だからね……」のしみじみとした一言は忘れられませんいつも本当にごめんなさい。ごめんなさいついでに暴露しますが、家に包丁がないのにまな板だけ三枚あるのは、やっぱり絶対おかしいと思います。とりあえず他に事例を聞いたことない。

　旧作にあたたかいご感想をお寄せくださった皆さま。「作品に元気をもらった」というお言葉に、お手紙を読み返しては励はげまされております。ご感想をエネルギー源に、今後とも楽しい物をお届けできるよう頑がん張ばります。

　校正さま、デザイナーさま、本作の刊行・流通に携たずさわってくれたすべての皆さま。いつもながら相談に乗ってくれた姉。今、この本を開いてくださっている皆みな々みなさま。

　ありがとうございます。またお会いできますように。




　　　　最近タブレットパソコンを導入して文明の力を嚙かみしめている　夕鷺かのう拝








電子書籍特典　書き下ろし短編

『甘いいちごを唇に一粒』









　春はいちごの季節だ。黒いいちごに赤いいちご。それぞれに甘くて、少し酸っぱい。

「オルフェンさま、見て下さい。菜園の裏にいちごの木があって……黒いのも赤いのも、こんなにたくさん！」

　押しかけ生贄として、まちを加護する竜神たるオルフェンのもとに滞在を始めてはや数日。すっかり生活に慣れたルーチェ──ルーは、籠いっぱいに摘んだ木いちごを得意げに示した。

「……これはすごいな。一人で摘んだのか。手伝えばよかったな」

「そんな、お気になさらず！　私、いちご摘むの、好きなんです。籠にどんどんたまっていくのが楽しくて」

　気遣ってくれるオルフェンに恐縮しつつ、ルーは胸に誓う。このかたのために、今日は、美味しい焼き菓子を作ろう。はちみつで甘く煮た木いちごを、たくさん使って。

「いちごを食べるのは久しぶりだ」

　ルーが「よろしければ、そのままおひとついかがですか」と勧めたのに従い、籠から一粒摘まみ上げた木いちごをぷつりと嚙みつぶしつつ、オルフェンは呟いた。

「そうなんですか？　あまり召し上がりませんか、いちご」

「……というより、お前が来るまで、人間のように食事をすること自体無かったからな」

　竜にとってヒトの食事は嗜好品のようなものだ、とそういえばルーも聞かされていた。数年をこのエウリュディス火山で過ごしてきた彼は、湖底でまどろむだけで命をつないできたのだ。

　今は人間の青年のように見えるオルフェンだが、その実態はほど遠い。

（こうしてお話ししていると……距離そのものは、こんなに近いけれど、本当は遠い）

　──オルフェンについて、心の底から理解することなんてできないのかもしれない。

　でも。

「お味はどうですか？」

「……甘酸っぱくてうまいぞ。お前もどうだ」

「よかった。では私も失礼して」

　いちごを咀嚼するオルフェンの前で、ルーは自らも一粒を口に放り込む。

　うん。酸っぱいけれど──甘い。

　二人で向かい合って、同じいちごの山を分け合う。どちらからともなく、自然と笑みがこぼれた。

　オルフェンの緋色の瞳を見つめながら、ルーはふと思う。

（私は人間で、このおかたは竜神。お互いが、同じものではなくとも。……同じいちごを分け合って、おいしいって思うことはできるのだわ）

　なんだかそれが、とても尊くて素敵なことのような──こんな何げない時間が、ずっと続けばいい、なんて。

　生贄としては不遜だけれど。ルーは、そんな風に思ってしまったのだった。
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